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改訂 

ナンバー 
日付 変更 

2.0 11/12/2001 再フォーマット 

2.1 02/04/2002 2002年第1四半期アップデート 

2.2 10.10/2002 最新のトレーニングアップデートに更新 

3.0 08/15/2003 最新のトレーニングアップデートに更新 

3.1 12/19/2003 編集とマイナーアップデート 

4.0 01/01/2004 マイナーアップデート 

5.0 11/19/2004 マイナーアップデート 

6.0 10/13/2005 大幅な更新と規格の追加。 

7.0 10/27/2006 編集の変更とトレーニングの更新。 

8.0 11/13/2007 2007年のトレーニングアップデートに更新新スタンダード 

9.0 12/01/2008 新基準と編集上の若干の変更を加えて更新。 

10.0 12/31/2009 2009年のトレーニングアップデートに更新マイナー編集 

11.0 01/01/2011 主要な編集とマイナーな更新。 

11.1 07/01/2011 CCRスタンダードにサイドマウント・スタンダードとrEvoを追加。 

12.0 01/01/2012 

追加 
DPVダイバー4号。 
ヘリトロックス・ダイバー第10号。 
水中洞窟調査ダイバー・スタンダード第20号。 
DPVケーブダイバースタンダード#21。 
ステージ・ケーブ・ダイバー・スタンダード#22。 
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KISS GEM Level 1 SCR Rebreather Standard #24。 
マイナー編集 

12.1 01/23/3012 マイナー編集 

12.2 02/15/2012 

インストラクター要件を追加: 
DPVダイバー。 
サイドマウント・ダイバー 
ヘリトロックス・ダイバー。 

12.3 06/01/2012 2.3 定義を追加した。 

12.4 08/15/2012 

改良型ポセイドンMK VI/SE7ENエアダイリュエントCCRダイバー#29。 
ポセイドン・エア・ダイリューエント減圧手順ダイバー30号とポセイドン・ミックスド・ガ

スCCRダイバー31号を追加。 
マイン・ダイバーI #23とマイン・ダイバーII #24を追加。 

13.0 01/01/2013 

# 32 MK VI/SE7EN Deco Procedures Diver Standard. 
ポセイドンのデコバッテリーに合わせ、MK 
VI/SE7ENの最大深度を40メートル/130フィートに変更。 
追加ベイルアウト/デコOCガスのプランニングはダイブプランニングセクションへ。 
追加MK VI での希釈液のフラッシュに DSV/ADV 
を使用する場合は、緊急時の手順の項を参照してください。 
#33 MK VI/SE7EN 混合ガス・ダイバー・スタンダード。 
前提条件を改訂。 

13.1 04/01/2013 
#2 CCRを使用して実施できるコースのリストに、上級難破船を追加した。 
#34 ホリス・エクスプローラー・エア・ダイリューエントCCRを追加。 

13.2 07/01/2013 

#25 Rebreather Discovery Programを追加。 
#27 Kiss GEM Sidekick Diverを追加。 
#30.6 Page 141 クロスオーバーの要件を明確にした。 
#第37号 Rebreather Cavern Diver Standardを追加。 
#洞窟探検のスタンダードにリブリーザー入門を追加。 
#39リブリーザー・フルケーブ・ダイバー・スタンダードを追加。 

13.3 07/15/2013 

2ページ目CCRを使用したコースを実施する際、生徒と指導者が同じユニットに所属していな

ければならないという要件を削除した。 
#5.11 TDI サイドマウントインストラクターになるための条件を明確にした。 
項目 3.8、5.9、7.8、8.8、9.9、10.8、11.8、12.8、13.8 
選択資料としてキューカードと評価スレートが追加された。 
17.8 「TDI Diving In Overhead Environments」マニュアルを推奨読み物として追加。 
項目29.8、30.8、31.8、32.8、33.8、34.8、35.8、36.8、39.8 TDI 
CCRプリフライトチェックリストとメーカーのビルドチェックリストを必須資料に追加。 
#32 混合ガスCCRダイバーにDiscovery MK VI/SE7ENを追加。 
標準。重要な注意：MK VI/SE7EN には、必ず以下のものを装着してください。 
60Mトリミックスのフルアップグレード。 
#19.2 ページ 83 コース中に減圧停止を行う場合の要件を明確にした。 
#19.5 ページ 84 コース中に減圧停止を行う場合の前提条件の必要性を明確にした。 
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#31号ヘリトロックスCCRダイバーユニットスペシフィックスタンダード。 
#35.5 ページ 171 MK VI/SE7EN CCR 混合ガス・ダイバーの前提条件を明確にした。 

14.0 01/01/2014 変更なし 

14.1 04/01/2014 
ダイバー・スタンダード全体を通して、MK VI を MK VI/Se7en に置き換える。 
1.2 Rebreather Matrixを更新しました。 
2.6 TDIダイバーコースにおけるCCRの使用を明確にした。 

14.2 10/01/2014 

コースマトリックス-技術入門の潜水深度を更新。 
29.5、30.5 31.5 
前提条件に追加：リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、生徒はT
DIサイドマウント・ダイバー資格または同等の資格を保持し、10回のサイドマウント・ダイ

ブを記録した証明を提出しなければならない。 
29.10、30.11、31.11 スキル達成条件と修了条件に追加：TDI 
とリブリーザーメーカーの両方で設定されたすべてのスタンダードは満たされなければなら

ないが、どちらの最大制限を超えてもよい。 
32 CCRミックスド・ガス・ダイバー全面改訂。 
33 CCRアドバンスド・ミックス・ガス・ダイバー全面改訂。 
29.8 エアダイリューエントCCRの必要材料が改訂された。 
30.8 エアダイリューエント減圧に必要な材料 CCR が改訂された。 
31.8 ヘリトロックス減圧CCRの必要資料が改訂されました。 

15.0 01/01/2015 変更なし 

15.1 04/01/2015 

コースマトリックス#30を追加 
TDI Air Diluent CCRダイバー認定者、または同等の資格を有すること。 
CCRユニットで30時間 6ヶ月のCCRダイビング経験。 
#39 入門ダイバーに洞窟を追加し、明確にした。 
5.11 
追加されるインストラクターは、サイドマウント・ダイバーの認定を受けた者でなければな

らない。 
32.6 コースの構成と期間 オープンウォーター実施に新しい項目6と7が追加された。 
33 ポセイドンSE7ENには、100M-
eモジュールと手動追加バルブ付きのカウンターラングを含む、完全な100M仕様装備へのア

ップグレードされている必要があります。 

15.2 08/01/2015 
1.2 リブリーザー 概要一覧MKVI/SE7ENユニットの高度混合ガス評価を明確化。 
リストに次のリブリーザーユニットを追加JJ、リバティ、トリトン。 

15.3 11/01/2015 

2ページ目：アメリカ本部の情報を更新 
2.6 オーバーヘッド環境でのトレーニングを明確にする新しいポイントを追加。 
2.7 CCR を使用するコースを教えるための講師の要件を明確にした。 
40.3 インストラクターの明確化のため、必須ダイバー等級を追加。 

16.0 01/01/2016 変更なし 

16.1 04/01/2016 5.9 サイドマウントの新素材を要件として追加。 
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17.0 01/01/2017 1.2 ディフェンダーのCCRレーティングをリストに追加。 

17.1 02/24/2017 

29.6 コース構成と期間 クロスオーバーセクションに新しい項目3を追加。 
30.6 コース構成と期間。 
#1号がデコ・ダイバーをエアディル・ダイバーに変更。 
#1、#bは3ダイブを4ダイブに変更し、クロスオーバーセクションに新しい項目2を追加した

。 
31.6 コース構成と期間 クロスオーバーセクションに新しい項目2を追加。 

18.0 01/01/2018 

1.1 
「技術入門」のコース・マトリックスを更新し、オープン・ウォーター・ダイバーを前提条

件とした。 
2.3参加前条件の定義を追加 
5.6.2 サイドマウント付きアドバンスナイトロックス講習を追加する際の条件を追加した。 
6.2 卒業生の資格、明確化のために文言が追加された。 
6.11 必要なスキルパフォーマンス、スキルが追加された。 
7.6 技術入門の後にサイドマウントを追加。 
8.2.7をTDIトリミックスに変更。 
8.6.2 
テクニック入門またはサイドマウントとアドバンスナイトロックスおよび減圧手順の組み合

わせを追加。 
14.10 ISO/EUF認証に関する明確化文言の追加。 
15.9 #1 酸素分析計（インストラクターが用意する場合もある）、#2 
ヘリウム分析計（インストラクターが用意する場合もある）の読み取りに変更。 
15.11 ISO/EUF認証に関する明確化文言の追加。 
17 新しいスタンダード・キャバーン・ディスカバリーを追加。 
19.3 「教えられる人」を更新 
19.5.2 前提条件が更新された。 
19.6 「デュレーション」#3で、プログラムを組み合わせる際にキャバーンを追加。 
19.8 必要な装備を更新した。 
20.3 「教えられる人」を更新 
20.6 デュレーション#3に、プログラムを組み合わせる際のフル・ケーブを追加。 
20.8 必要な装備を更新した。 
30.5 サイドマウントのダイブ回数とメーカーの要件に関する前提条件を更新。 
30.8 メーカーの最低トレーニング基準を追加した。 
30.11 新項目#3が追加された。 メーカーが要求するあらゆる技能を十分に修了すること。 
31.5 サイドマウントのダイブ回数とメーカーの要件に関する前提条件を更新。 
31.6.1 エントリーレベル 1 を Air Diluent に変更する。 
31.8 メーカーの最低トレーニング基準を追加した。 
31.11 新項目#3が追加された。 メーカーが要求するあらゆる技能を十分に修了すること。 
32.5 サイドマウントのダイブ回数とメーカーの要件に関する前提条件を更新。 
32.6 エントリーレベル1をAir Diluentに変更する。 
32.8 メーカーの最低トレーニング基準を追加した。 
32.11.3 新たに追加された、メーカーが要求するあらゆる技能を十分に完了すること。 
32.11.8 ベイルアウトガスの計算を更新した。 
32.11.9 使用計画ソフトを追加。 
33.6歳削除#6。 
33.6 クロスオーバーセクションを追加。 
33.8.3 救済ガス量の再定義。 
33.10.4 ベイルアウトガスの計算を更新した。 
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34.6歳削除#6。 
34.6 クロスオーバーセクションを追加。 
34.8.3 救済ガス量の再定義。 
34.10.4 ベイルアウトガスの計算を更新した。 
37 Mixed Gas CCR Poseidon MKVI の名称を Helitrox Deco Procedures CCR に変更。 

19.0 01/01/2019 

該当するすべてのコースにeラーニングオプションを追加しました。 
該当するすべてのコースでリフトバッグのサイズ要件を変更 
1.概要マトリックスの誤りを修正し、コースの基準と一致させ、ポセイドン固有の基準を削

除した。 
2.1.2ダイバーメディカル要件の明確化 
2.1.5 
すべてのCCRコースについて、学生のダイビングログをダウンロードし、保持する要件を追

加した。 
2.1.5 削除 - 第 1 部の文言と重複している。 
2.2 参考文献を追加。 
2.6.1 訓練後のダイビングのログを10本記録することを追加。 
2.6.3 学生の経験に関する要件を削除した。 
4.規格全体を通してテクニカルDPVダイバーに名称変更。 
5.6.1 「オープンウォーター」を追加。 
6.2および6.10.8 EUFの要求事項に準拠するための文言を追加した。 
10.1 および 10.2.4 許容 He パーセンテージに±5%を追加。 
11.5 前提条件を明確にした。 
11.9 必要な装備を明確にした。 
11.11 水中ドリルの明確化。 
12.6 オープンウォーターの実施を明確にした。 
12.11 水中ドリルの明確化。 
14.7.4.a.、15.7.4.a.および16.7.4.a.は、適切な形式を明確にした。 
14.7.4.b、15.7.4.b、16.7.4.b. メディカルフォームを削除。 
18.5 水深60フィート以上のダイビングの前提条件が追加された。 
18.8 材料リストを更新した。 
19.2 項目4を新しく追加制限なし。 
27.10.5.g 二酸化炭素に訂正。 
30.4 調整後のCWとOWの比率。 
30.5 
前提条件を明確にし、組み合わせ可能なコースにアドバンス・ナイトロックス・ダイバーを

追加。 
30.6 調整されたクロスオーバーの要件。 
30.7 生徒のダイブのログをダウンロードする要件を追加。 
30.8 トレーニング資料の明確化。 
30.9 必要な装備を明確にした。 
30.10 RESA が要求する新しいトピックを追加し、その他のトピックを明確にした。 
30.11 すべての技能をユニット別 CCR 
でインストラクターが証明するための要件を追加し、RESA が要求する技能を追加した。 
31.1 最大深度を40mに変更。 
31.4 調整後のCWとOWの比率。 
31.5 前提条件を明確にした。 
31.6 最大深度を変更し、クロスオーバーとアップグレードの要件を明確にした。 
31.7 生徒のダイブのログをダウンロードする要件を追加。 
31.8 必要なトレーニング資料を明確にした。 
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31.9 必要な装備を明確にした。 
31.10 RESA が要求する新しいトピックを追加し、その他のトピックを明確にした。 
31.11 すべての技能をユニット別 CCR 
でインストラクターが証明するための要件を追加し、RESA が要求する技能を追加した。 
32.1 ヘリウム含有量に±5%を追加。 
32.3 インストラクターコースの前提条件を明確にした。 
32.4 調整後のCWとOWの比率。 
32.5 前提条件を明確にした。 
32.6 クロスオーバーとアップグレードの要件を明確にした。 
32.7 生徒のダイブのログをダウンロードする要件を追加。 

32.8 必要なトレーニング資料を明確にした。 
32.9 必要な装備を明確にした。 
32.10 RESA が要求する新しいトピックを追加し、その他のトピックを明確にした。 
32.11 すべての技能をユニット別 CCR 
でインストラクターが証明するための要件を追加し、RESA が要求する技能を追加した。 
33.4 比率の明確化 
33.5 前提条件を明確にした。 
33.6 要求事項の明確化 
33.7 生徒のダイブのログをダウンロードする要件を追加。 
33.8 必要な装備を追加した。 
33.9 RESA が要求する新しいトピックを追加し、その他のトピックを明確にした。 
33.10 すべての技能をユニットごとの CCR 
でインストラクターが証明するという要件を追加し、RESA 
が要求する技能を追加し、必要な試験を明確にした。 
34.4 比率の明確化 
34.5 前提条件を明確にした。 
34.6 要求事項の明確化 
34.7 生徒のダイブのログをダウンロードする要件を追加。 
34.8 必要な装備を明確にした。 
34.9 RESA が要求する新しいトピックを追加し、その他のトピックを明確にした。 
34.10 すべての技能をユニットごとの CCR 
でインストラクターが証明する必要条件を追加し、RESA 
に要求される技能を追加し、必要な教材と試験を明確にした。 
35, 36, 37 ポセイドン固有の CCR 基準を削除；RESA 基準に準拠しない。 
39、40、41 「ボトルスワッピング」を「ガスシェアリング」に変更。 
39.3、40.3 指導できる人を明確にした。 
39.8.1-39.8.3 "Diving in Overhead Environments "を "Cavern Diver "に変更。 
41.6 期間-複合コースの要件を追加 書式を更新。 

0120 01/01/2020 

一般的な文法の編集を実施。 
コース概要マトリックス、#5、必須ダイブ数を「3」に変更。 
2.1.2.a.医師による署名入りの医療行為に対する有効な用語を定義。 
3.8 PowerPoint& インストラクター・リソースは必須からオプションに変更された。 
4.10 洞窟に関する記述を削除& 洞窟ダイビング。 
8.9.4 項目の明確化 
8.9.5 項目が削除され、その後の項目の番号が変更された。 
10.1& 10.2 ヘリウムの割合が「20」から「35」に変更。 
26.10 「完了するために」の項目で、項目1を削除し、それ以降の項目の番号を変更した。 
31.6 「クロスオーバー」リスト 項目 1 コース名を修正。 
31.11.9& 31.11.12 さらに明確化。 
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31.11「オープンウォータースキル」の項目2で、「適切な場合」の文章を削除水中技能にお

ける減圧関連」の項目8で、"include "の後に "simulated or actual "を追加。 
32.1 ヘリウムの割合が「20」から「35」に変更。 
32.3 最初の文章を除くすべての文章を削除。 
32.11.項目12、「または実際」は「シミュレーション」の後に追加オープンウォーター・ス

キル」の項目2の「適切な場合」を削除。 

0121 01/01//2021 

1.33、前提条件欄の「空気希釈剤」の後に「減圧」を追加。 
3.8、5.9、「必須教材」に知識クエストを追加。 
5.11 このレベルの管理アップグレードパスを削除するために行われた変更。 
6.10 明確化された項目。 
6.11.4、7.11.5、8.9.2.b、9.9.1.c、9.9.2.b、9.9.3.b、10.9.4、11.9.1.c、11.9.2、
12.9.1.c、12.9.2.b、13.9.1.c、13.9.2.b、13.9.3b を追加又は「TDI 規格」を「地域の

慣行及び／又は規制に従って」に置き換えた。 
8.1 "Extended Range "を "Full Cave "に置き換え、第3文の一部を削除。 
20.5.3、24.3、24.5.2、24.5.3、25.3、新しい内容を追加。 
20.8.3 ナンバリングを修正した。 
38.6 セクションを編集した。 

0221 02/01/2021 変更なし 

0122 01/01/2022 

2.5 項目10を追加。 
2.7 テクニカルDPVをコースに追加。 
19.8.3、20.8.2、21.8.2、22.8.2、23.8.2、24.9.3、25.9.2 Under 各生徒に必要な器具 
- 指定された長いホースを取り外す。 
19.10.5、20.10.5 インウォーター・スキルの項目が拡大された。 
22.11 セクションは削除された。 
30.6、31.6、32.6、33.6、34.6 クロスオーバーの太字を明確にした。 
35 
エクスプローラー・リブリーザー・ダイバー・スタンダードは削除され、それ以降のセクシ

ョンはすべて番号が変更された。 
38.8.2 (37.8.2)Under 各生徒に必要な備品 - 拡大された項目 

0122a 01/01/2022 変更なし 

0123 08/25/2023 

5.11 削除されたセクション 
8.6, 10.6 Open Water Execution の項目 3 
を変更または追加し、減圧手順とヘリトロックス・ダイバー・コース間の部分単位を認める

。 
11.6.1 項目が明確になった。 
27.セミ・クローズド・サーキットのリブリーザー・ユニット規格にScuba Force 
SFXを追加。 
30.11、31.11、32.11、33.10、34.10 
「...を完了するために」の下にある。項目4を削除し、それ以降のセクションの番号を変更。 
37.リブリーザー・フルケーブコースを受講したフルケーブダイバーのアップグレードパスを

追加。 

0124 01/01/2024 

2.1 項目 2 を UHMS の書式に合わせて明確化 
11.11 追記 
12.1 最低He含有量の明確化 
12.6 アドバンスド・レック・コースの潜水単位を明確化 
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20.6 期間 3.複合コースの長さの明確化 
22.10.7 c. および d. を追加 
22.11 水中スキル 1.エアシェア実施の明確化 
30.1 希釈剤としてナイトロックスを添加 
30.4 削除メモ 
30.6.1 明確化  
30.6.3 新規項目追加 
30.8.1 要求される資料の明確化 
30.8.2および30.8.7を削除し、残りの項目の番号を変更する。 
30.8 オプション - 30.11の終わりからオプション資料に項目を移動する。 
30.9 注 - ISOによる同一単位要件を明確にした。 
30.10.4d、9f、11 - ISOごとに新しい項目を追加 
30.11.2、30.11.3、30.11.5 - ISO により明確化された項目 
30.11.9 新しい項目を追加 
30.11 オープン・ウォーター・スキル - ISOに基づく項目の追加／明確化 
31.1 希釈剤としてナイトロックスを添加 
31.5 ISOごとに前提条件を追加 
31.6 オープンウォーター・エクセキューション - ISOに基づく新項目3& 4 
31.8 必要素材の明確化 
31.8 31.11末尾のセクションに追加されたオプション素材 
31.9 注 - ISOによる同一単位要件を明確にした。 
31.10.4e、8f、10 - ISOごとに新しい項目を追加 
31.11.2, 3,5,9 - ISOによる明確化された項目 
31.11.13 - 新しいアイテムを追加 
31.11 オープン・ウォーター・スキル - ISOに基づく項目の追加／明確化 
32.5 ISOごとに前提条件を追加 
32.6 オープンウォーター・エクセキューション-項目 1 を明確にし、ISO に従い新しい項目 
3&4 を追加した。 
32.6 クロスオーバー-ヘリトロックス使用の要件を明確化 
32.8 必要資料の明確化 
32.8 オプション - 項目1を削除し、項目を32.11の最後からこのセクションに移動した。 
32.9 注 - ISOによる同一単位要件を明確にした。 
32.10.4e、8f、11 - ISOごとに新しい項目を追加 
32.11.2, 2, 5, 9 ISO による明確化された項目 
32.11.13 新しい項目を追加 
32.11 オープン・ウォーター・スキル - ISOによる項目の明確化 
33.5 前提条件を明確化 
33.6 オープンウォーター実施-ISOによる項目の明確化 
33.6 クロスオーバー - 混合ガス使用の要件を明確化 
33.8 必要資料の明確化 
33.9 インストラクターと学生の単位要件を明確にする注釈を追加した。 
33.10.1i、5h、8 - ISOごとに新しい項目を追加 
33.11.4、5 - ISOに基づく項目の明確化、項目3と6の削除、項目7の追加 
33.11 オープンウォーター・スキル - ISOによるスキルの明確化 
34.5 前提条件の明確化 
34.6 オープン・ウォーター実施-ISOによる項目の明確化、項目2の削除、項目5の追加 
34.6 クロスオーバー - 深さの条件を明確化 
34.8 トレーニング資料の名称を変更し、必要な資料を明確にした。 
34.9 必要な備品-34.8 
項の必要備品リストの後に新しい項を追加し、指導者および生徒の単位要件を明確にする注

釈を追 加した。 
34.10 34.9から番号変更された必須科目分野 
34.10.1i、5d、8 - ISOごとに新しい項目を追加 
34.11 必要なスキル・パフォーマンスの項が34.10から改称される 
34.11.4, 5 - ISO による要求事項の明確化、項目 3&6 の削除、項目 7 の追加 
34.11 オープンウォータースキル - ISOごとのスキルの明確化、マスクスキルの追加 
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1. コースの概要一覧 

1.1 全コース 

  

コース名 

最
少
年
齢

 

 
     
  

3 イントロテック 15 
 

水深23m  
メートル  

 
 

 

4 テクニカル DPV ダイバー(Technical DPV Diver) 18   
 

 

5 サイドマウントダイバー 18   
 

 

6 ナイトロックスダイバー 15 
 

 2ダ  

 
 
 
 

 
 

 

  
 

 
 

7 アドバンスドナイトロックス 15 
 

１００分間  
 

 
 

8 減圧手順ダイバー 18   
 

 
 

9 エクステンディッドレンジダイバー 18 

 
33ダ  

メートル  
40ダイ  
メートル  

 

  
 

 
 

10 ヘリトロックスダイバー 18 
 

30ダイ  
メートル  

 

  
 

 
 

 

11 アドバンスドレックダイバー 18 
全てペネト  
１００分間  
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12 トライミックスダイバー 18 

4回の減  
2 40メ  

13  
100分間  

 
 

 
 

13 アドバンスド・トライミックス・ダイバー 18 

 
2  

/23  
100分間  

 
  

 
 

14 ナイトロックスガスブレンダー 18 該    

15 アドバンスドガスブレンダー 18 該   
 

 

16 
酸素（O₂）機器サービス 
技術者 

18 該   

   
  

 
 

 

17 カバーンディスカバリー 15 1回のカ   
 

 
 

18 カバーンダイバー 15 
4ダ   
ボ  

 
 

 
 

19 イントロケイブダイバー 15 

限  
 

でボト  
 

  

20 フルケーブダイバー 18 
 

240分間  
  

21 ケーブサーベイダイバー 18 2回以上のオープンウォーターダ   
    

 

22 DPV ケーブダイバー 18 
3ダイ  

 
 

 
 

23 ステージケーブダイバー 18 
2つの異な   

最  
 

  

24 マインダイバー I 18 

最低1  
 

マインと組  
ダ  
最  

 

  

25 マインダイバーII 18 

最低2  
 

マインと組  
ダ  
最  
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26 リブリーザーディスカバリープログラム 18 

プール    
セッシ  

分  
水深  

1 オープンウォ  
 

 

  
 

 
 

 

27 セミクローズド・リブリーザー・ダイバー 15 

 
100分間  

ドル  
 Azimuthを  

 
  

 
 

28 KISS GEM レベル1リブリーザーダイバー 18 

最  
 

5ダ  
最低20  
オープ  
水深15  
メートル  

  

29 KISS GEM Sidekick 18 

最  
 

5ダ  
最低20  
オープ  
水深15  
メートル  

 

  
 

 
 

30 エアダイリューエント クローズドサーキット・リブリーザーダイバー 18 

最  
 

7ダ  
最短42  
オープ  
最大深  

/ 10  

 
 

 
 

31 エアダイリューエント クローズドサーキット・リブリーザー 減圧手順 潜水士 18 

最  
 

7ダ  
最短42  
オープ  
最大深  

/ 13  
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32 
ヘリトロックス・クローズド・サーキット 
リブリーザーダイバー 

18 

最低  
水  

最  
 

徐々に  
最  

メートル  

 

 
  

 
 

 
 

 
 

33 混合ガス閉鎖式リブリーザー・ダイバー 18 
6ダイブ、うち  

メートル  
 

 
  

 
 

 

34 アドバンスド・ミックス・ガス・クローズドサーキット・リブリーザー・ダイバー 18 

７ダイブ、その内6回  
混合ガス  
減圧でな  

 

 

  
 

 
 

 
 

 

35 リブリーザーカバーンダイバー 18 

5ダ  
洞窟   
最  

異なる  
 

 

 
 

 
 

36 リブリーザーイントロケーブダイバー 18 

1 オープン  
ダイビングは実施  

が初  
インストラクタ   

6  
ラスト・キ  

4 シングル・ガ  
トータル  

 
 

 

  
 

  
 

 
  

 
 

37 リブリーザーフルケーブダイバー 18 

洞窟ダ  
最  

ボト  
 

 
1サイトが  

 
  

少なく  
6  
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1.2 リブリーザー・トレーニングコース 

TDIは、次のCCRユニットに関するトレーニングを提供しています 

  

ユニット 

エ
ア
デ
ィ
ル
エ
ン

ト
  

エ
ア
デ
ィ
ル
エ
ン

ト
 

減
圧

 

 
ヘ
リ
ト
ロ
ッ
ク
ス

 

ミ
ッ
ク
ス
ガ
ス

 

ア
ド
バ
ン
ス
ド
ミ

ッ
ク
ス
ガ
ス

 

1 Copis      

2 Defender      

3 ディスカバリーMK 
VI/SE7EN 

     (SE7ENのみ） 

4 Evolution      

5 Hammerhead      

6 Inspiration      

7 JJ      

8 KISS      

9 Liberty      

10 Mark 15      

11 Megalodon      

12 Optima      

13 Ouroboros      

14 Pathfinder     -- 

15 
プリズム・トパーズ

／プリズム2 
     

16 Pelagian      

17 rEvo      

18 Sentinel      

19 SF2      

20 Submatix 100      

21 Titan      

22 Triton      

本マニュアルに含まれる空気希釈剤、空気希釈剤減圧手順、ヘリトロックス、ミックスドガス、アドバ

ンスドミックスドガスCCRダイバーコースの基準は、上記のCCRに特化したものである。 
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2. 一般コーススタンダード 
このスタンダードは、全てのTDIダイバーコースとスペシャルティコースに適用される。 

2.1 行政 

インストラクターは、スペシャルティコースを含む講習生が参加する全てのコースごとにそれぞれフォ

ームを作成し、全ての講習生が以下のフォームに記入することを確認しなければならない。これらの記

録は、コース開始前に完了しなければならず、最低7年間は保管が必要である。それらは： 

1. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

2. TDIメディカル・ステートメント・フォーム（ダイビング以外のコース基準で特に必要ない場合を

除く。）生徒がフォーム上でダイビングに医師の許可が必要であると回答した場合、生徒は、コー

スや専門トレーニングの限定水域またはオープンウォータートレーニングに参加する前に、免許を

持つ医師から制限のないダイビングの許可書を提出しなければならない。医師が署名したダイバー

メディカルは、より長い有効期間が示されている特定のフォームの場合を除き、病状に変化なけれ

ば最大12か月間有効。 

3. TDIダイバー登録フォーム、またはTDIウェブサイトのメンバーセクションからオンラインで登録す

ることが望ましい（指定コース修了時）。 

4. TDIダイバー・トレーニング記録。これらのトレーニング記録は最低7年間保存しなければならない

。 

5. すべてのユニット別CCRコースにおいて、インストラクターは生徒のすべてのトレーニングダイブ

のログをダウンロードしなければならない。 

2.2 事故 

会員がこのような手続きをする必要がないことを祈りますが、会員が事故に巻き込まれた場合、あるい

は事故を目撃した場合は、事故発生後直ちにTDI事故報告書に会員／目撃者が記入し、TDI本部にファッ

クスしなければなりません。TDI規格第1部6.4.8項を参照のこと。 

2.3 定義 

アシスタントまたはアシスト＝自分が指導する資格がないコースを開催しているインストラクター、コ

ースディレクターまたはインストラクタートレーナーをアシストする人。アシスタントは、追加の監督

活動やスタンダードと環境が許容する範囲内でインストラクターと講習生の人数比を増やすために採用

される。登録時にリストされたアシスタントは、アシストしたコースの経験クレジットが認められる。 
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共同開催(コーティ―チ/Co-
Teach)またはセカンドインストラクター=そのコースを指導できる資格を有しており、他の資格のある

インストラクターと一緒に講習するインストラクター、コースディレクターまたはインストラクタート

レーナー。登録時にリストされたセカンドインストラクターは、同等のクレジットが認められる。 

講習生参加前条件=コースを開始する前に講習生が満たさなければならない条件。スタンダード内で特

に記載されていない限り、これらの条件をコース中に満たすことはできない。ここにリストされている

条件を、インストラクターの判断で免除することはできない。参加前条件の書面によるスタンダードの

免除は、コース、ダイブサイト、およびコース参加者の特定の過去の経験に応じて、アメリカ本部トレ

ーニング部門によって発行される場合がある。 

2.4 限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング 

限定水域トレーニングは、プールや、以下のような条件を持つ限定水域で実施すること： 

1. 視界約3メートル/10フィート。 

2. 水面が穏やか 

3. 講習生が水面から頭を出して立つことができる水深までアクセスが容易 

4. スキルが十分に発揮できる深さ。 

5. トレーニングサイトに適した器材がある 

6. プール以外の限定水域でのトレーニングは、TDI本部の承認を得なければならない。 

2.5 オープンウォータートレーニング 

インストラクターは、以下の点を考慮し、オープンウォータートレーニングサイトを選択すること: 

1. 地域のダイビング条件に近い水域（海、湖など） 

注：プールは開放水域とはみなされない。 

2. 透視度 

3. 気温と水温 

4. 気象状況 

5. 水域までのアクセス 

6. コンディションに適した器材がある 

7. コンディションに適した防寒対策(保護スーツ)がある 

8. ブリーフィングに含まれるべき内容： 
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a. ダイブサイト 

b. 海況/水況 

c. 実施するスキル 

d. エントリー/エキジット方法 

e. 緊急時の手順 

9. デブリーフィングに含まれるべき内容： 

a. ダイバー全体としてのパフォーマンス 

b. 改善が必要な事項 

c. 環境観察 

d. 質疑応答 

10. チームダイビングのコンセプトは、すべてのTDIコースのすべてのダイブで強調される。 

2.6 頭上環境（洞窟、洞穴、沈没船など）でのトレーニングの実施 

TDIの非オーバーヘッド・コースは、以下の条件下でオーバーヘッド環境で実施することができる： 

1. 受講生は、トレーニングを受けるオーバーヘッド環境のダイバーとしてすでに認定されており、そ

の環境でのトレーニング後のダイビングを少なくとも10本ログ付けしていること。 

2. インストラクターは、トレーニングが実施されるオーバーヘッド環境におけるTDIインストラクタ

ーの資格を有する。 

3. インストラクターは、トレーニングが行われる場所でのダイビング経験がある。 

4. 生徒もインストラクターも、環境に応じた適切な装備を備えている。 

5. このコースは、リブリーザー（SCRまたはCCR）に関する講習生の最初のトレーニングではありま

せん。 

a. 25時間のリブリーザー・ダイビングの経験を積んだ後、生徒は、上記の他の条件がすべて満

たされている限り、インストラクターの判断により、オーバーヘッド環境での追加のリブリ

ーザー・トレーニングに参加することができる。 

2.7 閉鎖式リブリーザー（CCR）を使用したコースの実施 

以下のTDIダイバーレベルのコースは、以下の条件に従って、CCRを使用して実施することができる： 

アドバンス・ナイトロックス、アドバンスド・レック、キャバーン、入門ケーブ、フル・ケーブ、マイ

ン・ダイバー・レベル1と2、テクニカルDPV： 
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1. コースの受講生は、コースの前提条件をすべて満たし、使用するCCRユニットで完全に認定されて

いなければなりません（アドバンスド・ナイトロックス・トレーニングとCCRトレーニングを組み

合わせる場合を除く）。 

2. コースインストラクターは、ダイビングを行うユニットのTDI 
CCRインストラクターの資格を持っていなければなりません。 

3. コースのインストラクターは、受講生が潜るCCRユニットの認定ダイバーでなければなりません。 

 

注：TDI規格で使用されているシリンダー容量は、メーカーの値または一般的な換算値に基づいており

、シリンダー容積と作動圧力にばらつきがあるため、メートル法からインペリアル法への正確な換算値

ではありません。メートルシリンダーを使用する場合は、記載されているメートルサイズのシリンダー

を使用してください。同様に、インペリアルシリンダーを使用する場合は、記載されているインペリア

ルサイズのシリンダーを使用してください。 
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3. イントロテック 

3.1 イントロダクション 

TDI 
イントロテックコースは、講習生にテクニカルダイビングの世界を紹介するものです。このコースでは

、TDI ADナイトロックスコースと TDI 
減圧手順コースを体験することができるように設計されている。このコースの目的は、講習生にテクニ

カルダイビング器材コンフィグレーションに触れさせ、オープンウォーターダイビングスキル（浮力、

ホリゾンタルトリム、シチュエーショナルアウェアネスなど）を強化し、ノンストップリミットでの高

度なガスプランニングテクニックを紹介するものです。このコースではノンストップリミットで実施し

なければならない。講習生は、保有する認定資格に基づいてナイトロックスを使用してもよいです。イ

ントロテックは、インストラクターの裁量で TDI ADナイトロックスと組み合わせることができます。 

3.2 修了者に与えられる資格 

このプロセスを正常に修了したダイバーは、直接的な監督無しに、次のような条件でテクニカルダイビ

ング器材を使用してダイビングを楽しむことができる： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動地域や環境条件は、トレーニングに近い。 

3. このコースを修了後、以下のコースに参加することができます： 

a. TDIアドバンスナイトロックスコース。 

b. TDI減圧手順コース。 

3.3 指導できるインストラクター 

1. 手順1： 

TDI技術入門ITが実施するTDI技術入門インストラクターコースを修了した、現在活動中のSDIオープン

ウォータースクーバダイバーインストラクターまたはTDIナイトロックスインストラクターは、指導者

として登録することができる。 

2. 手順2： 

SDIオープンウォーター・スクーバ・ダイバー・インストラクターまたはTDIナイトロックス・インスト

ラクターで、TDIアドバンスド・ナイトロックスと減圧プロシージャー・ダイバーの資格、またはそれ

と同等の資格を持つ者は、教壇に立つためのアップグレードを申請することができる。 
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3.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター1名につき生徒最大6名。状況に応じて、この人数をさらに減らすことはインスト

ラクターの裁量に委ねられる。 

3.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上、保護者の同意があれば15歳以上。 

2. SDIオープンウォーター・スクーバダイバー、または同等の資格を有すること。 

3. 25回のオープンウォーター・ダイブを記録した証明を提出すること。 

3.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 最低3回のダイビングを実施しなければならない。すべてのダイビングは、ダイバーの現在の認定レ

ベル内の水深で実施しなければならないが、23メートル／75フィートを超えるダイビングはしては

ならない。 

2. TDI Intro to TechがAdvanced Nitroxと一緒に教えられる場合は、合計4ダイブのみ必要です。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 授業とブリーフィングの最低受講時間は6時間。 
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3.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI 免責同意書とリスクの告知書フォーム 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

3.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI技術入門マニュアルとナレッジクエストまたはeラーニング。 

2. TDI技術入門インストラクターガイド。 

オプションの素材： 

1. TDI アドバンスト ナイトロックス ダイビング マニュアル TDI 減圧手順マニュアル TDI 技術紹介 
PowerPoint プレゼンテーション。 

2. TDI Intro to TechDigital Instructor Resource. 

3. TDI技術入門キューカード。 

4. TDI技術 評価 入門スレート 

3.9 必須器材 

このコースには以下の機材が必要です： 

1. プライマリーシリンダー（1本または複数本） 
潜水条件およびダイバーのガス消費量に適したボンベ容量。 

2. 主なレギュレーター 
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a. すべてのプライマリシリンダにプライマリステージと代替セカンドステージが必要。 

b. すべてのプライマリーシリンダーには水中圧力計が必要です。 

3. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

4. 機器構成に適した浮力補償装置。 

5. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール： 

a. 最大計画深度に対して適切。 

b. リフトバッグまたは水面マーカーブイで、ダイビング環境に適した揚力と大きさのもの。 

6. 現地の潜水条件に適した暴露保護具。 

7. スレート／ウェット・ノート 

3.10 学科アウトライン 

インストラクターは、必須学科項目のプレゼンテーションに役立つと思われる教材を使用できる。 

コース中に以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

2. 生理学： 

a. 上昇率／下降率 

b. 熱中症 

c. 低体温症。 

d. 心理的側面。 

3. 機器の検討： 

a. シングル/ダブルシリンダー; バルブオプション. 

b. レギュレーターのオプション。 

c. ハーネス/BCDオプション。 

d. コンピュータ、ボトムタイマー、水深計オプション。 

e. リール/スプールのオプション。 

f. リフトバッグ/サーフェスマーカーバッグのオプション。 

g. 暴露防止オプション。 
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h. 必要最小限の道具を持参する。 

i. 設備の合理化と収納。 

4. ダイブプランモード： 

a. テーブル/コンピューターダイブのプランニングと実行。 

b. 表面空気消費率（SAC）の計算。 

c. 無減圧潜水のための最小ガス備蓄量の計算。 

d. 環境への配慮。 

5. 手続き： 

a. エントリー／エグジット戦略。 

b. ガス漏れ／紛失時の緊急対策。 

c. 上昇／下降戦略。 

3.11 スキル達成条件と修了条件 

講習生は、以下のスキルを正しく実行できなければならない： 

陸上ドリル： 

1. 機材の選択と準備 

2. リフトバッグ展開のために、チーム指向のスキル（バディチェック）を実施する。 

3. バディチーム間のガスマッチング。 

4. 基本的なハンドシグナルに精通していることを示す。 

5. チームと個人のガス消費量に応じた制限を設け、適切なダイブ前計画を示す。 

 

ダイビング前のドリル： 

1. ダイビングの前には必ずS.T.A.R.T.を使うこと。 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 
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水中ドリル： 

1. 体重チェック 

2. 適切な浮力コントロール（手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングする能力）を示す。 

3. 適切なトリム（潜降、着底、浮上時に水平を維持する能力）を示すこと。 

4. 無シルティングの推進テクニックを披露する：フロッグ・キック、モディファイド・フロッグ・キ

ック、モディファイド・フラッター・キック、後ろ回し蹴り。 

5. 水平トリムと浮力を維持しながら、次のデモンストレーションを実行する能力を示します: 

a. レギュレーターの交換 

b. レギュレーターの回復。 

c. マスクの部分的なフラッドとクリアは、エアロスを最小限に抑える。 

d. マスク脱着と最小限のエア消費によるマスククリア 

6. 水柱の中でトリムと浮力を維持しながら安全ドリル（Sドリル）を行う能力を示す。 

7. 水柱内のトリムと浮力を維持しながらバルブドリルを行う能力を示す（ダブルシリンダーを使用し

ている場合）。 

8. 水柱内のトリムと浮力を維持しながら、水面マーカーブイまたはリフトバッグを展開する能力を示

す。 

9. 優れた状況認識を示す。 

 

このコースの修了条件： 

1. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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4. 4.テクニカル DPV ダイバー(Technical DPV Diver) 

4.1 イントロダクション 

TDI テクニカル DPV（Diver Propulsion 
Vehicle：水中スクーター）コースは、ダイバーが水中スクーターを使用するために必要なスキル、知識

、プランニング、チーム編成、ダイビング手順、想定されうる問題や危険性などに習熟することを目的

としている。TDI 
DPVコースを修了するために講習生は、DPVダイビングに必要な総合的な知識とDPVダイビングを適切

かつ安全に計画し、実施することができるという点を示さなければならない。また、DPVに関連するリ

スクを管理し、最小限にとどめる技術と手順も示さなければならない。 

4.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでテクニカルDPVダイビングを行

うことができる： 

1. 必要に応じて、安全停止、減圧停止を行う。 

2. 計画されたダイビングは、ダイバーの現在の認定レベルを超えません。 

4.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスのTDI テクニカルDPV インストラクター 

4.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター1人につき最大3人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。  
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4.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上、保護者の同意があれば15歳以上。 

2. SDIオープンウォーター・スクーバダイバー、または同等の資格を有すること。 

3. 最低25本のログダイブの証明を提出すること。 

4.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 講習生は、DPVで2ダイブ以上を行い、合計潜水時間が60分以上でなければならない。 

2. ダイブは40メートル／130フィートを超えてはならない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は4時間です。 

4.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 
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4.8 トレーニング教材 

以下の材料が必要である： 

1. 該当なし。 

4.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. ボンベ、ダイビングに適した容量、生徒のガス消費量。 

2. 代替空気源を備えた第一段および第二段レギュレータ。 

3. SPG(残圧計) 

4. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 潜水環境に適した露出スーツ。 

6. マスクとフィン。 

7. カッティングデバイス 

8. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

9. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

10. ホイッスルまたはその他の合図装置。 

11. DPVは環境に応じて適切に設定される。 

12. リールには最低7.5メートル／25フィートのライン。 

13. リフトバッグまたは水面マーカーブイで、ダイビング環境に適した揚力と大きさのもの。 

14. コンパス 

4.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. DPVダイビングの動機。 

2. DPV使用の利点。 

3. 機材に関する考慮事項： 

a. DPVのオプション。 
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b. DPVのコンポーネント。 

c. 定格燃焼時間。 

d. お手入れとメンテナンス 

e. DPVリギング。 

4. 問題解決の手順 

a. DPVの故障または不具合。 

b. 牽引。 

c. DPVとのガスシェアリング。 

d. 絡み合い。 

e. 衝突回避。 

f. チーム離脱。 

5. 環境への配慮： 

a. 適切なダイビング・ロケーションと不適切なダイビング・ロケーション。 

b. 適切な環境条件。 

c. 衝撃の少ないDPVの使用。 

6. DPV潜水技術： 

a. DPVによる浮力とトリム。 

b. 方向転換と深度変化を促す 

c. DPV「パーキング」。 

d. DPVの礼儀とマナー。 

7. 潜水計画とガス管理： 

a. 旋回時間、旋回距離、旋回圧力。 

b. ガスミックスとNDLまたは減圧義務。 

4.11 スキル達成条件と修了条件 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 機材チェックと機材のマッチング。 
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3. バブルチェック。 

4. 様々なタイプの流れの中で、特殊な推進テクニックを披露する。 

5. 適切な浮力コントロールを行う。 

6. 正しい姿勢を示す。 

7. 適切なストレス分析（検出と管理）を実証する。 

 

受講生は以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. DPVの適切な使用。 

2. DPVを停止し、ガスシェア浮上 

3. 故障したDPVでの登坂。 

4. チームメンバーと彼の故障したDPV。 

 

このコースの修了条件： 

1. すべてのダイビング要件を安全かつ効率的に実行する。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. ダイビング環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

4. すべてのダイビングを記録する。 

4.12 TDIテクニカルDPVダイバーコースを教える資格を得るには、イン

ストラクターは以下の条件を満たしていなければなりません。 

1. 現役のTDIインストラクターであること。 

2. 25回のDPVテクニカルダイブを記録した証明を提出すること。 * 

* テクニカルダイブ：減圧、追加ボンベ、沈船、洞窟、鉱山などの頭上環境を伴うダイビング。  
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5. サイドマウントダイバー(Sidemount Diver) 

5.1 イントロダクション 

このコースは、認定を受けたダイバーに、従来の背面設置型に代わり、側面設置型のプライマリーシリ

ンダーを安全に使用する方法を教えることを目的としています。このコースは、次の TDI 
コースと組み合わせて指導してもよい:減圧手順、エクステンディッドレンジ、トライミクス、ADトラ

イミクス、ADレック。コースを組み合わせて指導する場合、講習生はそれぞれのスタンダードの前提条

件を満たしていなければならない。 

5.2 修了者に与えられる資格 

本コースを修了した卒業生は、以下の制限を守る限り、直接の監督なしにサイドマウント・ダイビング

の活動に従事することができる。 

1. 必要に応じて、安全停止、減圧停止を行う。 

2. 計画されたダイビングは、ダイバーの現在の認定レベルを超えません。 

5.3 指導できるインストラクター 

このコースは、アクティブステータスのTDI 
サイドマウントダイビングインストラクターが教えることができます。 

5.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーターダイブ 

1. 講師1人につき生徒は最大4人まで。 
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5.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. SDIオープンウォーター・スクーバダイバー、または同等の資格。 

5.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. 3回のオープンウォーターダイブが必要で、最低90分のボトムタイムが必要。 

2. アドバンスド・ナイトロックスをTDIサイドマウントと同時に教える場合、合計4ダイブのみ必要で

、それ以上はインストラクターの判断で行うことができますが、すべてのダイブはダイバーの現在

の認定レベル内の深度で行わなければなりません。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は4時間。 

2. コースは最低2日間以上でなければならない。 

5.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 
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5.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. SDI/TDI サイドマウントマニュアルとナレッジクエストまたはeラーニング。 

2. SDI/TDIサイドマウント・インストラクター・ガイド。 

オプション教材： 

1. TDIサイドマウントキューカード。 

2. TDIサイドマウント評価プレート。 

5.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 二重ボンベ、計画されたダイビングに適した容量、生徒のガス消費量。 

2. 水中圧力計を備えた2つの独立した第1段および第2段レギュレーター。 

3. サイドマウントに適したパワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

4. 潜水環境に適した露出スーツ。 

5. マスクとフィン。 

6. ダイブコンピューターと水深計、タイミング装置。 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、フル装備のサイドマウントダイビング器材

を着用しなければならない。 

5.10 学科アウトライン 

インストラクターは、これらのトピックのプレゼンテーションに役立つと思われる追加のテキストまた

は教材を使用できる。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 異種容積を含むガスマッチング手順。 

2. 独立したボンベを利用したガス管理。 

3. 心理的な注意事項 

4. 機材に関する考慮事項： 

a. シリンダーの選択 
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b. レギュレーターの選択 

c. 浮力補償装置/ハーネスのオプション。 

d. 正しいウエイト調整 

e. 器材コンフィギュレーション  

5. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

6. 問題解決： 

a. ガスシェアリング 

b. ガス出血。 

c. 軽い故障。 

d. 視界の喪失。 

e. 絡み合い。 

f. セルフレスキューだ。 

7. 狭いスペース。 

8. 自然保護。 

9. 入水が難しい。 

10. Sドリル：サイドマウント専用。 

5.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. 陸上訓練は指導者の判断で行うことができる。 

 

ダイビング前のドリル 

1. STARTとは、Sドリル（ガス欠ドリルとバブルチェック）、Team（バディ器材チェック）、Air（
ガス合わせ）、Route（エントリー／エキジットと水中予定経路）、Tables（深度、潜水時間、ウ

ェイポイント、スケジュール）の頭文字をとったものです。 

2. ストレス分析と緩和 
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生徒は、ダイビング中に以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. フロッグ・キック、モディファイド・フロッグ・キック、モディファイド・フラッター・キック、

バック・ワード・キック、ヘリコプター・ターン、環境に応じて手で引っ張るなど、さまざまな推

進テクニックを披露する。 

2. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできること。 

3. ダイビングの潜降、着底、浮上時に適切な姿勢を保つことができる。 

4. 水平トリムと浮力を維持しながら、次のデモンストレーションを実行する能力を示します: 

a. サイドマウント・シリンダーのクリップを外し、取り付ける。 

b. マスクの有無にかかわらず、ガスの切り替えを行う。 

5. 独立したシリンダー内のガスを安全に管理する能力を実証する。 

6. 保存、認識、後方参照の技術を実証する。 

7. リフトバッグを展開する。 

8. 追加のシリンダーを携行する。 

 

このコースの修了条件： 

1. すべての陸上訓練と潜水要件を安全かつ効率的に実行する。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. 環境に対する適切な意識と敬意を維持する。 

4. すべてのダイビングを記録する。 
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6. ナイトロックスダイバー(Nitrox Diver) 

6.1 イントロダクション 

これは、呼吸用ガスとしてエンリッチドエアナイトロックス(EAN)を利用したいと希望するスポーツ(レ
クリエーショナル)ダイバー向けの入門レベル認定コースです。このコースの目的は、酸素22～40%の

ナイトロックスガス利用に関するメリットや危険性、適切な取り扱い方法について教養およびトレーニ

ングすることです。 

6.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は次のことができます: 

1. このコースを修了すると、インストラクターによる直接の監督無しに、EAN22からEAN40の範囲

でのナイトロックスガスを使用したダイビングができます。このトレーニングプログラムは、ダイ

バーが水中で減圧停止を必須とするダイビング、または複数の呼吸ガスやリブリーザーを使用した

ダイビングを行う認定ではありません。 

以下に登録する資格があります： 

1. TDIアドバンスナイトロックスコース。 

2. TDI減圧手順コース。 

3. TDIセミクローズド・リブリーザーコース。 

6.3 指導できるインストラクター 

TDIナイトロックス・インストラクター。 

6.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 
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1. エントリーレベルのナイトロックスは、基本的には情報提供と学科主体のコースであるため、評価

するスキルがないため、ダイビングは特に必要ありません。 

2. ナイトロックスの多くのメリットを体感するために、オプションダイビングにて実際に使用するこ

とを推奨する。もし、ナイトロックスの利用を計画するのであれば、直接的な監督は必要ないが、

その環境が講習生の現在のスキルや認められている最大水深を超えてはならない。  

6.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上、保護者の同意があれば15歳以上。 

2. オープンウォーターダイバー以上の資格を有するか、オープンウォーターダイバーコースを受講中

であること。 

6.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 2回のナイトロックス・ダイブを推奨するが、必須ではない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 授業時間の目安は3時間。 

6.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

5. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

6. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 
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1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

6.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIナイトロックスダイバーマニュアルまたはeラーニングコース。 

オプションの素材： 

1. TDIプラスチックEADテーブル。 

2. TDIナイトロックスパワーポイントを理解する。 

6.9 必須器材 

1. ナイトロックス分析用ボンベ。 

2. ナイトロックスアナライザー。 

6.10 学科アウトライン 

このコースではTDI Understanding Nitrox Manualまたはe-
Learningの使用が必須ですが、インストラクターはこれらのトピックを説明するのに役立つと思われる

テキストや教材を追加で使用しても構いません。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. エンリッチド・エア・ナイトロックス（EAN）の歴史。 

2. 生理学： 

a. 酸素。 

b. 窒素 

3. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

b. 分圧。 

4. 機器の検討： 

a. 酸素含有量40％以下。 

b. 酸素含有量40％以上。 
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5. ダイブテーブル 

a. 等価対気深度（EAD）はデモンストレーションのための概念導入に過ぎない。 

b. EANテーブル。 

c. 反復ダイブでミックスを切り替える。 

6. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素（O₂）統合。 

7. EANの利点と欠点： 

a. エアテーブルやコンピューターで生理学的に有利な空気として使用する。 

b. 無減圧ボトム時間を延長したり、浮上間隔を短くするために使用する。 

c. 酸素毒性の危険性と深度制限。 

d. EAN混合物に関する神話と事実についての議論。 

8. 手続き： 

a. 酸素濃度計の使用と理論 

b. ガス分析とロギング。 

c. MODと酸素含有量を含む、充填所のEAN充填記録への記入と署名方法。 

9. 一般的な混合手順： 

a. 分圧ブレンド。 

b. 連続ブレンド。 

c. 膜分離システム。 

6.11 スキル達成条件と修了条件 

プレダイブ： 

1. TDIテーブルを使用して、EAD計算を利用したナイトロックスダイブを計画する。 

2. 環境条件に応じてPO₂を1.3～1.6の間で計算し、最大動作深度（MOD）までのナイトロックス・ダ

イビングの簡単な潜水計画を文書で作成する。 

3. 酸素濃度計を正しく使用する。 

4. 現地の慣行および/または規制に従って、正しいシリンダー管理とラベリングを実証すること。 
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5. ダイビング前の簡単なブリーフィングを行う（ダイビングがプログラムの一部でない場合は、シミ

ュレーションでもよい）。 

6. ナイトロックス・コンピューターを使用している場合は、適切な酸素濃度を設定する。 

7. 1本以上のナイトロックスシリンダーを分析し記録する:MODと酸素含有量。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIナイトロックスコースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. ナイトロックス混合液の酸素分析について理解を示す。 
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7. アドバンスナイトロックスダイバー 

7.1 イントロダクション 

このコースでは、EAN-
21と100％酸素を使用し、水深40メートルまでの最適な混合を検討する。このコースの目的は、減圧停

止を必要としないダイビングにおいて酸素21～100%のEANを使用することについての利点や危険性、

適切な手順について教養およびトレーニングすることです。インストラクターの裁量で TDI 
減圧手順やイントロテックと組み合わせることができます。 

7.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接監督なしで酸素21%～100%のEANを用いたダ

イビング行うことができます: 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDI減圧手順コース。 

2. TDIエクステンデッドレンジコース。 

7.3 指導できるインストラクター 

TDIアドバンス・ナイトロックス・インストラクター。 

7.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 
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1. インストラクター1名に対し講習生は最大8名。ただし、状況に応じてインストラクターの裁量で最

大定員を減らすことができる。 

7.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上、保護者の同意があれば15歳以上。 

2. TDIナイトロックス・ダイバー以上の資格、または同等の資格。 

3. 25回のオープンウォーターダイブのログを証明するもの。 

4. このコースがTDI減圧手順コースと同時に行われる場合、最低年齢は18歳です。 

7.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4回のダイビングが必要で、最低累積潜水時間は100分。 

2. アドバンス・ナイトロックスを減圧手順*と一緒に教える場合は、合計6ダイブのみ必要で、それ以

上はインストラクターの判断で行うことができ、最大深度は45メートル/150フィートです。 

3. アドバンスド・ナイトロックスを技術入門またはTDIサイドマウント*と同時に教える場合は、合計

4ダイブのみ必要で、それ以上はインストラクターの判断で行うことができますが、すべてのダイブ

はダイバーの現在の認定レベル内の水深で行わなければならず、23メートル/75フィートを超える

ダイブはできません。 

4. アドバンスド・レックコースの2ダイブのみ、必要な総ダイブ数に加算することができます。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

* TDI Intro to TechまたはTDI Sidemount、Advanced Nitrox、Decompression 
Proceduresの3Wayの組み合わせが認められ、最低8ダイブが必要。プログラムを開始する前に、この

組み合わせについて、ADナイトロックスおよび減圧手順ダイバーの前提条件を満たしている必要があり

ます。  
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7.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

7.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Advanced NitroxStudent Manualまたはeラーニングコース。 

オプションの素材： 

1. TDI EAD I PO₂表。 

2. TDI Advanced NitroxPowerPoint Presentation. 

3. TDIアドバンス・ナイトロックス・キューカード。 

4. TDIアドバンスド・ナイトロックス評価スレート。 

7.9 必須器材 

候補生の必須器材は以下の通り： 

1. プライマリー・レギュレーターまたはリダンダント・スクーバ・ユニットに取り付けられた代替の

セカンド・ステージ・オクトパス；最低1.9リットル／13立方フィート。 

2. 水中圧力計。 

3. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

4. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 
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5. ラインカット装置。 

6. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

7. シリンダーとレギュレーターに適切なラベルを貼り、EAN混合液に必要な洗浄を行う。 

8. インストラクターが酸素濃度計を用意する。 

7.10 学科アウトライン 

このコースではTDIアドバンスドナイトロックスマニュアルまたはeラーニングの使用が必須ですが、イ

ンストラクターはこれらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや教材を追加で使用しても構い

ません。  

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

2. 生理学： 

a. 低酸素。 

b. 酸素毒性： 

i. 全身の酸素毒性単位（I's）。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素の吸収と排出。 

e. 二酸化炭素の毒性。 

f. 一酸化炭素中毒。 

3. フォーミュラ・ワーク 

a. ベストミックスの計算。 

b. 混合物計算の最大操作深度（MOD）。 

4. 機器の検討： 

a. 酸素含有量40％未満。 

b. 酸素含有量40％以上。 

5. ダイブテーブル 

a. どのテーブルでも同等の空気深度。 
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b. コンピュータが作成した表。 

6. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素（O₂）統合。 

7. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画。 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

8. 一般的な混合手順（インストラクターが1つの方法を実演する）： 

a. 分圧ブレンド。 

b. 連続ブレンド。 

c. 膜分離システム。 

9. 減圧： 

a. 減圧ガスとしてのエンリッチド・エア・ナイトロックス（EAN）の使用（50/50、80/20な
ど）。 

b. 減圧用の酸素（O₂）。 

c. 複数のガススイッチの利点／欠点。 

7.11 スキル達成条件と修了条件 

最大トレーニング深度は40メートル（130フィート）を超えてはならない。以下のオープンウォーター

スキルは、すべてのオープンウォーターダイブで修了しなければならない： 

陸上ドリル： 

1. ナイトロックス・スキルの復習。 

2. 最適な校正手順を含め、酸素濃度計の正しい使用方法を示す。 

3. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個々のガス消費量による限界 

b. 計画した水深での、実際に使用するミックスガスによる酸素曝露に基づく限界 

c. 計画した水深での、実際に使用するミックスガスによる窒素曝露に基づく限界 
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4. 各ダイブのCNS負荷を計算し、ログに記録する。 

5. 現地の慣行および/または規制に従ったガス表示について理解を示す。 

6. 酸素(O₂)サービスのための機器の準備に関する慣例を遵守することを示す。 

7. 使用する場合は、ナイトロックス・コンピューターに適切な酸素パーセントをプログラムする。 

8. 計画されたダイビングを、決められた範囲内で適切に実施すること。 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。  

 

水中ドリル 

1. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできる浮力コントロール能力を発揮する。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバー

をよく意識すること。 

3. 一次レギュレータからのフリーフローを管理し、シャットダウンサイクルを行い、バックアップレ

ギュレータに切り替える能力を示す。 

4. 中性浮力を保ちながら、適切な安全停止を行う。 

5. 水柱の中で位置を保ちながら、コントロールされた方法でバディと空気を共有する能力を示す。 

6. 正しい体勢を示す。前進するときは水平／流線型など、適切なトリムをとる。 

7. 自分自身とバディとで適切なストレス分析を行う。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIアドバンスナイトロックスコースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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8. 減圧手順ダイバー 

8.1 イントロダクション 

このコースでは、計画段階減圧潜水の理論、方法、手順について学びます。このプログラムは、独立し

たコースとしてデザインされていますが、TDIアドバンスナイトロックス、アドバンスレック、フルケ

ーブコースと組み合わせて教えることもできます。このコースの目的は、ダイバーが最大深度45メート

ル／150フィートを超えない範囲で、段階的減圧潜水を計画し、実施する方法を訓練することである。

このコース内において、最も一般的な器材要件や、器材のセットアップ方法、減圧手順が示されます。

講習生がEANや酸素の使用についての認定を受けている場合は、その認定の範囲内においてデコガスと

して使用してもよい。 

8.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、修了者は次のような条件下で、直接監督なしで減圧ダイビングアクティビティに

参加することができる： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDIアドバンスナイトロックスコース。 

2. TDIエクステンデッドレンジコース。 

3. TDIレック上級コース。 

4. TDIトリミックスコース。 

8.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI減圧手順インストラクターであれば、誰でもこのコースを教えることができる。 

8.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 
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1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター1人につき最大4人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 

8.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. SDIアドバンスド・アドベンチャー・ダイバー、アドバンスド・ダイバー、または同等以上の資格

。 

3. 25回のオープンウォーター・ダイブを記録した証明を提出すること。 

8.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4回のダイビングが必要で、そのうち2回は30メートル以上の深さに潜らなければならない。 

2. アドバンス・ナイトロックスを減圧手順*と同時に教える場合は、合計6ダイブのみ必要です。 

3. アドバンスドレックダイバーコースまたはヘリトロックスダイバーコースのどちらか2ダイブのみ、

必要な総ダイブ数に加算することができます。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

* TDI Intro to TechまたはTDI Sidemount、Advanced Nitrox、Decompression 
Proceduresの3Wayの組み合わせが認められ、最低8ダイブが必要。プログラムを開始する前に、この

組み合わせについて、ADナイトロックスおよび減圧手順ダイバーの前提条件を満たしている必要があり

ます。  
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8.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

8.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI減圧手順の学生マニュアルまたはeラーニングコース。 

オプションの素材： 

1. TDI減圧手順PowerPointプレゼンテーション。 

2. TDIデコ手順キューカード。 

3. TDIデコプロシージャ評価スレート。 

8.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダー（1本または複数本）、計画されたダイビングに適したシリンダー容量、お

よび生徒のガス消費量。 

注：独立・分離型のバックマウント・ダブルの使用は認められている。 

1. 減圧ミックスシリンダー 

a. 潜水可能な圧力計を使用し、計画されたダイビングに適したシリンダー容量と生徒のガス消

費量。 
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b. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

2. 水深計、オートマチックボトムタイマー、ダイブコンピューター。 

3. 各シリンダーには、ファーストステージとセカンドステージのレギュレーターを装備すること。 

4. すべてのプライマリーシリンダーには水中圧力計が必要である。 

5. 機器構成に適した浮力補償装置（BCD）。 

6. ラインカット装置。 

7. 現場の状況に応じて、ジョン・ラインやその他のリギング・ラインを使用する。 

8. リフトバッグ付きアセントリール／水面マーカーブイ： 

9. 計画された最大深度に対して十分。 

10. ダイビング環境に適したリフトとサイズ。 

11. 酸素(O₂)分析器；インストラクターが用意してもよい。 

12. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

13. 水中スレート。 

8.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDI減圧手順マニュアルまたはeラーニングの使用が義務付けられているが、インスト

ラクターは、これらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用してもよい。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 必要な停止と比較した減圧安全停止の概要。 

2. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

3. 生理学： 

a. 気泡形成の力学。 

b. 減圧用高酸素ミックスの利点。 

c. 窒素の吸収と排出。 

d. 二酸化炭素の毒性。 

e. 上昇率／下降率 

f. 熱中症 
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g. 低体温症。 

h. 心理的側面： 

i. タスクローディング。 

ii. ストレスだ。 

iii. パニックだ。 

iv. 時間管理。 

v. 器材 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素。  

5. 機器の検討： 

a. ツインシリンダーまたはシングルシリンダー、バルブオプション。 

b. ステージシリンダーのオプション。 

c. レギュレーターのオプション。 

d. ハーネス/BCDオプション。 

e. コンピュータ、時計、ボトムタイマーの選択 

f. 上昇リールとナビゲーションリール。 

g. ドリフトや自由減圧のためのリフトバッグ／水面マーカーブイ。 

h. ジョンラインかガービンのクリップ。 

i. 潜水段階と減圧中の適切な加重と浮力コントロール。 

6. ダイブテーブルとコンピューターの比較： 

a. さまざまなモデル（Bühlmann、DCIEM、米海軍など）の紹介とレビュー。 

b. ダイブプランニングと減圧のための電子マルチレベル・ダイブコンピューターの正しい使用

法： 

i. ミックスは調整可能。 

ii. 酸素（O₂）統合。 

7. ダイブプランモード： 

a. 標準操作： 
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i. ガスが必要。 

ii. 酸素限界 

iii. 窒素の制限。 

b. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. DCS(減圧症) 

iii. 機器の故障。 

8. 手続き： 

a. プライマリーと減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備。 

iii. 分析と記録。 

iv. 減圧供給レギュレーターのセーフガード。 

v. 減圧器材のリギングと使用 

b. 降臨： 

i. エントリー方法、ダウンライン、フリーディセント、 

ii. ダイバーが携行する器材の整理。 

c. 上昇する： 

i. 変動金利。 

ii. トリムと補正。 

d. 固定またはドリフト減圧法： 

i. アップラインはボトムに固定。 

ii. リール、リフトバッグ、水面マーカーブイ。 

iii. 無料のドリフトステージまたはボートを提供。 

iv. 自給式ガスボンベと地上供給/ランデブー式ガスボンベの比較。 

e. サポートする： 

i. 海岸から 

ii. 降下ラインまたは固定プラットフォームから。 
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iii. ライブアボードボートから。 

8.11 スキル達成条件と修了条件 

以下のオープンウォータースキルは、オープンウォーターダイブ中に修了しなければならない： 

1. 以前のTDIのスキル要件からスキルを見直す。 

 

陸上ドリル： 

1. ソフト・オーバーヘッド環境に適した機器の選択と準備。 

2. チームワークを重視した訓練、バディチェック、リフトバッグ配備を行う。 

3. ガスの切り替え手順について、チーム指向の訓練、バディチェックを実施する。 

4. バディチームのガスマッチング。 

5. 基本的なハンドシグナルに精通していることを示す。 

6. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 

b. 正確なダイビングと減圧プロファイル 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。  

 

水中ドリル 

1. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできる浮力コントロール能力を発揮する。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバー

をよく意識すること。 

3. 減圧用ボンベ1本を持ち、水面や水深を快適に泳げることを示す。 
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4. 水柱内の位置を保ちながら、減圧シリンダーを1本ずつ落下させ、回収する能力を示す。 

5. 単独で、あるいはチームの一員として、リフトバッグを展開する能力を示す。 

6. リフトバッグ／緊急用アセントライン（ロストアセントライン）を使って、コントロール／段階的

アセントを実演する。 

7. マスクの取り外しと交換（バックアップマスクの配備）。 

8. マニホールドまたはファーストステージ、SPG、プライマリーレギュレーターからのガス流出に対

する適切な反応を示すこと。 

9. BCDインフレーターの故障に対応する。LPホースを外し、ガスを捨て、BCD/ウイングを中性浮力

まで口で膨らませる。 

10. バディやチームメンバーと共に、深度でのガス・スイッチの確認ができることを示す。 

11. バディが減圧ガスを少なくとも1分間呼吸する。 

12. 模擬減圧レギュレーターを使用し、適切な反応を示す。 

13. 減圧緊急時に、減圧スケジュールを適切に変更する（時間的、深度的に）（シミュレーション予定

）。 

14. 水深と水面で、それぞれ30メートル／100フィートの横方向で、疲れたダイバーの曳航を実演する

。 

15. 水深15メートル（45フィート）で水平に息継ぎをしながら泳ぐ。 

16. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

a. ダイバーが携行する器材の組み立て： 

b. 適切な降下／上昇率。 

c. 適切な段階的停止手順。 

d. 減圧状態機器の監視（テーブル、コンピューター、機器）。 

17. インストラクターが適切と判断した不測の事態と問題解決： 

a. 減圧停止違反 

b. 減圧を増やし、スケジュールを再計算して、ボトムの時間プロファイルを拡張。 

c. リフトバッグとリールの展開に失敗。 

d. アップラインを外したか、ボートアンカーを外したか。 

e. 減圧ガスの喪失。 

18. すべての無減圧潜水では、少なくとも3分間の安全停止を実施し、また、義務付けられている場合は

いつでも、どこでも、適切な段階的減圧停止を実施しなければならない。 
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19. 30メートル／100フィートを超えない定常深度での緊急ガス共有のデモンストレーション（模擬）

。 

20. 水深30メートルを超えない深度で、ボトムミックスを含むバックアップレギュレーターまたはベイ

ルアウト・スクーバシステムを緊急展開することを実演すること。 

21. 以下の内容を含めた、ボトムミックス、デコミックス、トラベルミックス(使用する場合)の適切な

配置と管理、使用をデモンストレーション 

a. 保守的なガス管理。 

b. ミックスのために深すぎる降下を避けるための深度コントロール。 

c. インストラクターからの指示や合図に適切かつタイムリーに反応し、ダイビングを通して浮

力のコントロールと意識を示すこと。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDI減圧手順コースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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9. エクステンディッドレンジダイバー(Extended 
Range Diver) 

9.1 イントロダクション 

このコースでは、段階的減圧を必要とする最大55メートル（180フィート）までのダイビングで、減圧

中にナイトロックス混合液または酸素を使用し、空気を適切に利用するために必要なトレーニングと経

験を提供します。このコースの目的は、段階的減圧のためにナイトロックス混合液または酸素を使用し

、最大55メートル/180フィートまでのディープ・エア・ダイビングの適切な技術、必要な器材、危険に

ついてダイバーを訓練することである。 

9.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、修了者は次のような条件下で、直接監督なしで減圧ダイビングアクティビティに

参加することができる： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDIレック上級コース。 

2. TDIトリミックスコース。 

3. TDIアドバンス・トリミックスコース。 

9.3 指導できるインストラクター 

このコースは、アクティブステータスのTDI 
エクステンディッドレンジインストラクターが教えることができます。 

9.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 48 of 264 

 

 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター1人につき最大4人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 

9.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIアドバンスド・ナイトロックス・ダイバー、TDI減圧プロシージャー・ダイバー、または同等の

資格を有すること。 

3. 最低100本のログダイブの証明を提出し、そのうち25本は水深30メートル以上であること。 

9.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 合計ボトムタイムが100分以上となる4回のダイビング 

2. すべてのダイブは水深30メートル以上、うち2ダイブは水深40メートル以上でなければならない。 

3. インストラクターの判断により、アドバンスド・レック・コースの最大2ダイブが必要ダイブ数に加

算される場合があります。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は8時間です。 

9.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 
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4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

9.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Extended Range/Trimix Diverマニュアルまたはeラーニングコース。 

オプションの素材： 

1. TDI Extended Range/Trimix PowerPoint。 

2. ブレット・ギリアム著『ディープ・ダイビング；生理学、手順、システムに関する上級ガイド』改

訂第2版1995年。 

3. TDI拡張キューカード。 

4. TDI拡張レンジ評価スレート。 

9.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. ボトムミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. デュアルアウトレットバルブ、ダブルマニホールド、または独立したダブル。 

c. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

2. トラベルミックスシリンダーを使用する場合 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

3. 減圧ミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 
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4. レギュレーター（複数可）： 

a. すべてのボトムミックスシリンダーにプライマリーおよびプライマリーリダンダントレギュ

レーターが必要。 

b. すべてのプライマリ／ボトムミックスシリンダには水中圧力計が必要です。 

c. 必要であれば、深部での空気共有を容易にするため、非常用のロングホース第2ステージを

指定し、適切に装備すべきである。 

5. 機器構成に適した浮力補償装置（BCD）。 

6. 冗長な深度とタイミング装置。 

7. 空気減圧式コンピュータは、水深計や計時装置として使用することができる。 

8. 現場の状況に応じて必要な場合は、冗長ライトシステム。 

9. 現場の状況に応じて、ジョン・ラインやその他のリギング・ラインを使用する。 

10. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール： 

a. 計画された最大深度に対して十分。 

b. ダイビング環境に適した浮力とサイズのリフトバッグ/SMB 

11. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

12. 2つのラインカット装置。 

13. 水中スレート（減圧／コンティンジェンシーテーブル用）。 

9.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDI Extended RangeManualまたはe-
Learningの使用が義務付けられていますが、インストラクターは、これらのトピックの提示に役立つと

思われるテキストや資料を追加で使用しても構いません。  

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. ディープ・エア・ダイビングの歴史。 

2. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

b. 潜水計画問題を解くための公式、最大動作深度（MOD）、ベストミックスなど。 

3. 生理学： 

a. 低酸素。 
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b. 酸素毒性： 

i. 全身（OTUs）。 

ii. 中枢神経系。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素の吸収と排出。 

e. 二酸化炭素の毒性（CO₂）。 

f. 一酸化炭素（CO）。 

g. 熱中症 

h. 低体温症。 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素。 

5. 機器の検討： 

a. ツインシリンダーまたはシングルシリンダーのオプション。 

b. ステージシリンダーのオプション。 

c. レギュレーターのオプション。 

d. ハーネス/BCDオプション。 

e. コンピューター/水深計/ボトムタイマーのオプション。 

f. 上昇リールとナビゲーションリール。 

g. ドリフトや自由減圧のためのリフトバッグ／水面マーカーブイ。 

h. ライト 

i. 冗長なマスクとナイフ。 

j. ジョンラインかガービンのクリップ。 

6. ダイブテーブル 

a. さまざまなモデルの紹介とレビュー（Bühlmann、DCIEM、米海軍推奨）。 

b. コンピュータで作成した表の紹介。 

7. ダイブプランモード： 
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a. 作戦計画： 

i. サポートする。 

ii. チーム 

b. チーム・プランニング： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素限界 

iii. 窒素の制限。 

c. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 酸素中毒 

iii. 減圧症 

iv. 一般的なことだ。 

8. 手続き： 

a. ボトム、トラベル、減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備 

iii. 分析と記録。 

b. 降臨： 

i. エントリー、ダウンライン、フリー滑降の方法。 

ii. ナルコーシスを認識する。 

iii. 呼吸。 

iv. ダイバーが携行する器材の整理。 

c. 上昇する： 

i. 変動金利。 

ii. トリムと補正。 

iii. サポートする。 

d. ナビゲーション 

i. 海岸から 
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ii. 下り線から。 

iii. ライブ・ア・ボード船から。 

9.11 スキル達成条件と修了条件 

以下のオープンウォータースキルは、オープンウォーターダイブ中に修了しなければならない： 

注：このコースの最大深度は55メートルである。 

1. 以前のTDIのスキル要件からスキルを見直す。 

 

陸上ドリル： 

1. 基本および中級のハンドシグナルに精通していることを示す。 

2. 長い減圧義務を伴うソフト・オーバーヘッド環境に適した機材の選択と準備。 

3. リフトバッグの展開とガスの切り替え手順について、チーム指向の訓練を実施する。 

4. バディ・レスキューの訓練 

5. 有毒ダイバー／無意識ダイバーの上昇ドリル。 

6. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

7. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 

b. 実際の混合物の計画深度における酸素暴露に基づく限界値。 

c. 実際の混合物の計画された深さにおける窒素吸収量に基づく限界値。 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

3. バディチームのガスマッチング。 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 
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水中ドリル 

1. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできる浮力コントロール能力を発揮する。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバー

をよく意識すること。 

3. 水柱の位置を維持しながら、2デコガスまたは1デコとエクストラボトムガスの2ステージシリンダ

ーを管理する能力を証明する。 

4. バディやチームメンバーと共に、深度でのガス・スイッチの確認能力を示す。 

5. 深度からのリフトバッグの展開と、バックアップ浮力装置としてのバッグの使用を実演する。 

6. バディ・チームの一人がマスクなしの状態で、ドナーとしてもレシーバーとしても、深度からのエ

ア・シェアリング上昇を実演する。 

7. 減圧ガス喪失のシミュレーション後、不測の事態に備えた減圧スケジュールを作成する。 

8. マスクの脱着、バックアップマスクの展開。 

9. 水深30メートルと水面で、疲労したダイバー・トウのデモンストレーションを行う。 

10. マスクを外すかブラックアウトした状態で、水深15メートル（50フィート）で水平に息止めして泳

ぐ。 

11. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

12. 不調なレギュレーターをスイッチし分離する適切な手順をデモンストレーションこのスキルは水深4
0メートル以下で行う。 

13. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 

14. 2ダイブ中、アセントリールとリフトバッグを使った上昇を実演し、段階的減圧を行う。 

15. ダイビングのうち1回は、水深9メートルの地点で、意識不明の模擬ダイバーをアセントラインまで

曳航し、緊急レスキューアセントのテクニックをシミュレートする。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDI Extended Range Courseの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. 潜水計画とその実行に関し、慎重かつ的確な判断力があることを示す 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 55 of 264 

 

 

10. ヘリトロックスダイバー(Helitrox Diver) 

10.1 イントロダクション 

ヘリトロックス・コースでは、ヘリウムを混合呼吸器に使用した計画段階減圧潜水の理論、方法、手順

について学びます。このプログラムは独立したコースとしてデザインされていますが、インストラクタ

ーの判断でTDIアドバンスナイトロックスと組み合わせて教えることもできます。このコースの目的は

、ダイバーが最大深度45メートル／150フィートを超えない範囲で、段階的減圧潜水を計画し、実施す

る方法を訓練することである。このコース内において、最も一般的な器材要件や、器材のセットアップ

方法、減圧手順が示されます。講習生は、ガスミックスが現在の認定レベル内であれば、He含有量が35
％以下のナイトロックスとヘリウムミックス、およびデコダイビング用に最大100％の酸素を利用でき

ます。35％を超えるヘリウム（+/- 5％）または21％未満の酸素（+/- 
1％）を含む呼吸ガスミックスは許可されていません。 

10.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしで減圧を要するダイビングを行う

ことができ、次の条件が満たされる限り、ヘリウムおよび/またはナイトロックスミックスを利用できま

す。： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

4. 混合呼吸器は、ヘリウムが35％（±5％）以下、酸素が21％（±1％）以下であり、現在のダイビン

グ認定レベルの範囲内であること。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDIエクステンデッドレンジコース。 

2. TDIトリミックス 

10.3 指導できるインストラクター 

TDIヘリトロックス本部研修部の承認を受けたTDIヘリトロックス現役インストラクター。 
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10.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター1名につき、最大4名まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクタ

ーの裁量による。 

10.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. SDIアドバンス・ダイバー（ディープ・スペシャリティ）またはTDIイントロ・トゥー・テック、

または同等の資格を有すること。 

3. TDI 
ADナイトロックスダイバーまたはそれらと同等の資格を保有TDIヘリトロックスコースとアドバン

スナイトロックスコースを同時に受講することができます。 

4. ダイブログ50回以上 

10.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 4回のダイビングが必要で、そのうち2回は30メートル以上の深さに潜らなければならない。 

2. アドバンス・ナイトロックスをヘリトロックスと一緒に教える場合は、最低6ダイブが必要です。 

3. 減圧手順ダイバーコースからは、ダイブログ2回分のみを必要ダイブ数にカウントしてもよい。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 
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1. 座学とブリーフィングの最低6時間が必要。 

10.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

10.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI減圧手順の学生マニュアルまたはeラーニング。 

2. TDI Extended Range/Trimix生徒用マニュアルまたはeラーニング。 

オプションの素材： 

1. 対応するTDIパワーポイントプレゼンテーション。 

2. TDIアドバンスドリミックスマニュアル 

3. TDIヘリトロックス・キューカード 。 

4. TDIヘリトロックス評価スレート。 

10.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダー(1本または複数本); 
計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 
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2. 減圧ミックスシリンダー 

3. 潜水可能な圧力計を使用し、計画されたダイビングに適したシリンダー容量と生徒のガス消費量。 

4. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

5. 水深計、オートマチックボトムタイマー、Iまたはダイブコンピューター。 

6. レギュレーター（複数可）。 

7. すべてのプライマリシリンダにプライマリステージとオルタネートセカンドステージが必要。 

8. すべてのプライマリーシリンダーには水中圧力計が必要である。 

9. 装備構成に適した浮力補償装置（BCD 

10. ラインカット装置。 

11. 現場の状況に応じて、ジョン・ラインやその他のリギング・ラインを使用する。 

12. リフトバッグ付きアセントリール／水面マーカーブイ。 

13. 最大計画深度に対して適切。 

14. リフトバッグまたは水面マーカーブイで、ダイビング環境に適した揚力と大きさのもの。 

15. 酸素濃度計、ヘリウム濃度計。 

16. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

17. 水中スレート。 

10.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDI Decompression ProceduresとExtended Range/Trimixのマニュアルまたはe-
Learningの使用が必須であるが、インストラクターはこれらのトピックの提示に役立つと思われるテキ

ストや教材を追加で使用してもよい。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 減圧「安全停止」の概要と、必要な停止との比較。 

2. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

3. 生理学： 

a. 気泡形成の力学。 

b. 減圧用高酸素ミックスの利点。 

c. ボトムガス用ヘリウムミックスの利点。 
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d. 低酸素。 

e. 酸素毒性： 

i. 全身（OTUs）。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

f. 窒素中毒。 

g. 窒素とヘリウムの吸収と排出。 

h. 二酸化炭素の毒性。 

i. 一酸化炭素中毒。 

j. ヘリウムだ： 

i. HPNSだ。 

ii. 呼吸への影響。 

iii. 絶縁体としての効果。 

k. カウンター拡散。 

l. 熱中症 

m. 低体温症。 

n. 上昇率／下降率 

o. 心理的側面。 

i. タスクローディング。 

ii. ストレスだ。 

iii. パニックだ。 

iv. 時間管理。 

v. 器材 

4. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. 酸素。 

5. 機器の検討： 

a. ツインシリンダーまたはシングルシリンダー、バルブオプション。 
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b. ステージシリンダーのオプション。 

c. レギュレーターのオプション。 

d. ハーネス/BCDオプション。 

e. コンピュータ、水深計、ボトムタイマーのオプション。 

f. 上昇リールとナビゲーションリール。 

g. ドリフトや自由減圧のためのリフトバッグ／水面マーカーブイ。 

h. ジョンラインかガービンのクリップ。 

i. 潜水段階と減圧中の適切な加重と浮力コントロール。 

6. ダイブテーブルとコンピューターの比較： 

a. さまざまなモデル（Bühlmann、DCIEM、米海軍など）の紹介とレビュー。 

b. ダイブプランニングと減圧のための電子マルチレベル・ダイブコンピューターの正しい使用

法。 

i. ミックスは調整可能。 

ii. 0₂統合された。 

7. ダイブプランモード： 

a. 標準的な操作： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

iv. ヘリウムの限界。 

b. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 減圧症 

iii. 機器の故障。 

8. 手続き： 

a. 一次ガスと減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備。 

iii. 分析と記録。 
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iv. 減圧供給レギュレーターのセーフガード。 

v. 減圧装置の艤装と展開。 

b. 降臨： 

i. エントリー方法、ダウンライン、フリーディセント。 

ii. ダイバーが携行する器材の整理。 

c. 上昇する： 

i. 変動金利。 

ii. トリムと補正。 

d. 固定またはドリフト減圧法： 

i. アップラインはボトムに固定。 

ii. リール、リフトバッグ、水面マーカーブイ。 

iii. 無料のドリフトステージまたはボートを提供。 

iv. 自給式ガスボンベと地上供給/ランデブー式ガスボンベの比較。 

e. サポートする： 

i. 海岸から 

ii. 降下ラインまたは固定プラットフォームから。 

iii. ライブアボードボートから。 

10.11 スキル達成条件と修了条件 

以下のオープンウォータースキルは、オープンウォーターダイブ中に修了しなければならない： 

1. 以前のTDIのスキル要件からスキルを見直す。 

 

陸上ドリル： 

1. ソフト・オーバーヘッド環境に適した機器の選択と準備。 

2. リフトバッグ展開のためのチーム指向の訓練（バディチェック）を実施する。 

3. ガス切り替え手順について、チーム指向の訓練（バディチェック）を実施する。 

4. バディチームのガスマッチング。 

5. 基本的なハンドシグナルに精通していることを示す。 
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6. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 

b. 正確なダイビングと減圧プロファイル 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリルとバブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジットと水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 

 

水中ドリル 

1. 浮力コントロール（手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングする能力）を実証する。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバー

をよく意識すること。 

3. 減圧ボトル1本を持って、水面や水深を快適に泳ぐことができる。 

4. 水柱内の位置を保ちながら、減圧シリンダーを1本ずつ落下させ、回収する能力を示す。 

5. 単独で、あるいはチームの一員として、リフトバッグを展開する能力を示す。 

6. リフトバッグ／緊急用アセントライン（ロストアセントライン）を使って、コントロール／段階的

アセントを実演する。 

7. マスクの取り外しと交換（バックアップマスクの配備）。 

8. マニホールドまたはファーストステージ、SPG、プライマリーレギュレーターからのガス流出に対

する適切な反応を示すこと。 

9. BCDインフレーターの故障に対応する（LPホースを外し、ガスを捨て、BCD/ウイングを中性浮力

まで口で膨らませる）。 

10. バディやチームメンバーと共に、深度でのガス・スイッチの確認ができることを示す。 

11. バディがデコガスを少なくとも1分間呼吸する。 

12. 模擬的なフリーフロー式デコ・レギュレーターに対する適切な反応を示す。 

13. 減圧緊急時に、減圧スケジュールを適切に変更する（時間的、深度的に）（シミュレーション予定

）。 
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14. 水深と水面（それぞれ横30メートル/90フィート）で疲労したダイバーの曳航を実演する。 

15. 深度15メートル（45フィート）の水平息止め泳ぎを完了する。 

16. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること： 

a. ダイバーが携行する器材の組み立て。 

b. 適切な降下／上昇率。 

c. 適切な段階的停止手順。 

d. 減圧状態機器（テーブル、コンピュータ、機器）の監視. 

17. 不測の事態と問題解決（インストラクターの判断による：） 

a. 減圧停止違反 

b. 減圧を増やし、スケジュールを再計算して、ボトムタイムプロファイルを延長した。 

c. リフトバッグとリールの展開に失敗。 

d. アップラインを外したか、ボートアンカーを外したか。 

e. 減圧ガスの喪失。 

18. すべての無減圧潜水では、少なくとも3分間の安全停止を実施し、また、義務付けられている場合は

いつでも、どこでも、適切な段階的減圧停止を実施しなければならない。 

19. 30メートル／100フィートを超えない定常深度での緊急ガス共有のデモンストレーション（模擬）

。 

20. 水深30メートルを超えない深度で、ボトムミックスを含むバックアップレギュレーターまたはベイ

ルアウト・スクーバシステムを緊急展開することを実演すること。 

21. 以下の内容を含めた、ボトムミックス、デコミックス、トラベルミックス(使用する場合)の適切な

配置と管理、使用をデモンストレーション 

a. 保守的なガス管理。 

b. ミックスのために深すぎる降下を避けるための深度コントロール。 

c. インストラクターからの指示や合図に適切かつタイムリーに反応し、ダイビングを通して浮

力のコントロールと意識を示すこと。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDI減圧手順コースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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11. アドバンスドレックダイバー(Advanced Wreck 
Diver) 

11.1 イントロダクション 

このコースは、ADレックダイビングを適切に行うためのトレーニングと経験を提供しています。このプ

ログラムではペネトレーション(内部侵入)スキルやテクニックを含みます。水深は、ダイバーが訓練を

受け、能力を有するレベルを超えてはならないが、このプログラムにおける最大水深は、いかなる場合

も55メートル（180フィート）を超えてはならない。このコースの目的は、レックダイビングの適切な

テクニック、設備要件、危険性についてダイバーをトレーニングすることです。 

11.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、修了者は次のような条件下で、直接監督なしでレックダイビングアクティビティ

にさんかすることができる： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

11.3 指導できるインストラクター 

TDIアドバンスド・レック・ダイビング・インストラクターであれば、誰でもこのコースを教えること

ができます。 

11.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 
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2. インストラクター1人につき最大4人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 

11.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. SDIアドバンスド・ダイバー、または同等の資格を有すること。 

3. 最低50本のログダイブの証明を提出すること。 

4. SDI沈船ダイバーまたはTDI洞窟ダイバー、または同等の資格を有すること。 

11.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. ペネトレーション/オーバーヘッド6ダイブ以上で合計時間100分以上が必要 

2. TDIアドバンスドレックコースの2ダイブのみが、TDIアドバンスドナイトロックス、減圧プロシー

ジャー、エクステンデッドレンジ、またはエントリーレベルトリミックスに必要な総ダイブ数に加

算されます。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は8時間です。 

11.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 
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コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

11.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIアドバンスレックダイビングダイバーマニュアル 

オプションの素材： 

1. TDIアドバンスド・レック・キューカード 

2. TDI アドバンスド・レック・エバリュエーション・スレート  

11.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダー 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. デュアルバルブ、ダブルマニホールドまたは独立ダブル。 

c. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

2. 現地の慣行および/または規制に従ってラベル付けされた、現場の状況に応じて必要な旅行用または

減圧用ボンベ。 

3. レギュレーター 

a. すべてのプライマリーブリージングシリンダーにプライマリーおよびプライマリーリダンダ

ントが必要。 

b. すべてのプライマリーシリンダーには水中圧力計が必要です。 

c. 必要であれば、深部での空気共有を容易にするため、非常用のロングホース第2ステージを

指定し、適切に装備すべきである。 

4. 外洋環境に適した浮力補償装置（BCD）。 

5. プライマリとバックアップの水深計と時計 

6. 深度やタイミングを計るための装置として、空気または多気体の減圧コンピュータの使用が許可さ

れている。 
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7. ライトシステム： 

a. プライマリー 

b. バックアップ 

8. アセント・リールにリフト・バッグ／サーフェス・マーカー・ブイまたはアップ・ラインを装着。 

a. 予定された最大深度に対して十分。 

b. ダイビング環境に適したリフトとサイズ。 

9. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

10. 2つのラインカット装置。 

11. 水中スレート。 

12. リール： 

a. 一次貫通リール。 

b. 安全リール。 

13. 講師が要求するオプション 

a. 水中用ダイブテーブル。 

b. レギュレーター付きベイルアウトシリンダー。 

c. ジョン・ライン 

d. コンパス、水上信号装置（照明弾、ストロボなど）. 

11.10 学科アウトライン 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. ガイドライン使用。 

2. ガイドラインに従う。 

3. 緊急時の手続き 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない。インストラクターは、これらのトピックのプ

レゼンテーションに役立つと思われる追加のテキストまたは教材を使用できる。 

1. 機器の検討： 

a. 冗長なスキューバ。 

b. ライト 
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c. リール。 

d. ツール。 

2. 手続き： 

a. プレダイブ。 

b. プレ浸透。 

c. 浸透している。 

d. 難破船から出る。 

3. 沈船ダイビングと頭上環境の危険性： 

a. 見当識障害。 

b. 視界が悪くなる。 

c. 囮捜査。 

d. 絡み合い。 

e. 環境。 

f. ガス供給の喪失。 

g. ライントラップ。 

h. 別々のバディチーム。 

4. 貫通ライン： 

a. 種類だ。 

b. 正しい使い方 

5. リサーチとロケ： 

a. 現地の規制 

b. 情報源 

c. ツール。 

d. 測量。 

6. コンティンジェンシープランニング： 

a. 商工会議所の所在地 

b. コミュニケーション 

c. 緊急ガス。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 69 of 264 

 

 

11.11 スキル達成条件と修了条件 

講習生は下記の水中スキルをレックダイブ中に完了しなければならない。全てのダイビングの最大水深

は、講習生が認められている範囲内であること。 

陸上ドリル： 

1. ガイドラインの適切な展開。 

2. ガイドラインに沿った適切な技術。 

3. ロスト・ラインの手順では、安全スプール／リールを使用すること。 

4. ロストバディプロシージャでは、セーフティスプール／リールを使用すること。 

5. タッチコンタクトコミュニケーションの適切なテクニック。 

6. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

7. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 

b. 実際の混合物の計画深度における酸素暴露に基づく限界値。 

c. 実際の混合物の計画された深さにおける窒素吸収量に基づく限界値。 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 

 

水中ドリル 

1. 頭上環境に特化した推進技術を実演する。 

2. 目の前の環境や状況に注意を払いながら、ガイドラインを展開する。 

3. ロストラインとロストバディドリルを実演する。 

4. ガイドラインに従い、目を開け、目を閉じるか、マスクを黒くする。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 70 of 264 

 

 

5. ガイドラインをたどり、目を開けた状態や閉じた状態またはマスクをブラックアウトカバーで覆っ

て、閉鎖空間から脱出しながらチームメンバーとエアシェアする  

6. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

7. チームメンバーと軽快な手さばきでコミュニケーションを図る。 

8. チームメンバーと触れ合う。 

9. プライマリライトの故障とバックアップライトの配備をシミュレートする。 

10. 難破船の外側で、デコ／コンティンジェンシー・ガスを演出するための正しいテクニックを実演す

る。 

11. 故障したレギュレーターを隔離し、切り替えるための適切な手順を実演する。 

12. 緊急登攀ラインとして深度からリフトバッグを展開する能力を示す。 

13. 代替浮力装置として、水深からリフトバッグを展開する能力を示す。 

14. 6メートル/20フィート以下で停止した状態から、マーカーを展開しながらブルーウォーター緊急上

昇のシミュレーションを行う。 

15. 沈没船の基本的な配置と、沈没船を航行する際の特別な注意事項を理解する。 

16. 深刻な減圧症(DCS)の徴候を示すダイバーに水面で対処し、緊急避難のシミュレーションを行う。 

17. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

18. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 

19. 長いホースを使い、制限を通した空気分配を実演する。 

20. 減圧のためのリフトバッグ／水面マーカーブイまたはアップラインの展開。 

21. シルトアウトの手順 

注：必要なエア・シェアリング・スキルがCCRで完了した場合、インストラクターの判断により、

生徒はこれらのスキルを完了するために、自身のオフボード・ベイルアウトを使用することができ

る。ブラックアウトマスクを使用するCCRのダイバーは、常にループPO2をモニターできなければ

ならない。このコースをCCRで実施する場合の追加要件については、本基準のセクション2.7を参

照のこと。 

 

 

このコースの修了条件： 

1. 安全かつ効率的に、すべてのフィールド演習とオープンウォーターの要件を完了する。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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3. TDI Advanced Wreck Courseの筆記試験を合格すること。 
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12. トライミックスダイバー (Trimix Diver) 

12.1 イントロダクション 

TDIトリミックスコースは、段階的減圧を必要とするダイビングにおいて、ヘリウムを含む呼吸ガスを

能力的に安全に使用するために必要なトレーニングを提供します。このコースの目的は、呼吸用ガスと

してカスタム酸素/ヘリウム/窒素混合ガスを使用する際の利点、危険性、適切な手順についてダイバー

を訓練することである。混合ガスは、18％以下の酸素（O₂）、最低25％のヘリウム（He）を含んでは

ならない。 

12.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了生は直接の監督なしにカスタムトライミックスミックスを利用したテク

ニカルダイビングアクティビティに参加できます: 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

4. 酸素（O₂）の割合は18％以上。 

12.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIトライミックスインストラクターであれば、誰でもこのコースを教えることができます。 

12.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター1人につき最大4人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 
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12.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIアドバンスドナイトロックスダイバー、TDI減圧プロシージャーダイバー、または同等以上の資

格。 

3. 最低100本のログダイブの証明を提出すること。 

12.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. トリミックスをボトムガスとして使用する減圧潜水は4回、最低100分の累積ボトムタイムが必要。 

2. ダイブのうち2本は40メートル以上の深度を潜ること。 

3. 、アドバンスド・レックコースとトライミックスコースを同時に受講し、トライミックスを使用し

てダイブした場合、インストラクターの判断により、アドバンスド・レックコースの最大2ダイブを

必要ダイブ数に加算することができます。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は8時間です。 

12.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 
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1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

12.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Extended Range/TrimixDiverマニュアルまたはeラーニング。 

オプションの素材： 

1. TDI Extended Range/TrimixPowerPoint。 

2. TDIトリミックスキューカード。 

3. TDIトリミックス評価スレート。 

12.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. ボトムミックスシリンダー 

a. ボトムミックスで計画された減圧をすべて完了するのに適切なシリンダー容積。 

b. デュアルアウトレットバルブ、ダブルマニホールドまたは独立ダブル。 

c. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

2. 減圧ミックスシリンダー 

a. シリンダー容量は、計画減圧に必要なガスの1.5倍以上でなければならない。 

b. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

3. スーツ用空気入れ。ドライスーツ・ダイバーにのみ必要。 

4. レギュレーター 

a. すべてのボトムミックスシリンダにプライマリおよびプライマリリダンダントが必要。 

b. 水中圧力計は、すべてのプライマリー／ボトムミックスシリンダーに必要である。 

c. 必要であれば、深部での空気共有を容易にするため、非常用のロングホース第2ステージを

指定し、適切に装備すべきである。 

d. 必要な3つのレギュレータは、すべてDINまたはすべてヨークにすることを強く推奨する。 

5. 機器構成に適した浮力補償装置（BCD）。 

6. 冗長な深度とタイミング装置。 
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7. 空気減圧式コンピューターは、ゲージモードがあれば、水深計やタイミング計として使用すること

ができる。 

8. 現場が必要とする場合、冗長ライトシステム。 

9. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール： 

a. 計画された最大深度に対して十分。 

b. ダイビング環境に適したリフトとサイズ。 

10. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

11. ラインカット装置。 

12. 水中スレート、（減圧／コンティンジェンシー・テーブル用。 

13. ヘリウムアナライザーを推奨。 

12.10 学科アウトライン 

このコースではTDI Extended Range/Trimix Manualまたはe-
Learningの使用が義務付けられていますが、インストラクターはこれらのトピックの提示に役立つと思

われるテキストや教材を追加で使用しても構いません。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

2. 生理学： 

a. 低酸素。 

b. 酸素（O₂）毒性： 

i. 全身（OTU's）。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素とヘリウムの吸収と排出。 

e. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

f. 一酸化炭素（CO）の毒性。 

g. ヘリウム 

i. HPNSだ。 
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ii. 呼吸への影響。 

iii. 絶縁体としての効果。 

h. 逆拡散。 

i. 熱中症 

j. 低体温症。 

3. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. ヘリウム 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. ステージシリンダーのオプション。 

c. スーツを膨らませるオプション。 

d. レギュレーターのオプション。 

e. ハーネス/BCDオプション。 

f. コンピューター/水深計/ボトムタイマーのオプション。 

g. 上昇リールとナビゲーションリール。 

h. リフトバッグ／水面マーカーブイ。 

i. ライト 

j. 冗長なマスクとナイフ。 

k. ジョン・ライン 

5. ダイブテーブル 

a. コンピュータが作成した表。 

b. DCIEM Heliox Tables またはその他の公表されている表。 

6. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. サポートする。 

ii. チーム 
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b. チーム・プランニング： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 不活性ガスの制限。 

c. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 酸素中毒 

iii. 分析と記録。 

iv. 一般的なことだ。 

7. 手続き： 

a. ボトム、トラベル、減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備。 

iii. 分析と記録。 

12.11 スキル達成条件と修了条件 

講習生は、次のオープンウォータースキルは、海洋実習中に完了しなければなりません:すべてのダイビ

ングは、30メートル／100フィートから60メートル／200フィートの間で行うことが推奨されている。

ガスミックスは、酸素（O₂）が18％未満であってはならない： 

1. 以前のTDIのスキル要件からスキルを見直す。 

 

陸上ドリル： 

1. 基本および中級のハンドシグナルに精通していることを示す。 

2. 長い減圧義務のあるソフト・オーバーヘッド環境に適した器材を選択し、準備する。 

3. リフトバッグの展開とガスの切り替え手順について、チーム指向の訓練を実施する。 

4. バディ・レスキューの訓練 

5. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

6. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 
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b. 実際の混合物の計画深度における酸素暴露に基づく限界値。 

c. 実際の混合物による計画深度での不活性ガス吸収に基づく限界値。 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

*STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガ

ス合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイ

ント、スケジュール）。 

 

水中ドリル 

1. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバー

をよく意識すること。 

2. デコガス2本、またはデコガス1本とエクストラボトムガス1本の2段式ボンベを、水柱内の位置を保

ちながら、ドロップとリカバリーを含めて管理できる能力を証明すること。 

3. バディやチームメンバーと共に、深度でのガス・スイッチの確認能力を示す。 

4. 深度からのリフトバッグの展開と、バックアップ浮力装置としてのバッグの使用を実演する。 

5. バディ・チームの一人がマスクを着用していない状態で、深度からのエア・シェアリングを行う。 

6. 減圧ガス喪失のシミュレーション後、不測の事態に備えた減圧スケジュールを作成する。 

7. マスクの取り外しと交換、バックアップマスクの配備。 

8. 立つことができないほどの水深で、毒を持ったダイバーを模擬し、最低30メートル（100フィート

）の水面曳航と水面での器材の取り外しを含めて、コントロールされた上昇をデモンストレーショ

ンすること。 

9. マスクを外すかブラックアウトした状態で、水深15メートル（50フィート）で水平に息止めして泳

ぐ。 

10. 計画されたダイビングを、決められた範囲内で適切に実施すること。 

11. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 

12. ダイブのうち2ダイブで、アセントリールとリフトバッグを使った上昇を実演し、段階的減圧を行う

。 

13. 誤動作した一次レギュレーターを切り替え、隔離するための適切な手順を示す。この練習は、40メ
ートル（130フィート）より深いところでは行わないこと。 
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14. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできる浮力コントロール能力を発揮する。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIトライミックスコースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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13. アドバンストライミックスダイバー 

13.1 イントロダクション 

TDIアドバンスド・トリミックスコースは、段階的減圧を必要とするダイビングで、ヘリウムを含む呼

吸ガスを能力的に安全に使用するために必要なトレーニングを提供します。このコースの目的は、ダイ

バーが呼吸用ガスとして酸素／ヘリウム／窒素の混合ガスを使用する際の利点、危険性、適切な手順に

ついて訓練することである。 

13.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了生は直接の監督なしにカスタムトライミックスミックスを利用したテク

ニカルダイビングアクティビティに参加できます: 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動範囲はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

13.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIアドバンスド・トリミックス・インストラクターであれば、誰でもこのコースを教えること

ができます。 

13.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター1人につき最大4人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 
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13.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIエクステンデッド・レンジ・ダイバーまたはTDIトライミックス・ダイバー、またはそれと同等

の資格。 

3. 最低100本のダイビングを記録し、そのうち25本が30メートル以上であることを証明すること。 

4. ダブルシリンダーや、ドライスーツなどの不慣れな器材を使用した経験があることを証明する書類

を提出すること。 

13.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 合計ボトムタイムが100分以上となる4回のダイビング 

2. 少なくとも2回は70メートル以上の深さに潜ること。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は8時間です。 

13.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 
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13.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDIアドバンスド・トリミックス・ダイバー・マニュアルまたはeラーニングコース。 

オプションの素材： 

2. TDI Advanced TrimixPowerPoint Presentation. 

3. TDI Advanced TrimixCue Cards. 

4. TDI上級トリミックス評価スレート。 

13.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. ボトムミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. デュアルアウトレットバルブ、ダブルマニホールドまたは独立ダブル。 

c. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

2. トラベルミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. TDI スタンダードに則したラベリング 

3. 減圧ミックスシリンダー 

a. 計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適したシリンダー容量。 

b. 現地の慣習や規則に従って、ラベリングすること 

4. スーツ用空気入れ。ドライスーツ・ダイバーにのみ必要。 

5. レギュレーター 

a. すべてのボトムミックスシリンダにプライマリおよびプライマリリダンダントが必要。 

b. すべての一次ボトムミックスシリンダーには水中圧力計が必要である。 

c. 必要であれば、深部での空気共有を容易にするため、非常用のロングホース第2ステージを

指定し、適切に装備すべきである。 

d. 必要な4つのレギュレータはすべてDINまたは4ヨークにすることを強く推奨する。 

6. 機器構成に適した浮力補償装置（BCD）。 
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7. 冗長性のある深度とタイミング装置。深度とタイミング装置として使用できる空気減圧コンピュー

タ。 

8. 現場が必要とする場合、冗長ライトシステム。 

9. リフトバッグ／水面マーカーブイ付きアセントリール： 

a. 計画された最大深度に対して十分。 

b. ダイビング環境に適したリフトとサイズ。 

10. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

11. ラインカット装置。 

12. 水中スレート、減圧／コンティンジェンシー・テーブル用。 

13. ヘリウムアナライザーを推奨。 

13.10 学科アウトライン 

このコースではTDIアドバンスドトリミックスマニュアルまたはeラーニングの使用が必須ですが、イン

ストラクターはこれらのトピックの説明に役立つと思われるテキストや教材を追加で使用しても構いま

せん。  

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 物理学だ： 

a. プレッシャー・レビュー 

2. 生理学： 

a. 低酸素。 

b. 酸素（O₂）毒性： 

i. 全身（OTUs）。 

ii. 中枢神経系（CNS）。 

c. 窒素中毒。 

d. 窒素とヘリウムの吸収と排出。 

e. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

f. 一酸化炭素（CO）の毒性。 

g. ヘリウムだ： 

i. HPNSだ。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 84 of 264 

 

 

ii. 呼吸への影響。 

iii. 絶縁体としての効果。 

h. 逆拡散。 

i. 熱中症 

j. 低体温症。 

3. 減圧オプション： 

a. 空気だ。 

b. ナイトロックス 

c. ヘリウム 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. ステージシリンダーのオプション。 

c. スーツを膨らませるオプション。 

d. レギュレーターのオプション。 

e. ハーネス/BCDオプション。 

f. コンピュータ/深度計ボトムタイマーのオプション。 

g. 上昇リールとナビゲーションリール。 

h. リフトバッグ／水面マーカーブイ。 

i. ライト 

j. 冗長なマスクとナイフ。 

k. ジョン・ライン 

5. ダイブテーブル 

a. コンピュータが作成した表。 

b. DCIEM Helitrox テーブルおよび/またはその他の公開されたテーブル。 

6. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. サポートする。 

ii. チーム 
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b. チーム・プランニング： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 不活性ガスの制限。 

c. 緊急時の計画 

i. 減圧停止違反 

ii. 酸素中毒 

iii. 分析と記録。 

iv. 一般的なことだ。 

7. 手続き： 

a. ボトム、トラベル、減圧ガス： 

i. 通常運転。 

ii. 故障、紛失、緊急処置の不備。 

iii. 分析と記録。 

13.11 スキル達成条件と修了条件 

講習生は、次のオープンウォータースキルは、海洋実習中に完了しなければなりません:すべてのダイビ

ングは、55メートル（180フィート）から100メートル（330フィート）の間で行うことが推奨されて

いる： 

1. エントリーレベル・ミックスまたはエクステンデッド・レンジの全スキルを含む、以前のTDIスキ

ル要件からのスキル見直し。 

 

陸上ドリル： 

1. 基本および中級のハンドシグナルに精通していることを示す。 

2. 長い減圧義務を伴うソフト・オーバーヘッド環境に適した機材の選択と準備。 

3. リフトバッグの展開とガスの切り替え手順について、チーム指向の訓練を実施する。 

4. バディ・レスキューの訓練 

5. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 86 of 264 

 

 

ダイビング前のドリル 

1. すべてのダイビングの前にSTART*を使用してください。 

2. ストレス分析と緩和 

3. バディチームのガスマッチング。 

4. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. 個人とチームのガス消費量による限界 

b. 実際の混合物の計画深度における酸素暴露に基づく限界値。 

c. 実際の混合物による計画深度での不活性ガス吸収に基づく限界値。 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 

 

水中ドリル 

1. 手や足を動かさずに水柱の定位置でホバリングできる浮力コントロール能力を発揮する。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバー

をよく意識すること。 

3. 3デコガス、または2デコとエクストラボトムガスの3段式ボンベを、水柱内の位置を維持しながら

、ドロップとリカバリーを含めて管理できる能力を証明すること。 

4. 悪条件下で複数の故障を管理する能力。 

5. マスクを外すかブラックアウトした状態で、水深20メートル（66フィート）で水平に息を止めなが

ら泳ぐ。 

6. バディのロングホースに空気を入れながらリフトバッグを展開する。 

7. あらかじめ決められた制限の範囲内で、計画されたダイビングを適切に実行すること。 

8. 特定のダイビングに適したナビゲーションテクニックを実演する。 

9. ダイブのうち2ダイブで、アセントリールとリフトバッグを使った上昇を実演し、段階的減圧を行う

。 

10. 故障したプライマリーレギュレーターのスイッチングとアイソレーションの適切な手順を実演する

。 

 

このコースの修了条件： 
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1. TDIアドバンスド・トリミックスコースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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14. ナイトロックスブレンダー(Nitrox Gas Blender) 

14.1 イントロダクション 

このコースは、ナイトロックスガスを有能かつ安全にブレンドするために必要なトレーニングを提供す

る。このコースの目的は、レックダイビングの適切なテクニック、設備要件、危険性についてダイバー

をトレーニングすることです。 

14.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでレックダイビングを行うことが

できます： 

14.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIナイトロックスガスブレンダーインストラクターであれば、誰でもこのコースを教えること

ができます。 

14.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口）： 

1. 該当なし。 

14.5 講習生参加前条件 

18歳以上。 
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14.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 該当なし。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は2時間です。 

14.7 事務手続き 

管理業務 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および非SCUBAコースのための危険の明白な仮定フォーム。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コースを修了した場合、インストラクターは以下の条件を満たさなければならない。 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

14.8 トレーニング教材 

このコースには次のものが必要です: 

1. TDIナイトロックスガス混合マニュアル. 

2. TDIナイトロックスガス混合パワーポイントプレゼンテーション. 

3. 酸素（O₂）分析器、インストラクターが提供することがある。 
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14.9 学科アウトライン 

このコースではTDIナイトロックス・ガスブレンディング・マニュアルの使用が義務付けられています

が、インストラクターはこれらのトピックを説明するのに役立つと思われるテキストや資料を追加で使

用することができます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. ガスブレンダーの責任。 

2. ダイビングのガス： 

a. 空気だ。 

b. 酸素（O₂）。 

c. 窒素 

3. 酸素の取り扱い： 

a. 酸素（O₂）の危険性。 

b. 酸素（O₂）火災の原因と予防。 

c. 酸素システムの設計。 

d. ガスの混合および取り扱いに関する現地規制。 

4. ガス生産設備 

a. コンプレッサー。 

b. シリンダー 

c. ろ過システム。 

d. アナログメーター。 

5. ミキシング・テクニック： 

a. 一般的な考慮事項 

b. 連続混合システム。 

c. 脱窒素空気システム。 

d. プレミックスシステム。 

e. 分圧混合数学。 

6. 酸素（O₂）分析： 

a. 手続き。 
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b. 酸素（O₂）分析計。 

7. シリンダーの取り扱いとサインアウト。 

14.10 スキル達成条件と修了条件 

このコースの修了条件： 

1. 受験者は5本のナイトロックス・ガスのブレンドと分析に成功しなければならない。 

2. 候補者は、MODと酸素パーセンテージを含むナイトロックス充填記録を十分に記入しなければなら

ない。 

3. TDIナイトロックスガスブレンダーコースの筆記試験を十分に修了すること。 

4. ナイトロックスの混合と酸素分析について理解を示す。 
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15. アドバンスドブレンダー(Advanced Gas Blender) 

15.1 イントロダクション 

このコースを修了すると、酸素とヘリウムをベースにしたガスの調合に携わることができる。このコー

スの目的は、テクニカルダイビングで使用する高品質なナイトロックスとトリミックスガスの調製とブ

レンドに必要な適切な手順をトレーニングすることです。 

15.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は次のことができます: 

15.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI上級ガス混合インストラクターであれば、誰でもこのコースを教えることができる。 

15.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口）： 

1. 該当なし。 

15.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIナイトロックス・ガスブレンダーまたは同等の資格を証明する書類を提出すること。 

15.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 
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1. 該当なし。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

15.7 事務手続き 

管理業務 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および非SCUBAコースのための危険の明白な仮定フォーム。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コースを修了した場合、インストラクターは以下の条件を満たさなければならない。 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

15.8 トレーニング教材 

必須教材： 

1. TDIアドバンスド・ガス・ブレンダー・マニュアル 

15.9 必須器材 

このコースには次のものが必要です: 

1. 酸素アナライザー(インストラクターが提供してもよい)  

2. ヘリウム分析器（インストラクターが用意することもある）。 
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15.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDI Advanced Gas Blender Manual 
の使用が義務付けられていますが、講師はこれらのトピックの説明に役立つと思われるテキストや資料

を追加で使用することができます。  

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. ガスブレンダーの責任。 

2. ダイビングのガス： 

a. 酸素（O₂）。 

b. 窒素 

c. ヘリウム 

d. その他のガス 

3. 酸素（O₂）の取り扱い： 

a. 酸素（O₂）の危険性。 

b. 酸素（O₂）火災の原因と予防。 

c. 酸素システムの設計。 

d. ガスの混合および取り扱いに関する現地規制。 

e. 酸素互換システム部品。 

4. ガス生産設備 

a. コンプレッサー。 

b. シリンダー 

c. ろ過システム。 

d. ゲージ。 

5. ミキシング・テクニック： 

a. 一般的な考慮事項 

b. 連続混合システム。 

c. 膜分離システム。 

d. プレミックスシステム。 

e. 分圧ブレンド： 
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i. 分圧の計算 

ii. 重量混合（オプション）。 

6. 酸素（O₂）分析： 

a. 手続き。 

b. 酸素（O₂）分析計。 

7. シリンダーの取り扱いとサインアウト。 

8. ヘリウムアナライザーを推奨。 

15.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースの修了条件： 

1. 受験者は、最低5本のナイトロックスと3本のトライミックスのブレンドと分析に成功し、すべての

シリンダーが目標酸素量の±1％、ヘリウムの±3％でなければならない。 

2. 候補者は、MODと酸素パーセンテージを含むナイトロックス充填記録を十分に記入しなければなら

ない。 

3. TDIアドバンスド・ガスブレンダー・コースの筆記試験を合格すること。 

4. ナイトロックスとトリミックスガスの調合と分析に熟練していることを示す。 
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16. 酸素（O ₂ ) 装置サービス技術者 

16.1 イントロダクション 

このコースでは、講習生にテクニカルダイビング用のスクーバ器材を適切に準備できるよう指導する。

このコースの目的は、圧縮ガスボンベに空気を充填するための適切な手順で候補生をトレーニングし、

テストすることです。このコースは、講師の判断により、TDI目視検査手順コースと組み合わせること

ができる。 

16.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は自らの認定レベルに応じてスクーバ器材を準備することができるように

なる:資格認定は以下の2段階に分かれる： 

1. 器材O2サービステクニシャン：EANおよびその他のテクニカル・ダイビング・ガス用のスクーバ・

レギュレーター、シリンダー、バルブ、マニホールドを整備する資格があります。 

2. シリンダーO2サービステクニシャン：EANおよびその他のテクニカル・ダイビング・ガス用のスク

ーバ・シリンダー、バルブ、マニホールドのサービス資格を有する。 

16.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIサービステクニシャン・インストラクターであれば、誰でもこのコースを教えることができ

る。 

16.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口）： 

1. 該当なし。 
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16.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 以下の資格を有すること： 

a. TDIナイトロックスガスブレンダーの資格、または同等の資格。 

b. 認定機関によるVIP認定。 * 

c. レギュレーター・クリニックの認定を受けた製造会社。 ** 

d. 公認のスキューバ関連施設、製造業者、販売業者による雇用、またはそのような雇用を得る

意思を証明するもの。 

* VIP資格は、このコースと組み合わせて提供される場合があります。 

** TDIシリンダーO₂サービステクニシャンのみのトレーニングの場合は不要。 

16.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 該当なし。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターが参加する生徒の人数とスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。VIPインストラクターの資格も持つO₂サービステクニシャンのインストラクターは、

目視検査手順（VIP）をこのコースと組み合わせることができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

16.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および非SCUBAコースのための危険の明白な仮定フォーム。 
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b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コースを修了した場合、インストラクターは以下の条件を満たさなければならない。 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

16.8 トレーニング教材 

必要な資料 

1. TDI 酸素器材サービステクニシャン マニュアル 

オプションの素材： 

1. TDI機器サービス技術者パワーポイント・プレゼンテーション 

16.9 必須器材 

いない。 

16.10 学科アウトライン 

このコースではTDI Equipment Service Technician 
Manualの使用が必須ですが、講師はこれらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや資料を追加

で使用することができます。必要な学問分野は、どちらのレベルの資格も同じである。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. サービス技術者の責任。 

2. 酸素（O₂）の取り扱い： 

a. 酸素（O₂）対応システムコンポーネント。 

3. 機器の整備： 

a. 酸素清浄システムに使用される材料： 

i. 潤滑油。 

ii. Oリング。 

iii. 洗浄剤。 

b. 酸素洗浄の手順 

i. シリンダー 
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ii. バルブ。 

iii. レギュレーター 

iv. システム・コンポーネント。 

4. ガス生産設備 

a. コンプレッサー。 

b. シリンダー 

c. ろ過システム。 

d. ゲージ。 

5. ミキシング・テクニック： 

a. 一般的な考慮事項 

b. 連続混合システム。 

c. 膜分離システム。 

d. プレミックスシステム。 

e. 分圧ブレンド： 

i. 分圧の数学。 

ii. 重量混合（オプション）。 

6. 酸素（O₂）分析： 

a. 手続き。 

b. 酸素（O₂）分析計。 

7. シリンダーの取り扱いとサインアウト。 

16.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースの修了条件： 

1. 受験者は、エンリッチド・エア・ナイトロックス（EAN）用のシリンダーバルブとレギュレーター

*の整備に成功しなければならない。 

2. TDIサービステクニシャンコースの筆記試験を十分に修了すること。 

3. エンリッチド・エア・ナイトロックス（EAN）を使用するためのスクーバ器材の整備に熟練してい

ることを示す。 
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* シリンダーO₂サービス技術者としての訓練のみの場合、レギュレーターサービスは必要ない。 

注：TDI CylinderからTDI Equipment O₂ Service 
Technicianにアップグレードするには、公認の製造会社レギュレーター・クリニックによる認定証明が

必要です。 

さらに、レギュレーター酸素サービスの実技訓練と評価は、アクティブなTDI 
O₂サービステクニシャン・インストラクター（＋インストラクターが必要とする関連する再教育訓練）

のもとで完了しなければならず、インストラクターは、コース管理要件に従って認定証を登録しなけれ

ばならない。 
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17. カバーンディスカバリー(Cavern Discovery) 

17.1 イントロダクション 

このコースは、光の届く範囲内でガイド付き洞窟ダイビングを行うための最低限のスキルと知識を身に

つけることを目的とし、さらに洞窟ダイビングに関連する特定の危険について概説します。キャバーン

・ディスカバリー・コースは、洞窟潜水環境の指導を目的としたものではありません。このコースの目

的は、アクティブステータスのTDI 
カバーンインストラクターの直接監督下でレクリエーショナルダイバーがカバーンダイビングを適切に

できるようにすることです。 

17.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は以下のことができるようになる: 

1. 現役TDIキャバーンインストラクターの直接指導の下でのキャバーンダイビング。 

2. TDI洞窟ダイバーコースに参加する。 

17.3 指導できるインストラクター 

TDIキャバーン、イントロダクション、またはケーブインストラクターであれば、どなたでもこのコー

スを担当することができます。 

17.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態） オプション： 

1. TDIインストラクター1名につき生徒4名まで。 

洞窟だ： 

1. TDIインストラクター1名につき生徒2名まで。環境または運用上の制約により、必要に応じて比率

を下げる必要がある。 

2. デイライトゾーン、つまり洞窟の入り口から自然光が入る範囲。 
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3. 貫通はシングル・ダイビング・シリンダーの1/3、または「ダブル・タンクでは1/6」に制限される

。 

4. 地表から61直線メートル／200直線フィート。 

5. 最大深度40メートル／130フィート。 

6. 減圧潜水はしない。 

7. 制限なし：2人のダイバーが並んで通過するには狭すぎるエリアはない。 

8. 必要に応じて安全停止を行う。 

9. 継続的なガイドラインを維持する。 

10. 適切な洞窟ダイビング器材を使用する。 

11. 頭上環境において、生命維持装置を取り外すことは許されない。 

12. 本プログラムでは、インストラクター、参加者ともに、スチルカメラ、ビデオカメラの携帯、使用

は禁止されています。認定アシスタントは、参加者を写真またはビデオで撮影できます。 

17.5 講習生参加前条件 

1. 保護者の同意が必要。 

2. SDIオープンウォーター・スクーバダイバーまたは同等の資格を証明する書類を提出すること。 

3. 最低25ダイブの証明を提出すること。 

17.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. インストラクターは、オーバーヘッド環境に入る前に、オープンウォーターにおける参加者の快適

さ、浮力コントロール、推進技術を評価しなければならない。 

2. 洞窟ダイブ1本。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 座学とブリーフィングの最低時間は1時間です。 

2. コースは最低1日以上実施されなければならない。 
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17.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

17.8 トレーニング教材 

お勧めの読み物 

1. TDI Diving in Overhead Environmentsマニュアル。 

17.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダーは、計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適した容量。 

2. 圧力計付きレギュレーターと代替空気源：必須ではありませんが、レギュレーター1台を長さ約2メ
ートル（7フィート）のホースに取り付けることをお勧めします。 

3. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

4. 洞窟の環境に適した露出スーツ。 

5. マスクとフィン、シュノーケルはなし。 

6. ラインカット装置。 

7. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

8. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール（インストラクターが用意することもある）。 

9. 予定潜水時間に適した燃焼時間の電池式ライト2個。 
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10. コンピューターまたは時計（ボトムタイマー）と水深計。 

11. スレートまたはウェットノートと鉛筆（推奨）。 

12. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター（推奨）。 

13. ウエイトシステム 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 

17.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 異種体積を含むガスマッチングの手順と管理。 

3. 心理学的考察。 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置／ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 適正ウエイト 

5. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

6. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力コントロール。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

7. 生理学： 
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a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

8. 洞窟の環境： 

a. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

b. 現地でのアクセス要件。 

c. 地主との関係 

9. 洞窟の保護。 

10. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

11. 事故分析。 

12. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

13. 洞窟ダイビングのエチケット 

17.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースでは、ガイド付きで洞窟に潜る前に、以下の陸上ドリルを習得する必要があります： 

1. 使い方: 

a. 空気と出口を適切に共有する。 

b. ガイドラインにきちんと従う。 

c. タッチコンタクトコミュニケーション。 

 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. デモンストレーション： 

a. ダイビング前の十分な計画。 

b. 機材チェック、機材合わせ。 
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c. バブルチェック。 

d. 特殊な推進技術。 

e. 適切な浮力コントロール。 

f. 正しい姿勢。 

g. 適切なストレス分析（検出と管理）。 

2. バックアップ・ナビゲーションとして参照。 

3. シルティング防止技術。 

4. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックアップライトを配備し、ガイドラインに従う。 

5. ダイバーがデュアルバルブシステムを使用している場合、エア／ガスバルブの管理。 

 

注：頭上環境において、生命維持装置を取り外すことは許されない。 

 

このコースの修了条件： 

1. すべての陸上訓練と洞窟潜水に必要なことを安全かつ効率的に行う。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

4. すべてのダイビングを記録する。 
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18. カバーンダイバー 

18.1 イントロダクション 

このコースは、洞窟や頭上環境でのダイビングのための最低限のスキルと知識を、光の届く範囲内で身

につけることを目的としています。さらに、洞窟ダイビングに関連する特定の危険について概説します

。このカバーンダイバーコースは、ケーブダイビング環境での講習を提供することを意図していません

。このコースの目的は、洞窟ダイビングの適切な計画、手順、技術、危険についてダイバーを訓練する

ことである。 

18.2 修了者に与えられる資格 

このコースを無事修了すると、修了者は次の制限が守られている限り、直接監督なしでカバーンダイビ

ングアクティビティに参加することができます: 

1. デイライトゾーン、つまり洞窟の入り口から自然光が入る範囲。 

2. 潜水用シリンダー1本の1/3まで、ダブルシリンダー使用時は1/6まで。 

3. 地表から61直線メートル／200直線フィート。 

4. 最大深度40メートル／130フィート。 

5. 減圧潜水はしない。 

6. 制限なし。2人のダイバーが並んで通れるほど狭い場所はない。 

7. 必要に応じて安全停止を行う。 

8. 継続的なガイドラインを維持する。 

9. 適切な洞窟ダイビング器材を使用する。 

10. 頭上環境において、生命維持装置を取り外すことは許されない。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDI洞窟入門コース。 

18.3 指導できるインストラクター 

現役のTDIキャバーンインストラクターであれば、誰でもこのコースを教えることができます。 
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18.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. TDIインストラクター1名につき生徒6名まで。 

洞窟だ： 

1. TDIインストラクター1名につき生徒4名までとする。 

18.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上、保護者の同意があれば15歳以上。 

2. SDIオープンウォーター・スクーバ・ダイバーまたは同等の資格を証明するものを提出すること。 

3. 最低25ダイブの証明を提出すること。 

4. このコースで18メートルより深く潜るには、ディープ・ダイバー・スペシャリティの認定を受ける

か、その経験を証明できるものが必要です。 

18.6 コース構成と時間 

水の執行 

1. 2つの異なる場所で、合計80分の潜水時間で4回の洞窟潜水を行った。 

コース構成 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

2. コースは最低2日間実施されなければならない。 

18.7 事務手続き 

事務手続き項目： 
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1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

18.8 トレーニング教材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. TDIキャバーン・ダイバー・マニュアルとナレッジ・クエストまたはeラーニング。 

2. TDI洞窟ダイバー・インストラクター・ガイド。 

その他の推薦図書 

1. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

2. TDI Diving in Overhead Environmentsのマニュアルまたはeラーニング。 

18.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダーは、計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適した容量。生徒はダブ

ルシリンダーを使用することができるが、1/6の空気量に制限される。 

2. 圧力計付きレギュレーターと代替空気源：必須ではありませんが、レギュレーター1台を長さ約2メ
ートル（7フィート）のホースに取り付けることをお勧めします。 

3. 浮力補償装置（BCD）。 

4. 潜水環境に適した露出スーツ。 

5. マスクとフィン。 

6. ラインカット装置。 

7. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 
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8. ダイビングに適した長さのプライマリーリール1個。 

9. 電池式ライト2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間。 

10. コンピューターまたは時計（ボトムタイマー）と水深計。 

11. スレートまたはウェットノートと鉛筆。 

12. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター（推奨）。 

13. 3方向のライン矢印。 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 

18.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 異種体積を含むガスマッチングの手順と管理。 

3. 心理学的考察。 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置／ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 適正ウエイト 

5. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

6. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力コントロール。 

c. 次のライン。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 111 of 264 

 

 

d. 推進技術。 

7. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

8. 洞窟の環境： 

a. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

b. 現地でのアクセス要件。 

c. 地主との関係 

9. 洞窟の保護。 

10. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

11. 事故分析。 

12. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

13. 洞窟ダイビングのエチケット 

18.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. 使い方: 

a. ガイドラインを適切に展開する。 

b. ガイドラインにきちんと従う。 

c. タッチコンタクトコミュニケーション。 

d. 方向指示器を正しく配置する。 

 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 
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1. デモンストレーション： 

a. ダイビング前の十分な計画。 

b. 機材チェック、機材合わせ。 

c. バブルチェック。 

d. 特殊な推進技術。 

e. 適切な浮力コントロール。 

f. 正しい姿勢。 

g. 適切なストレス分析（検出と管理）。 

 

生徒は洞窟ダイブ中、以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. ガイドラインを適切に展開する。 

2. 目を開いたり閉じたりして、視界が悪くなったことを想定しながら、ガイドラインにきちんと従う

こと。 

3. ガイドラインに従い、目を開けた状態でバディとエアシェアする。 

4. 目を閉じてバディとエアシェアし、ガイドラインに従ってタッチコンタクトを使用する。 

5. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

6. ライト／ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

7. 洞窟を探検する。 

8. バックアップ・ナビゲーションとして参照。 

9. シルティング防止技術。 

10. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックアップライトを配備し、ガイドラインに従う。 

11. ダイバーがデュアルバルブシステムを使用している場合、エア／ガスバルブの管理。 

 

注：頭上環境において、生命維持装置を取り外すことは許されない、 

 

このコースの修了条件： 

1. すべての陸上訓練と洞窟潜水に必要なことを安全かつ効率的に行う。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 
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4. すべてのダイビングを記録する。 
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19. イントロケーブダイバー(Intro to Cave Diver) 

19.1 イントロダクション 

このコースは、洞窟ダイビングの基本原則の入門コースです。イントロケーブダイバーコースは、カバ

ーンダイバーコースの直接的な上位コースであり、洞窟ダイビングにおいて必要となる安全技術を習得

するための2番目のステップに位置しています。このコースは、ケーブダイビングに必要な要素を全てカ

バーしているわけではありません。このコースの目的は、カバーンダイビングコースにて学んだスキル

をさらに磨き、初級のケーブダイバーとして必要な技術や手順を習得する事です。 

19.2 修了者に与えられる資格 

このコースを無事修了すると、修了者は次の制限が守られている限り、直接監督なしでカバーンダイビ

ングアクティビティに参加することができます: 

1. 潜水用シリンダー1本の1/3まで、ダブルシリンダー使用時は1/6まで。 

2. 最大深度40メートル／130フィート。 

3. 減圧潜水はしない。 

4. 制限なし。2人のダイバーが並んで通れるほど狭い場所はない。 

5. 一つの継続的なガイドラインを維持する。 

6. 適切な洞窟ダイビング器材を使用する。 

7. 頭上環境において、生命維持装置を取り外すことは許されない。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDI洞窟コース。 

19.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI入門インストラクターであれば、どなたでもこのコースを担当することができます。 

19.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 
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閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

洞窟ダイブ 

1. TDIインストラクター1名につき生徒3名まで。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

19.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上、保護者の同意があれば15歳以上。 

2. TDIキャバーンダイバーまたは同等の資格を証明するもの、または現在TDIキャバーンコースに在籍

していること。 

19.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. 最低4回のシングルガイドライン・ケーブダイブ。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は4時間です。 

2. コースは2日間にわたって行われる。 

3. このコースを TDI 
カバーンダイバーコースと組み合わせて指導する場合、3日間以上の開催期間と、8ダイブ、合計ボ

トムタイム180分以上が必要TDI 
カバーンコースのすべてのスキルは、陽光の領域を超えたダイビングを行う前に完了する必要があ

ります。コースを組み合わる場合は、最低2カバーンダイブと最低4イントロケーブダイブを行う必

要があります。  

19.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 
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2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

19.8 トレーニング教材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. TDIオーバーヘッド潜水マニュアル（またはTDIオーバーヘッドeラーニングコース）。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

その他の推薦図書 

1. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

2. 人間には計り知れない洞窟。 

19.9 必須器材 

候補生の必須器材は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダー（1本または複数本）；計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適した

容量。 

2. デュアルオリフィス(Y)または(H)バルブ、ダブルシリンダー、またはデュアルバルブマニホールド

。 

3. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレータ

ーは長いホースを装備。 

4. SPG(残圧計) 

5. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

6. 潜水環境に適した露出スーツ。 

7. マスクとフィン。 
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8. ラインカット装置。 

9. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間

）。 

10. 最低37メートル/125フィートのガイドラインを備えた安全リール/スプール。 

11. ダイビングに適した長さのプライマリーリールをチームに1つ。 

12. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

13. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

14. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

15. 3方向のライン矢印。 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 

19.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 異種容積を含むガスマッチングの手順と管理。 

3. 心理学的考察。 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 適正ウエイト 

f. 機器構成。 

5. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

6. 水泳のテクニック 
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a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力コントロール。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

7. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

8. 洞窟の環境： 

a. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

b. 現地でのアクセス要件。 

c. 地主との関係 

9. 自然保護。 

10. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

11. 事故分析。 

12. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

13. 洞窟ダイビングのエチケット 

19.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. ガイドラインの適切な展開方法。 

2. ガイドラインの正しい守り方 

3. ロスト・ダイバーの処置における安全リールの使用。 

4. ロスト・ライン・ドリルでの安全リールの使用。 
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生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. デモンストレーション： 

a. ダイビング前の十分な計画。 

b. 機材チェックと機材のマッチング。 

c. バブルチェック。 

d. さまざまなタイプの流れにおける特殊な推進技術。 

e. 適切な浮力コントロール。 

f. 正しい姿勢。 

g. 適切なストレス分析（検出と管理）。 

 

生徒は、ケーブダイブ中に以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. ガイドラインを適切に展開する。 

2. ラインマーカーを適切に使用する。 

3. 目を開いたり閉じたりして、視界が悪くなったことを想定しながら、ガイドラインにきちんと従う

こと。 

4. ガイドラインに従い、目を開けた状態でバディとエアシェアする。 

5. 消灯、または消灯を模擬した状態で、バディとエアシェアする。 

6. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

7. ライト／ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

8. 保全と啓蒙技術。 

9. バックアップ・ナビゲーションとして参照。 

10. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 

11. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックライトを使って洞窟を出る。 

12. ロスト・ラインとロスト・ダイバーのドリルを実演する。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIイントロ・ケーブ・ダイバー・コースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. すべての陸上訓練と洞窟潜水に必要なことを安全かつ効率的に行う。 
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3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

5. すべてのダイビングを記録する。 
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20. フルケーブダイバー(Full Cave Diver) 

20.1 イントロダクション 

このコースは、TDI 
ケーブダイバー開発プログラムシリーズのうちの、オーバーヘッド環境トレーニングの第3ステージです

。アドバンスドケーブダイビングの計画、さまざまな種類のケーブシステムを実践的に遂行する方法、

ダイバーが遭遇するシナリオなどが紹介されています。このコースは、ケーブダイビングに必要な要素

を全てカバーしているわけではありません。このコースの目的は、TDI 
カバーンおよびイントロケーブダイビングプログラムで達成された以前のスキルを拡張し評価すること

です。このコースで重視することは実際の洞窟への進入を通じて、ダイブプランニングやスキルを完璧

にする事である。 

20.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでケーブダイビングを行うことが

できる： 

1. 貫通は1/3空気ルールに制限される。 

2. 最大深度40メートル／130フィート。 

3. 洞窟内は機材撤去禁止。 

4. TDI減圧手順ダイバーまたは同等の訓練を受けた場合、適切または必要に応じて安全停止と減圧停

止を行う。 

5. 継続的なガイドラインを維持する。 

6. 適切な洞窟ダイビング器材を使用する。 

20.3 指導できるインストラクター 

TDIフル・ケーブ・ダイビング・インストラクターであれば、どなたでもこのコースを教えることがで

きます。 

20.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 
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1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

洞窟ダイブ 

1. インストラクター1人につき最大3人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 

20.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDI入門ケーブダイバー、またはそれに相当する資格を最低限取得していること。 

3. トレーニングで減圧潜水を実施する場合、生徒はTDI減圧手順認定を受けなければならないが、こ

のトレーニングを同時に実施することもできる。コースが同時に開講される場合は、両コースの全

要件を満たし、終了後に登録手続きを行う必要があります。コースが同時進行する場合は、より保

守的な深度制限に従う。 

20.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 8回の洞窟ダイビングが義務付けられており、3カ所で最低240分の潜水時間が必要。 

2. これらの場所のうち少なくとも1つは、洞窟コースや入門コースでトレーニングに使われなかった場

所でなければならない。 

3. 洞窟／入門洞窟ダイビングの認定を受けずに洞窟プログラムに参加するダイバーには、減圧時間を

含まない16回の洞窟ダイビング、合計420分のボトムタイムが義務付けられている。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は6時間。 

2. コースは4日以上で行わなければならない。 

3. TDI洞窟コース、洞窟入門コース、フル・ケーブコースを連続して受講する場合は、最低でも7日間

のコースでなければなりません。 
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20.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

20.8 トレーニング教材 

このコースに必要なものは以下の通り： 

1. TDIオーバーヘッド潜水マニュアル（またはTDIオーバーヘッドeラーニングコース）。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

その他の推薦図書 

1. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

2. 人間には計り知れない洞窟。 

20.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. デュアルシリンダー、計画されたダイビングに適した容量、学生のガス消費量。 

2. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレータ

ーは長いホースを装備。 

3. SPG(残圧計) 

4. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 潜水環境に適した露出スーツ。 
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6. マスクとフィン。 

7. 2つのラインカット装置。 

8. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間

）。 

9. 最低37メートル/125フィートのガイドラインを備えた安全リール/スプール。2つめのセーフティ

リール/スプールは推奨です。 

10. 10.ダイビングに適した長さのプライマリーリールをチームに1つ。 

11. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

12. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

13. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

14. 3方向のライン矢印。 

15. 非方向性ラインマーカー1本。 

16. 計画されたジャンプまたはギャップのための十分なガイドラインを備えたリール/スプール。 

17. 減圧が計画されているダイビングでは、チームは減圧ボンベに適切なマークを付け、減圧の義務よ

り少なくとも1ポイント深くステージングすることが推奨されます。 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 

20.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 異種容積を含むガスマッチングの手順と管理。 

3. 心理学的考察。 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置/ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 適正ウエイト 
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f. 機器構成。 

5. コミュニケーション 

a. ハンドシグナル 

b. ライトシグナル 

c. タッチコンタクトシグナル 

6. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力コントロール。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

7. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

c. 減圧理論と洞窟ダイビングへの応用。 

8. 洞窟の環境： 

a. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

b. 現地でのアクセス要件。 

c. 地主との関係 

9. 自然保護。 

10. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

11. 事故分析。 

12. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

13. 洞窟ダイビングのエチケット 
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20.11 スキル達成条件と修了条件 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. ガイドラインの適切な展開方法。 

2. ガイドラインの正しい守り方 

3. ロスト・ダイバーの処置における安全リールの使用。 

4. ロスト・ライン・ドリルでの安全リールの使用。 

 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 機材チェック、機材合わせ。 

3. バブルチェック。 

4. 様々なタイプの流れの中で、特殊な推進テクニックを披露する。 

5. 適切な浮力コントロールを行う。 

6. 正しい姿勢を示す。 

7. 適切なストレス分析（検出と管理）を実証する。 

 

生徒は、ケーブダイブ中に以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. ガイドラインを適切に展開する。 

2. 方向指示器と非方向指示器のラインマーカーを適切に使用する。 

3. 目を開いたり閉じたりしながら（視界が悪くなることをシミュレートしながら）ガイドラインにき

ちんと従うこと。 

4. ガイドラインに従い、目を開けた状態でバディとエアシェアする。 

5. 消灯、または消灯を模擬した状態で、バディとエアシェアする。 

6. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

7. ライト／ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

8. 保全と啓蒙技術。 

9. バックアップ・ナビゲーションとして参照。 

10. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 
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11. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックライトを使って洞窟を出る。 

12. ロスト・ラインとロスト・ダイバーのドリルを実演する。 

13. リールを使って、サーキットやトラバースに必要なジャンプやギャップを行い、オープンウォータ

ーへの連続したガイドラインを維持する。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIケーブダイバーコース筆記試験を満足に修了すること。 

2. すべての陸上訓練と洞窟潜水に必要なことを安全かつ効率的に行う。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切なレベルの認識と敬意を維持する。 

5. すべてのダイビングを記録する。 
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21. ケーブサーベイダイバー(Underwater Cave 
Surveying Diver) 

21.1 イントロダクション 

このコースでは、すでにケーブダイバーとしての教育・トレーニングを受けたダイバーに対し、水中洞

窟を調査・測定するための基礎知識を指導します。このプログラムの意図は、すべてのプロジェクトに

おいて洞窟測量を標準化することを奨励し、ダイビングプランニングにおいて洞窟地図の使用を奨励す

るとともに、この環境におけるダイバーの意識と周囲の知識を高めることである。水中洞窟調査に関し

た安全技術と手順を習得させることは非常に重要です。 

21.2 指導できるインストラクター 

このコースは、アクティブステータスのTDI 
ケーブサーベイインストラクターが教えることができます。 

21.3 卒業生の資格／研修の限界 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでケーブサーベイダイビングを行

うことができる： 

1. ペネトレーションはエアルールの3分の1、もしくはインストラクターの判断でより保守的なエアプ

ランに制限される。 

2. 最大深度39メートル／130フィート。 

3. スタート時の最低視界6メートル/20フィート。 

4. 洞窟内では装備の取り外しはできない。 

5. 複雑な洞窟ダイビングを計画・実行する前に、経験を積むことが奨励される。 

6. 安全停止と減圧停止を適切または必要に応じて行う。 

21.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 
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閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター１名に対し候補生は最大2名。ただし、状況に応じてインストラクターの裁量で最

大定員を減らすことができる。 

21.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIフル・ケーブ・ダイバー資格または同等の資格を証明するものを提出すること。 

3. トレーニング以外のフル・ケーブ・ダイブを25本以上行った証明を提出すること。 

21.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。理解とスキルを実行する能力を確保するための十分な時間が必要です。 

コース構成： 

1. 最低2回の洞窟潜水が必要で、その累積潜水時間は60分以上。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は8時間、プログラム修了のための最低日数は2日。 

21.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 
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コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

21.8 必要な資料 

1. 基本的な水中洞窟測量（ジョン・バージ著、NSS-CDS）。 

2. メモ帳と鉛筆。 

3. 基本的な電卓（平方根や正確な平方根を求めることができる）または科学計算機。 

4. スケーリング定規。 

5. グラフ用紙。 

6. 円形分度器。 

21.9 必須器材 

候補生の必須器材は以下の通り： 

1. プライマリシリンダー、最小容量は22リットル／160立方フィート、マニホールドシステムを推奨

。 

2. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレータ

ーは長いホースを装備。 

3. SPG(残圧計) 

4. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 潜水環境に適した露出スーツ。 

6. マスクとフィン、シュノーケルはなし。 

7. ラインカット装置。 

8. 電池式ライト3個（プライマリ1個、バックアップ2個）。 

9. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

10. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

11. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

12. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

13. ジャンプ／ギャップ・リール 15メートル／50フィートのライン。 
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14. 3方向のライン矢印。 

15. 無指向性マーカー1本。 

16. スレートに取り付けられた水中コンパスとブルズアイ・レベル。 

注：減圧が計画されているダイビングでは、減圧ボンベを減圧予定深度より約1段深く、あらかじめセッ

トしておくことをお勧めします。ボンベには明確なマークを付け、視界が悪い状況でも容易に識別でき

るようにする。各シリンダーにはレギュレーターと水中圧力が取り付けられていなければならない。 

注：インストラクターは、酸素吸入器と救急箱を用意し、水面をサポートすることを推奨する。さらに

、脱水症状を防ぐため、すべての生徒、指導スタッフ、表面支援要員に十分な飲料水を用意すべきであ

る。  

21.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 減圧理論と調査ダイビングへの応用。 

2. ガスマッチングの手順／管理。 

3. 事故分析。 

4. 機器の検討： 

a. コンパスの読み。 

b. コンパスの誤差。 

c. 合理化。 

5. 体の姿勢と浮力のコントロール。 

6. 調査のテクニック 

a. スケッチ。 

b. タイオフ・ステーション 

c. 垂直測量。 

d. 大きな部屋。 

e. 拡張パッセージ。 

f. 放射状調査。 

7. 問題解決の復習： 

a. 緊急時の対応 
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i. 次のライン。 

ii. チーム離脱。 

iii. コミュニケーション。 

8. 調査のプロセス 

a. データの収集 

b. データ検証。 

c. データの準備。 

9. 象徴。 

10. 地図製作： 

a. 単線地図。 

b. 高級地図。 

11. 洞窟の環境／保護。 

12. 地主との関係 

13. 現地でのアクセス要件。 

21.11 スキル達成条件と修了条件 

生徒は、調査洞窟ダイブ中に以下の水中スキルを完了しなければならない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 器材のチェックとS字ドリルは、ダイビングをするたびに自然にできるようになるはずだ。 

3. ガイドラインとリールの正しい使い方を示す。 

4. インストラクターがこのプロセスを監督している間、生徒は自分自身のダイビングを批評する。 

5. このコースの最大深度は40メートル（130フィート）。 

注：すべての洞窟ダイビングにおいて、オープンウォーターへの継続的なガイドラインを維持しなけれ

ばならない。 

注：無謀な、あるいは軽率な態度は、技術的な能力に関係なく、認定を拒否する根拠となりうる。 

注：コースがTDIの定める基準に従って実施されていないと判断された場合、認定が却下されることが

あります。 

 

このコースを修了するためには、以下のことが必要である： 
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1. すべての陸上訓練と洞窟潜水の要件を安全かつ効率的に完了する。 

2. ダイビングの計画と実行に関して、成熟した健全な判断を示すこと。 

3. 洞窟の環境に対する適切なレベルの認識と敬意を維持する。 

4. すべてのダイビングを記録する。 

5. 講師から認定推薦を受ける。 

21.12 講師要件 

TDI ケーブサーベイダイバーコースを指導するためにインストラクターは： 

1. TDIフル・ケーブ・ダイビング・インストラクターとして1年以上活動していること。 

2. ケーブダイバーコースを5回以上教えた経験がある。 

3. 少なくとも25回の調査ダイブを記録した証明を提出すること。 

4. 現役のTDI水中洞窟調査ダイバー・インストラクターと少なくとも1回のTDI水中洞窟調査ダイバー

・コースを共同指導。 

5. 少なくとも1つの洞窟調査プロジェクトを発表、または主要メンバーであること。 
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22. DPV ケーブダイバー(DPV Cave Diver) 

22.1 イントロダクション 

このコースは、ケーブダイバーに対して、洞窟内でのDPV(Diver Propulsion 
Vehicles：水中スクーター)の使用方法を指導します。ダイバーが、安全にDPVを使用する方法（DPVの
構成要素、取扱いとメンテナンス）について学びます。講習生は、DPV利用にともなうペネトレーショ

ン距離の延長を反映したボトムタイムの延長と複雑なダイブプランニング、適切なガスマネジメント方

法を学びます。 

22.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでDPVケーブダイビングを行うこ

とができる： 

1. 各ダイバーが1台のDPVを使用する場合、各ダイバーは泳ぎながら洞窟を出るのに必要なガス量の2
倍以上のガス量でダイビングを回らなければならない。 

2. 各ダイバーが複数のDPVを使用する場合、各ダイバーはDPVを使用しながら洞窟を出るのに必要な

ガス量の2倍以上のガス量でダイビングを回らなければならない。 

3. ステージボトルを使用する場合を除き、洞窟内での用具の持ち出しは禁止。 

4. 最大深度39メートル。 

5. 受講生は、複雑なDPVケーブダイブの計画と実行を試みる前に、経験を積むことが奨励される。 

6. 必要に応じて、安全停止、減圧停止を行う。 

22.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスのTDI DPVケーブインストラクター 

22.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 
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1. 該当なし。 

海洋(海、湖、泉、川、河口など)： 

1. インストラクター１名に対し候補生は最大2名。ただし、状況に応じてインストラクターの裁量で最

大定員を減らすことができる。  

22.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIフル・ケーブ・ダイバー、または同等の資格を有すること。 

3. トレーニング以外のフル・ケーブ・ダイブを25本以上行った証明を提出すること。 

22.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 講習生は、DPVで3ケーブダイブ以上を行い、合計潜水時間が90分以上でなければならない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は4時間です。 

22.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 
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1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

22.8 必要な資料 

以下の材料が必要である： 

1. 該当なし。 

22.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. デュアルシリンダー、計画されたダイビングに適した容量、学生のガス消費量。 

2. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレータ

ーは長いホースを装備。 

3. SPG(残圧計) 

4. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 潜水環境に適した露出スーツ。 

6. マスクとフィン、シュノーケルはなし。 

7. 2つのラインカット装置。 

8. 電池式ライト3個（プライマリ1個、バックアップ2個）。 

9. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

10. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

11. 適切な数のギャップ・リールとジャンプ・リール（15メートル／50フィートが目安）。 

12. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

13. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

14. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

15. 3方向のライン矢印。 

16. 無方向性ラインマーカー1本。 

17. 洞窟環境に適したDPV。 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 
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22.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. DPV洞窟ダイビングの動機。 

2. DPV使用の利点。 

3. 機材に関する考慮事項： 

a. DPVのオプション。 

b. DPVのコンポーネント。 

c. 定格燃焼時間。 

d. お手入れとメンテナンス 

e. DPVリギング。 

f. ヘルメット 

4. 問題解決の手順 

a. DPVの故障または不具合。 

b. 牽引。 

c. DPVとのガスシェアリング。 

d. 軽い故障。 

e. 絡み合い。 

f. 衝突回避。 

g. チーム離脱。 

5. 環境への配慮： 

a. 適切な箇所と不適切な箇所。 

b. 洞窟のコンディションに適している。 

c. 衝撃の少ないDPVの使用。 

6. DPV潜水技術： 

a. DPVによる浮力とトリム。 

b. DPVの降下、固定、回収。 

c. DPVによるガイドラインの設置。 

d. 方向転換と深度変化を促す 
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e. DPVの礼儀とマナー。 

7. 潜水計画とガス管理： 

a. 旋回時間、旋回距離、旋回圧力。 

b. ガスミックスとNDLまたは減圧義務。 

c. 水泳速度、DPV走行速度、SACレート 

d. 航行不能になったDPVを最大貫通力から泳ぎ出すのに十分なガスの蓄え 

 

22.11 スキル達成条件と修了条件 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 機材チェックと機材合わせ。 

3. バブルチェック。 

4. 様々なタイプの流れの中で、特殊な推進テクニックを披露する。 

5. 適切な浮力コントロールを行う。 

6. 正しい姿勢を示す。 

7. 適切なストレス分析（検出と管理）を実証する。 

 

生徒は、ケーブダイブ中に以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. DPVを使用している間、ガスを共有し、ドナーダイバーとエア抜きダイバーの物理的な接触を維持

し、ガイドラインを目視で確認する。 

2. DPVと最小のバックアップライトを使用して、プライマリライトの故障と退出をシミュレートする

。 

3. DPVを無効にして洞窟から出るシミュレーションを行う。 

4. チームメンバーと彼の故障したDPVを牽引している最中に退場。 

 

このコースの修了条件： 

1. すべてのダイビング要件を安全かつ効率的に実行する。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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3. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

4. すべてのダイビングを記録する。 
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23. ステージケーブダイバー(Stage Cave Diver) 

23.1 イントロダクション 

このコースは、ケーブダイバーに対して、ステージシリンダーの使用を通じて、ボトムタイムの延長や

ペネトレーション距離を延長する方法を指導します。講習生はより長い潜水時間、複雑なダイブプラン

ニング、複数の方法によるガスマネジメントについて学ぶことになる。なお、最大水深、利用するガス

ミックス、減圧方法などは、講習生が既に認定を受けている範囲を超えてはならない。 

23.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでステージケーブダイビングを行

うことができる： 

1. ペネトレーションは、シリンダー容量に対して1/3ルールを適用し、さらには、インストラクター

が必要であると判断した場合には、さらに保守的なプランに制限される。 

2. ステージのボンベを除き、洞窟内での機材撤去はない。 

3. 複雑な洞窟でのケーブダイビングを計画し実施する前に、十分な経験を積むべきである 

4. 必要に応じて、安全停止、減圧停止を行う。 

23.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスのTDI ステージケーブインストラクター 

23.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はありません 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口）： 

1. インストラクター1人につき最大3人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。  
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23.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIフル・ケーブ・ダイバー、または同等の資格を有すること。 

23.6 コース構成と時間 

オープンウォーターの実行 

1. 講習生は、2つ以上の異なる洞窟の入り口からエントリーする3回のステージケーブダイビングを行

い、合計潜水時間が90分以上でなければならない 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1.  クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は4時間です。 

23.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

23.8 必要な資料 

必須教材は以下の通り： 
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1. 該当なし。 

23.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. デュアルシリンダー、計画されたダイビングに適した容量、学生のガス消費量。 

2. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレータ

ーは長いホースを装備。 

3. SPG(残圧計) 

4. ステージシリンダー（1本または複数本）、計画されたダイビングに適した容量、生徒のガス消費量

。 

5. ファーストステージとセカンドステージを含むステージレギュレータと水中圧力計。 

6. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

7. 潜水環境に適した露出スーツ。 

8. マスクとフィン、シュノーケルはなし。 

9. 2つのラインカット装置。 

10. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間

）。 

11. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

12. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

13. 適切な数のギャップ・リールとジャンプ・リール（15メートル／50フィートが目安）。 

14. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

15. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

16. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

17. 3方向のライン矢印。 

18. 無方向性ラインマーカー1本。 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 
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23.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 時間延長と浸透の動機 

2. 機材に関する考慮事項： 

a. シリンダーサイズ。 

b. リギング。 

c. 合理化。 

3. ガスプランニングとガス管理技術 

4. 減圧義務を含むダイビングプランニング。 

5. 洞窟環境に適したステージダイビングのテクニック： 

a. ステージシリンダーの落下と回収。 

b. ドロップオフ・ステーション 

23.11 スキル達成条件と修了条件 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 機材チェックと機材合わせ。 

3. バブルチェック。 

4. 様々なタイプの流れの中で、特殊な推進テクニックを披露する。 

5. 適切な浮力コントロールを行う。 

6. 正しい姿勢を示す。 

7. 適切なストレス分析（検出と管理）を実証する。 

 

生徒は、ケーブダイブ中に以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. ステージシリンダーの適切な使用法 

2. 泳ぎながらステージシリンダーの取り外しと回収 

 

このコースの修了条件： 
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1. すべてのダイビング要件を安全かつ効率的に実行する。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

4. すべてのダイビングを記録する。 

 

23.12 講師要件 

TDI ステージケーブダイバーコースを指導するためにインストラクターは： 

1. TDIフル・ケーブ・ダイビング・インストラクターとして1年以上活動していること。 

2. ケーブダイバーコースを5回以上教えた経験がある。 

3. 少なくとも25回のステージペネトレーションダイブを記録した証明を提出すること。 

4. TDIステージ・ケーブ・ダイバー・コースを少なくとも1回、現役のTDIステージ・ケーブ・ダイバ

ー・インストラクターと共同指導。 
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24. マインダイバーレベルI(Mine Diver Level I) 

24.1 イントロダクション 

このコースは、TDIマインダイバー育成プログラムの第一段階であり、一つの主要なガイドラインを利

用したマインダイビングの基本原則の入門コースです。このコースは、マインダイビングに必要な要素

を全てカバーしているわけではありません。このコースの目的は、TDI 
カバーンダイビングコースで学んだスキルを完成させるとともに、マインダイビングに関してのエント

リーレベルの技術とテクニックを指導する事です。インストラクターの裁量により、このコースを TDI 
マインダイバー・レベルIIと組み合わせて指導することができる。 

このコースでは、TDI 
イントロケーブコースと同様の原理とテクニック、トレーニング教材、器材を用います。しかしながら

、両方のコース認定を受けるためには、このコースのみでなく、TDI 
イントロケーブコースも修了する必要がある。 

24.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでシングルガイドライン・マイン

ダイビングを行うことができる： 

1. 貫通は、ダイビングシリンダー1本の1/3、またはダブルシリンダーを使用する場合は1/6に制限さ

れる。 

2. 最大深度40メートル／130フィート。 

3. 減圧潜水はしない。 

4. 継続的なガイドラインを維持する。 

5. 適切な地雷潜水器材を使用する。 

6. このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

a. TDIマイン・ダイバー・レベルIIコース。 

24.3 指導できるインストラクター 

TDI 本部トレーニング部門から承認されているアクティブステータスのTDI 
マインダイビングインストラクター。承認されるための最低要件は、  

1. TDIフル・ケーブ・インストラクターで、最低30本のマインダイブが確認できること。 
または 
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1. マイン・ダイバー・レベル1インストラクター・コースを修了し、TDIマイン・ダイバーITを取得す

ること。 

2. マインダイバーレベル1インストラクターコースの前提条件は以下の通り： 

a. マイン・ダイバー・レベル2の認定。 

b. TDIナイトロックスインストラクター以上の資格。 

c. 地雷潜水記録150本の証明 

d. TDIコースを最低4回教えたことがある。 

e. 少なくとも1回のTDIマイン・ダイバー・レベル1コースをアシストしたことがあること。 

24.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

マインダイブ 

1. TDIインストラクター1名につき生徒3名まで。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

24.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDI 
カバーンダイバーもしくは同等ランク、またはダイブログ25回以上の経験を有するオープンウォー

タースキューバダイバー。講習生がカバーンの認定を受けていない場合は、2ダイブ追加する必要が

あります。この2ダイブ内で、マインの自然光もしくは人工光が射す場所でマインダイバーレベルI
コースの全てのスキルを習得し、それ以降のダイビングは光の射す場所で行う必要がある。ダイバ

ーは、ライトゾーンを超えて進む前に、浮力コントロール、トリム、適切な推進技術を実証しなけ

ればならない。 

3. SDIディープ・ダイバー資格（または同等の資格）をお持ちの方、またはこのコースで18メートル/
60フィートより深く潜った経験を証明できるものをご提示ください。 
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24.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. 最低4回のシングルガイドラインのマインダイブを、2つの異なる場所で、合計100分のボトムタイ

ムで実施すること（マインダイバーレベルIのトレーニングでは、同じマインシステム内の異なる入

水ポイントが、少なくとも50メートル／165フィート離れていれば、異なる場所とみなすことがで

きる）。 

2. 生徒がすでにTDIイントロダクション・トゥ・ケーブまたはフル・ケーブ・ダイバーとして認定さ

れている場合、インストラクターの判断により、最大2ダイブまでマイン・ダイバー・レベルⅠトレ

ーニングの単位として認めることができる。 

3. マインダイバー・レベルIIとあわせて開催する場合、ダイブログ12回、合計ボトムタイム340分以

上、かつ、6日以上  

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は4時間以上 

2. コースは2日間にわたって行われる。 

24.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 
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24.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI頭上環境でのダイビングマニュアル。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

3. TDI Diving in Overhead EnvironmentsInstructor Resource CD（オプション）。 

オプションの素材： 

1. NACD Art of Safe Cave Diving. 

2. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

3. CDAA - 洞窟/シンクホールマニュアル。 

4. NSS-CDS洞窟ダイビングマニュアル。 

5. 闇は招く - マーティン・ファー 

6. 人間には計り知れない洞窟。 

24.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. プライマリーシリンダー（1本または複数本）；計画されたダイビングと生徒のガス消費量に適した

容量。 

2. デュアルオリフィス(Y)または(H)クローズドバルブまたはデュアルバルブマニホールド。 

3. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレータ

ーは長いホースを装備。 

4. SPG(残圧計) 

5. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

6. 潜水環境に適した露出スーツ。 

7. マスクとフィン、シュノーケルはなし。 

8. ラインカット装置。 

9. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間

）。 

10. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 
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11. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

12. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

13. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

14. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

15. 3方向のライン矢印。 

必要な器材はTDIケーブダイバー入門と同じ。 

インストラクターは、TDIフル・ケーブ・ダイビングに必要な器材をすべての水中エクササイズで使用

しなければならない。 

24.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 地雷/洞窟潜水に関する方針。 

2. 異種容積を含むガスマッチングの手順と管理。 

3. 心理学的考察。 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 適正ウエイト 

f. 機器構成。 

5. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

6. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力コントロール。 
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c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

7. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

8. 鉱山の環境： 

a. 地雷の種類 

b. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

c. 構造。 

d. 危険。 

e. 現地でのアクセス要件。 

f. 地主との関係 

9. 自然保護。 

10. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

11. 事故分析。 

12. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

13. 地雷／洞窟ダイビングのエチケット。 

24.11 スキル達成条件と修了条件 

以下の情報を可能な限り把握し、ダイビング計画に活用すること： 

1. 鉱山からどのような材料が、どのような方法で採掘されたか。 

2. 鉱物採掘の過程において、有害物質を使用していなかったか。また、汚染物質が残留していないか

。もしそうなら、どの場所か確認すること。 
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3. 鉱山の詳細な地図は、鉱山会社または鉱山の責任者から入手する。 

4. トンネル崩壊の危険性はないか？ 

5. 坑道からのすべての既知の出入り口、その深さ、他の出口への可能な緊急トラバース。 

6. 鉱山の堆積物の種類。 

7. 天井の支柱の種類（木製か金属製か）、摩耗の兆候を見つける方法、坑内に残された瓦礫の種類。 

8. すべての可能なもつれポイント。 

9. 垂直採掘シャフトの位置、サイズ、深さ。 

10. ラインやドライスーツなど、ダイバーのデリケートな器材を損傷する恐れのある箇所。 

11. ラインオプション。 

12. パスの安定性を評価する方法 

13. 既存の崩壊点。 

14. 特別な設備が必要。 

15. 出入国のタイプ 

 

陸上ドリル： 

1. 適切な方法： 

a. ガイドラインを配備する。 

b. ガイドラインに従う。 

2. セーフティリール使用 

a. ロスト・ダイバーの処置 

b. ロスト・ライン・ドリル 

 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. デモンストレーション： 

a. ダイビング前の十分な計画。 

b. 機材チェックと機材のマッチング。 

c. バブルチェック。 

d. さまざまなタイプの流れにおける特殊な推進技術。 
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e. 適切な浮力コントロール。 

f. 正しい姿勢。 

g. 適切なストレス分析（検出と管理）。 

 

水中でのスキル 

1. ガイドラインを適切に展開する。 

2. ラインマーカーを適切に使用する。 

3. 目を開いたり閉じたりして、視界が悪くなったことを想定しながら、ガイドラインにきちんと従う

こと。 

4. ガイドラインに従い、目を開けた状態でバディとエアシェアする。 

5. 消灯し、目を閉じて、ガイドラインに従ってタッチコンタクトを使いながら、バディとエアシェア

する。 

6. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

7. ライト／ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

8. 保全と啓蒙技術。 

9. バックアップ・ナビゲーションとして参照。 

10. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 

11. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックライトを使って坑道を出る。 

12. ロスト・ラインとロスト・ダイバーのドリルを実演する。 

13. 潜在的な危険、もつれ、崩壊地点を特定し、回避する。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIイントロ・ケーブ・ダイバー・コースの筆記試験を十分に修了すること（この条件は、生徒が

すでにTDIイントロ・ケーブ認定を受けている場合、インストラクターによって免除される場合が

あります）。 

2. すべての陸上ドリルおよび鉱山潜水要件を安全かつ効率的に実行する。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 鉱山環境に対する適切な意識と敬意を維持すること。 

5. すべてのダイビングを記録する。 
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24.12 ダイビングの許可 

人工的な環境で訓練を実施する前に、鉱山の所有者／運営者、政府機関など、その場所の責任者から許

可を得なければならない。 

さらに、関連する地域の救急サービスに、活動を開始する前に通知する必要があります。  



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 154 of 264 

 

 

25. マインダイバーレベルII(Mine Diver Level II) 

25.1 イントロダクション 

このコースは、一連の TDI 
マインダイバーコースの第2段階です。このコースは、マインダイビングのあらゆる面を評価するための

準備コースではありません。このコースの目的は、TDIの洞窟と鉱山で達成された以前のスキルを拡大

し、批評することです。 

ダイバーレベルIプログラム。ダイビングのプランニングと、実際のマインへの侵入を通したスキルの完

成度に重点を置く。インストラクターの裁量により、このコースを TDI 
マインダイバー・レベルIと組み合わせて指導することができる。 

このコースでは、TDI 
フルケーブコースと同様の原理とテクニック、トレーニング教材、器材を用いる。しかしながら、両方

のコース認定を受けるためには、このコースのみでなく、TDI 
フルケーブコースも修了する必要がある。 

25.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでマインダイビングを行うことが

できる： 

1. 貫通は1/3空気ルールに制限される。 

2. 最大深度40メートル／130フィート。 

3. 私のところでは設備の撤去はない。 

4. 生徒とインストラクターの現在の資格の範囲内で、適切または必要な安全停止と減圧停止。 

5. 継続的なガイドラインを維持する。 

6. 適切な地雷潜水器材を使用する。 

25.3 指導できるインストラクター 

TDI 本部トレーニング部門から承認されているアクティブステータスのTDI 
マインダイビングインストラクター。承認されるための最低要件は、 

1. TDIフル・ケーブ・インストラクター、最低30ダイブ以上の洞窟潜水経験者 
 
または 
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1. マイン・ダイバー・レベル2インストラクター・コースを修了し、TDIマイン・ダイバーITを取得す

ること。 

2. マインダイバーレベル2インストラクターコースの前提条件は以下の通り： 

a. TDIマイン・ダイバー・レベル1インストラクターの資格取得。 

b. 地雷潜水記録200本の証明。 

c. TDIマイン・ダイバー・レベル1コースを最低3回教えたことがあること。 

d. 少なくとも1回のTDIマイン・ダイバー・レベル2コースをアシストしたことがあること。  

25.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

洞窟ダイブ 

1. インストラクター1人につき最大3人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 

25.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 公認TDIマイン・ダイバー・レベルI、または同等の資格。 

25.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 8回のマインダイブが必要とされ、3つの異なるサイトにおいて最低240分のボトムタイムが必要と

される（マインダイバーレベルIIトレーニングでは、同じマインシステム内の異なる入水ポイント

が、少なくとも100メートル／330フィート離れていれば、異なるサイトとみなすことができる）

。 

2. これらの場所のうち少なくとも1つは、生徒のマイン・ダイバー・レベルIコース中のトレーニング

で使用されなかった場所でなければならない。 
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3. 受講生がすでにTDIマイン・ダイバー・レベルIまたはTDIフル・ケーブ・ダイバーとして認定され

ている場合、インストラクターの判断により、最大2ダイブまでマイン・ダイバー・レベルIIのトレ

ーニングに加算することができる。 

4. マイン・ダイバー・レベルⅠと組み合わせる場合は、最低6日間、合計12ダイブ、最低潜水時間34
0分を実施しなければならない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は6時間。 

2. コースは4日以上で行わなければならない。 

25.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

25.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI頭上環境でのダイビングマニュアル。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

3. TDI Diving in Overhead EnvironmentsInstructor Resource CD（オプション）。 
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オプションの素材： 

1. NACD Art of Safe Cave Diving. 

2. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

3. CDAA - 洞窟/シンクホールマニュアル。 

4. NSS - CDS洞窟ダイビングマニュアル。 

5. 人間には計り知れない洞窟。 

6. 闇は招く - マーティン・ファー 

25.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. デュアルシリンダー、計画されたダイビングに適した容量、学生のガス消費量。 

2. 2つの独立したファースト・ステージとセカンド・ステージのレギュレーター；1つのレギュレータ

ーは長いホースを装備。 

3. SPG(残圧計) 

4. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

5. 潜水環境に適した露出スーツ。 

6. マスクとフィン、シュノーケルはなし。 

7. 2つのラインカット装置。 

8. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間

）。 

9. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

10. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

11. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

12. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

13. 3方向のライン矢印。 

14. 非方向性ラインマーカー1本。 

15. 15メートル／50フィートのガイドライン付きギャップリール。 

16. 減圧が計画されているダイビングでは、チームは減圧ボンベに適切なマークを付け、減圧の義務よ

り少なくとも1ポイント深くステージングすることが推奨されます。 
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必要な器材はTDIフル・ケーブ・ダイバーと同じ。インストラクターは、TDIフル・ケーブ・ダイビン

グに必要な器材をすべての水中エクササイズで使用しなければならない。 

25.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 地雷/洞窟潜水に関する方針。 

2. 異種容積を含むガスマッチングの手順と管理。 

3. 心理学的考察。 

4. 機器の検討： 

a. シリンダー・オプション。 

b. レギュレーターのオプション。 

c. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 

d. リールのオプション。 

e. 適正ウエイト 

f. 機器構成。 

5. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

6. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力コントロール。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

7. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

c. 減圧理論と鉱山ダイビングへの応用。 
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8. 鉱山の環境： 

a. 地雷の種類 

b. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

c. 構造。 

d. 危険。 

e. 現地でのアクセス要件。 

f. 地主との関係 

9. 自然保護。 

10. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

11. 事故分析。 

12. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

13. 地雷／洞窟ダイビングのエチケット。 

25.11 スキル達成条件と修了条件 

以下の情報を可能な限り把握し、ダイビング計画に活用すること： 

1. 鉱山からどのような材料が、どのような方法で採掘されたか。 

2. 鉱物採掘の過程において、有害物質を使用していなかったか。また、汚染物質が残留していないか

。もしそうなら、どの場所か確認すること。 

3. 鉱山の詳細な地図は、鉱山会社または鉱山の責任者から入手する。 

4. トンネル崩壊の危険性はないか？ 

5. 坑道からのすべての既知の出入り口、その深さ、他の出口への可能な緊急トラバース。 

6. 鉱山の堆積物の種類。 

7. 天井の支柱の種類（木製か金属製か）、摩耗の兆候を見つける方法、坑内に残された瓦礫の種類。 
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8. すべての可能なもつれポイント。 

9. 垂直採掘シャフトの位置、サイズ、深さ。 

10. ラインやドライスーツなど、ダイバーのデリケートな器材を損傷する恐れのある箇所。 

11. ラインオプション。 

12. パスの安定性を評価する方法 

13. 既存の崩壊点。 

14. 特別な設備が必要。 

15. 出入国のタイプ 

 

陸上ドリル： 

1. ガイドラインの適切な展開方法。 

2. ガイドラインの正しい守り方 

3. ロスト・ダイバーの処置における安全リールの使用。 

4. ロスト・ライン・ドリルでの安全リールの使用。 

 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 機材チェックと機材合わせ。 

3. バブルチェック。 

4. 様々なタイプの流れの中で、特殊な推進テクニックを披露する。 

5. 適切な浮力コントロールを行う。 

6. 正しい姿勢を示す。 

7. 適切なストレス分析（検出と管理）を実証する。 

 

水中スキル 

1. ガイドラインを適切に展開する。 

2. 方向指示器と非方向指示器のラインマーカーを適切に使用する。 

3. 目を開いたり閉じたりしながら（視界が悪くなることをシミュレートしながら）ガイドラインにき

ちんと従うこと。 
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4. ガイドラインに従い、目を開けた状態でバディとエアシェアする。 

5. 消灯し、目を閉じた状態でバディとエアシェアし、ガイドラインに従ってタッチコンタクトを使用

する。 

6. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

7. ライト／ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

8. 保全と啓蒙技術。 

9. バックアップ・ナビゲーションとして参照。 

10. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 

11. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックライトを使って洞窟を出る。 

12. ロスト・ラインとロスト・ダイバーのドリルを実演する。 

13. リールを使って、サーキットやトラバースで必要なジャンプやギャップを行い、オープンウォータ

ーへの連続したガイドラインを維持する方法をデモンストレーションする。 

14. 潜在的な危険、もつれ、崩壊地点を特定し、回避する。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIケーブダイバーコースの筆記試験を十分に修了すること（この条件は、生徒がすでにTDIフルケ

ーブ認定を受けている場合、インストラクターによって免除される場合があります）。 

2. すべての陸上ドリルおよび鉱山潜水要件を安全かつ効率的に実行する。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 鉱山環境に対する適切な意識と敬意を維持すること。 

5. すべてのダイビングを記録する。 

25.12 ダイビングの許可 

人工的な環境で訓練を実施する前に、鉱山の所有者／運営者、政府機関など、その場所の責任者から許

可を得なければならない。 

さらに、関連する地域の救急サービスに、活動を開始する前に通知する必要があります。  
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26. リブリーザーディスカバリープログラム(Rebreather 
Discovery Program) 

26.1 イントロダクション 

このプログラムは、将来講習に参加する可能性がある講習生に、アクティブステータスのTDIリブリー

ザーインストラクターの直接監督のもと、安全な環境でTDI承認のリブリーザーダイビングを紹介する

ことを目的としている。 

26.2 卒業生の資格 

これは資格認定のためのコースではない。このコースを修了した講習生に対して、リブリーザー体験コ

ースに参加した証明を発行してもよい。 

26.3 指導者 

TDIリブリーザー・インストラクターは、実施されるプログラムに特化したユニットで活動中であるこ

と。 

26.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 主題に関する包括的かつ完全な研修を確保するための適切な施設、備品、時間が提供される限り、

無制限。 

プール： 

1. 講師1人につき生徒2人まで。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. インストラクター1名につき最大2名まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量に委ねられる。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. 講師1名につき生徒1名まで。 
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26.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. プログラムのプール/コンファインドウォーターセッションに参加するには、オープンウォーターダ

イブを10本ログ付けした証明を提出すること。 

3. プログラムのオープンウォーターセッションに参加するためには、25回のオープンウォーターダイ

ブを記録した証明を提出すること。 

4. TDIナイトロックス・ダイバー、または同等のダイバー。 

26.6 プログラムの構成と期間 

プール／コンファインドウォーターの実行： 

1. コンファインド・ウォーター・スキルは、立ち上がるのに十分な浅さの水中で行わなければならな

い。 

2. プログラムのオープンウォーター部分に進む場合は、最大水深6メートル/20フィートまでの限定水

域トレーニングを30分以上行うこと。 

3. すべての限定水域でのセッションは、日中または日中の状況を模擬した状況下で行わなければなら

ない。 

4. プール／コンファインドウォーターおよびオープンウォーターの最大潜水時間は、メーカーが推奨

するスクラブ持続時間内に十分収めなければならない。 

5. インストラクターは、コンファインド・ダイブの実施中、写真やビデオ機器を携帯することはでき

ません（ハンズフリー・システムは、ダイビング中にインストラクターからの入力が必要ない限り

、許可されます）。 

6. インストラクターは、プログラム参加者の近くにいて、体験の間中、即座に援助を提供しなければ

ならない。 

7. リブリーザーは、使用者間で適宜、メーカーの推奨に基づき消毒すること。 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. オプションとして、最大水深9メートルまでのオープンウォーターセッションを実施することができ

る。 

2. プール／コンファインドウォーターおよびオープンウォーターの最大潜水時間は、メーカーが推奨

するスクラブ持続時間内に十分収めなければならない。 

3. すべてのオープンウォーターセッションは、昼間の時間帯、または昼間の状況を模擬した状況下で

行わなければならない。 
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4. インストラクターは、オープンウォーターダイブの実施中、写真やビデオ機器を携帯することはで

きません（ハンズフリーシステムは、ダイビング中にインストラクターからの入力が必要ない限り

、使用可能です）。 

5. オープンウォーター(海洋)実習は、インストラクターの裁量により、1週間以内に繰り返してもよい

。この場合、学科講習をブリーフィングで置き換えることができ、この場合、プール／コンファイ

ンドウォーター・パートの主要な安全ドリルを、オープンウォーター・ダイブの前に、立ち上がる

のに十分な浅瀬で繰り返さなければならない。 

6. インストラクターは、常に講習生をサポートできる位置にいなければならない。 

プログラムの構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてプログラムを構成する

ことができます。 

コース時間： 

1. 推奨トレーニング時間は2時間 

26.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. インストラクターの判断で、ダイバーがリブリーザー体験ダイビングに参加したことを示す証明書

を発行することができる。この証明書はインストラクターが作成し、この証明書がリブリーザーダ

イビングの証明書ではないことを明記すること。 

26.8 トレーニング教材 

以下の記事や書籍は、より幅広い理解を可能にするお勧めの一冊である。 

1. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 
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2. Kenneth Donald - Oxygen& the Diver. 

3. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

4. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

5. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

6. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

26.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 生徒が潜る特定のユニットのレーティングを保持する現役のTDIリブリーザー・インストラクター

によって完全に組み立てられたTDI承認リブリーザー。 

2. メーカーが要求するリブリーザー製造リスト。 

3. 最低1台のCCRダイブコンピューターまたはPO₂モニタリング装置。 

4. マスクとフィン。 

5. 訓練が実施される環境に適した露出スーツ。 

6. 適切な体重。 

7. 酸素分析装置へのアクセス。 

8. ベイルアウト・ガス供給（オンボード・ダイリューエント供給の場合もある）。 

注：インストラクターと認定アシスタントは、講習生が利用できるベイルアウトガスを追加で携行しな

ければならない。この冗長空気源は、リブリーザーダイビングをする場合、インストラクターのリブリ

ーザー要件よりも大きくなければならない。インストラクターは TDI 
に認定された機種のリブリーザーを使用するか、オープンサーキットの器材のいずれかを選択して使用

すること。 

26.10 学科アウトライン 

指導者は、これらのトピックの提示に役立つと思われるテキストや教材を追加で使用してもよい。 

プログラム中に以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化についての簡単な紹介。 

2. システムの実用的な力学： 

a. カウンターの肺が目的。 

b. スクラバーの素材目的。 
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c. 酸素ボンベ。 

d. 希釈液シリンダー。 

e. マウスピース。 

f. ハーネスとBCD。 

3. 呼吸ガス： 

a. ナイトロックスの概念とその利点を改めて紹介する。 

b. PO₂の概念とダルトンの法則を紹介する。 

c. リブリーザーにPO₂のセットポイントを導入する。 

d. 酸素燃料電池、冗長性、投票論理。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素の制限。 

b. 窒素の制限。 

c. CO₂の制限、スクラバーの持続時間。 

d. ガス消費量／制限。 

5. 中耳酸素吸収症候群 - 潜水後に必要な平衡化。 

6. システムの電子機能とキャリブレーション手順。TDIリブリーザー現役インストラクターが行うキ

ャリブレーション手順。 

7. PO₂モニタリング。 

8. 緊急時の手続き 

a. 救済する。 

b. 適切な体重測定／体重チェック。 

c. 下山手続き： 

i. 適切なガスを追加 

1. 肺のカウンター。 

2. BCD。 

d. 上昇の手順 

i. 適切なガス排出: 

1. 肺のカウンター。 

2. BCD。 
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e. 手動添加と自動希釈バルブ添加について説明する。 

f. アラーム。 

g. スリーH：低酸素、高酸素、過呼吸。 

h. 浸水したループ。 

26.11 スキル達成条件と修了条件 

生徒は、プール/コンファインドウォーターおよびオープンウォーターで、以下のスキルを以下のプログ

ラム制限内で成功裏に修了することが求められる： 

1. 全てのダイビングは、PO₂ CNSの合計が、CNS上限に対して80％以内であること 

2. PO₂ はメーカー推奨値または1.3を超えてはいけない。最小PO₂設定値0.7。 

3. 自動希釈バルブ（ADV）がメーカーにより取り付けられている場合、定期的なゲージや電子機器の

監視、手動制御などの追加スキルが重視されなければならない。 

4. 下降と上昇は、傾斜の緩やかなビーチアクセスなど、緩やかな上昇に従うか、下降ライン／ボトム

と水面の基準を使用しなければならない。 

 

プール／コンファインドウォーターのスキル 

1. ダイビング前のチェック 

2. リークチェック。 

3. PO₂およびCO₂センサ（該当する場合）のモニタリングについて理解を示す。 

4. 圧力計の監視について理解を示す。 

5. マウスピースに慣れていること。マウスピースを正しく閉じ、ベイルアウトして回路を開くことが

できる。 

6. 降下手順：BCDにガスを追加し、適宜対肺を行う。 

7. 希釈液を手動で加える（該当する場合）。 

8. ADVを理解する 

9. 泳ぎと浮力の維持。 

10. 軽いゴボゴボ音がする場合の対処法。 

11. 適切なループ量を維持する。 

12. アラーム＝即座の救済措置 
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13. 肺、対肺、BCDなど、空気を抜きながら水中を上昇する。 

 

オープン・ウォーター・スキル 

1. PO₂モニタリング。 

2. 圧力計の監視 

3. 浮力の維持。 

4. 適切なループ量を維持する。 

 

リブリーザー・ディスカバリー・プログラムを修了するためには、受講生は次のことが必要である： 

1. インストラクターが満足するレベルまで、限定水域とオープンウォーターのスキルアップセッショ

ンを修了すること。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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27. セミクローズドサーキットリブリーザーダイバー、

特定ユニット 

27.1 イントロダクション 

このコースは、以下の半閉鎖式リブリーザーのいずれかを使用したいレクリエーショナル・ダイバーの

ための入門レベルの認定コースです：Dolphin, Ray, Submatix ST100, Azimuth or Scuba Force 
SFX.このコースの目的は、SCRリブリーザーを使う際の利点、潜在的なリスク、正しい手順を学ぶ、レ

クリエーショナルダイバー向けトレーニングです 

27.2 修了者に与えられる資格 

このコースの修了者は、半閉鎖式リブリーザーを使用し、認定レベルを超えないナイトロックスミック

スを使用して、最大深度40メートル（130フィート）まで無減圧潜水を行うことができる。 

27.3 指導できるインストラクター 

アクティブステータスのTDIリブリーザーインストラクター。各機種ごとにインストラクターの資格が

必要。 

27.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口） 

1. ドラッガー・ユニットはインストラクター1名につき最大6名、アジマスおよびサブマティクス・ユ

ニットはインストラクター1名につき最大4名。 

27.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上、保護者の同意があれば15歳以上。 
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2. TDIナイトロックス・ダイバー以上の資格を有すること。インストラクターの判断により、プログ

ラムに組み合わせることができる。 

27.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. ドラッガー・ユニットの場合、最低4ダイブ、累積100分以上。 

2. サブマティックスST100の場合、最低5ダイブ、最低125分の累積時間。 

3. アジマスは最低6ダイブ、累積潜水時間150分以上。 

4. スクーバフォースSFXは最低6ダイブ、180分の累積が必要。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

27.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

27.8 トレーニング教材 

必要な素材： 
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1. TDI Diving RebreathersStudent Manual or eLearning. 

2. 潜水するリブリーザーのメーカーマニュアル。 

オプションの素材： 

1. TDIプラスチックEADとPO₂表。 

2. TDI 潜水用リブリーザーPowerPoint プレゼンテーション. 

3. ナイトロックスとリブリーザーの方程式ソフトウェア。 

27.9 必須器材 

候補生の必須器材は以下の通り： 

1. 実施されるトレーニングに特化したリブリーザー。 

2. 各リブリーザー用の吸入PO₂用統合PO₂モニタリング装置（ユニットが装備されている場合は項目1
7.13を参照）。 

3. マスクとフィン。 

4. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

5. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意することもある）。 

6. ウェイト／ウェイトシステム。 

7. ベイルアウトシリンダー、最小サイズ1.9リットル／13立方フィート。 

8. 流量計、インストラクターが供給することもある。 

27.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDIダイビング・リブリーザースチューデントマニュアルとメーカーのマニュアルを

使用することが必須であるが、インストラクターは、これらのトピックを説明するのに役立つと思われ

るテキストや資料を追加で使用することができる。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットの比較。 

3. システムの実用的な力学： 

a. リブリーザーの組み立てと分解。 

b. レイアウトとデザイン。 
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c. スクラバーの再充電。 

d. システムのメンテナンス。 

e. ブリージングループの除染手順。 

4. ナイトロックスのレビュー 

a. ドルトンの法則（三角形）。 

b. 最適なナイトロックスミックス。 

c. 酸素のトラッキング。 

d. ガスの準備。 

e. ダイブ・プランニングの例 

5. ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 

b. 高酸素症。 

c. 低酸素。 

d. 窒息。 

e. ハイパーカプニア（高炭酸症） 

f. 窒素の吸収。 

g. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

h. ガス消費量： 

i. シリンダーサイズ。 

ii. 深さと仕事量。 

6. 式作業／代謝消費： 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 吸入酸素（O₂）の計算（リブリーザー方程式）。 

c. 空気相当深度(EAD) 

7. ダイブテーブル 

a. 吸入酸素（O₂）表。 

b. 等価空気深度。 

8. ダイブコンピューター 
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a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素（O₂）統合。 

c. PO₂モニタリング装置。 

9. 問題解決： 

a. キャニスターの浸水。 

b. マウスピースの紛失。 

c. スクラバーの疲労。 

d. バッテリーまたはセンサーの損失。 

e. ブリージングバッグの破裂。 

f. オープンサーキット救済システム： 

i. 船内ガス。 

ii. オフボードガス。 

g. 高酸素シナリオ。 

h. 低酸素シナリオ。 

i. 過呼吸のシナリオ。 

j. 問題発生後の機器のメンテナンス 

10. ダイブプランモード： 

a. 作戦計画： 

i. ガスが必要。 

ii. 酸素の制限。 

iii. 窒素の制限。 

27.11 スキル達成条件と修了条件 

最大水深は、PO₂ が1.6atmを超えない範囲であること。 

以下のスキルは、オープンウォーター・ダイブ中に修了しなければならない： 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. ポジティブ、ネガティブ、流量、バイパスレギュレーターの動作、リリーフバルブの圧力など、す

べてのダイビング前チェックを最低6回行う。 
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3. 漏れのチェックと修理のシナリオを実演する、 

4. Submatix ST100用呼気カウンターラングの完全性の実証。 

5. ExtendAirカートリッジを使用する場合、1回のパッキングは粒状材料で行う必要があります。 

6. リブリーザーのセットアップと分解を、Azimuthの場合は最低6回、DraegerおよびSubmatix 
ST100の場合は最低4回行う。 

7. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. システム性能に基づく制限。 

b. 混合物による予定深度での酸素暴露に基づく限界値。 

c. 混合物による予定深度での窒素吸収量に基づく限界値。 

8. 計画されたダイビングを、あらかじめ決められた制限の範囲内で適切に実行すること。 

9. システム故障からのリカバリーを適切に実行し、ベイルアウト・ステーショナリーに最低2回切り替

える、 

10. ベイルアウトシナリオの1つは、ダイバーがオープンサーキットに切り替え、オープンサーキットで

ダイビングと安全停止を完了すること、 

11. 各ベイルアウトシナリオの後、ホースクリアリングテクニックを正しく示すこと。 

12. 方位角のみ、最低2回ブロック切り替えを行う。 

13. ユニットにPO₂モニタリング装置が装備されている場合、すべてのダイブで適切なPO₂モニタリン

グ。 

14. ガスロスを最小限に抑えることに重点を置き、マスククリアの練習を適切に行う。 

15. バディ・アウト・オブ・エアのシナリオを安全かつ適切に実行する。 

16. ダイバーはあらかじめ決められた水深で実際に安全停止を実演する。 

17. ブリージングループの汚染除去を含む、リブリーザーの洗浄とメンテナンスを適切に行うこと。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIダイビング・リブリーザー・コースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 
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28. KISS GEM レベル1 ダイバー (KISS GEM Level 1 
Diver) 

28.1 イントロダクション 

GEM半閉鎖式リブリーザーをレクリエーショナルダイビングで使用したいレクリエーショナルダイバー

のためのエントリーレベルの認定コースです。このコースの目的は、GEMを使用したセミ・クローズド

・サーキット・ダイビングの手順、利点、危険性をダイバーに指導することである。 

28.2 修了者に与えられる資格 

このコースの修了者は、GEM半閉鎖式リブリーザーを使用し、ナイトロックスの混合率を32％から40％
の間で、最大深度30メートル／100フィートまで、ボンベの内容量に基づきPO₂が1.4ATAを超えない減

圧なしダイビングに従事することができる。 

28.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI KISS GEMレベル1インストラクターであれば、誰でもこのコースを教えることができる。 

28.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 講師1名につき、最大4名まで。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口）： 

1. インストラクター1名につき最大4名まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 

28.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 以下の資格を有すること： 
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a. SDIナイトロックス・ダイバー、またはインストラクターの判断により同等のダイビングが

できること。 

b. SDIアドバンス・ダイバー、またはインストラクターの判断により同等レベル。 

28.6 コース構成と時間 

限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング： 

1. 限定水域にてトレーニングダイブ1回以上かつ合計潜水時間60分以上 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 最低5ダイブ、累積潜水時間200分以上、うち2ダイブは水深15メートル以上。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上; コース期間は3日以上 

クロスオーバー 

TDI 
で認められるSCRのトレーニングを、修了したダイバーは、以下の内容を除き、全てのGEMスタンダー

ドを満たさなければならない。 

1. 最低3回のオープンウォーターダイブ、最低120分のボトムタイム。 

2. 60分間の限定水域でのプレーは必要である。 

28.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 
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コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

28.8 トレーニング教材 

必要な資料 

1. KISS GEMの取扱説明書。 

2. TDI KISS GEMPowerPoint Slides. 

オプションの素材： 

1. TDIプラスチックEADとPO₂表。 

28.9 必須器材 

候補生の必須器材は以下の通り： 

1. 完全なGEMリブリーザー。 

2. GEMオーナーズマニュアルからチェックリストを印刷。 

3. GEMリブリーザー取扱説明書。 

4. 各GEMに最低1つの統合PO₂モニタリング。 

5. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意することもある）。 

6. 実施するダイビングに十分なCO₂ 吸収剤（ExtendAir™ カートリッジまたは同等品）。 

7. 水中スレート。 

8. 水深計、オートマチックボトムタイマー、またはナイトロックスダイビングコンピューター。 

9. マスクとフィン。 

10. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

11. 適切な体重。 

12. 適切なスペアのツールキット（インストラクターが用意することもある）。 

13. 消毒液（インストラクターが用意することもある）。 

14. 1ラインカット装置。 
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28.10 学科アウトライン 

KISS GEMオーナーズマニュアルとKISS 
GEMパワーポイントスライドはこのコースで使用することが必須ですが、インストラクターはこれらの

トピックの提示に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用することができます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットの比較。 

3. GEMリブリーザーシステムの実用的な力学： 

a. GEMリブリーザーの組み立てと分解。 

b. レイアウトとデザイン。 

c. スクラバーの交換。 

d. ダイブ前の安全確認シーケンス。 

e. システムのメンテナンスと保管 

f. ブリージングループの除染手順。 

4. ナイトロックスのレビュー 

a. ドルトンの法則（三角形）。 

b. 最適なナイトロックスミックス。 

c. 酸素のトラッキング。 

d. ガスの調製と分析 

5. ガス生理学： 

a. 酸素中毒 

b. 高酸素症。 

c. 低酸素。 

d. 窒息。 

e. ハイパーカプニア（高炭酸症） 

f. 窒素の吸収。 

g. CO₂の毒性。 

h. ガス消費量： 
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i. シリンダーサイズ 

ii. 深さと仕事量。 

6. 式作業／代謝消費： 

a. シリンダーサイズ/持続時間の方程式。 

b. 等価空気深度。 

7. ダイブテーブル 

a. インスパイアされたO₂テーブル。 

b. 等価空気深度。 

8. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. O₂統合された。 

c. PO₂モニタリング装置。 

9. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. 酸素の制限。 

d. 窒素の制限。 

10. 10.問題解決： 

a. キャニスターの浸水。 

b. マウスピースの紛失。 

c. スクラバーの疲労。 

d. バッテリーまたはセンサーの故障。 

e. ブリージングバッグの破裂。 

f. オープンサーキットの救済措置。 

g. 高酸素シナリオ。 

h. 低酸素シナリオ。 

i. 過呼吸のシナリオ。 

j. 問題発生後の機器のメンテナンス 
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28.11 スキル達成条件と修了条件 

最大水深は、PO₂ が1.4atmを超えない範囲であること。 

以下のスキルは、オープンウォーター・ダイブ中に修了しなければならない： 

 

コンファインド・ウォーター・スキル 

1. GEMダイブ前チェックリストを完成させる。 

2. ダイビング前のチェック（最低1回）： 

a. スクラバーのパッキング。 

b. ユニット組み立て。 

c. ワンウェイバルブのチェック。 

d. 正圧および負圧テスト。 

3. 供給シリンダーを適切に分析する。 

4. カウンターラングシステムの適切な装着と調整。 

5. マウスピースの正しい始動方向。 

6. 水中でバブルチェックを行う。 

7. 静止ベイルアウトを1回行う。 

8. 1.5メートルより浅くない深度からベイルアウト上昇を1回行う。 

9. ユニットを完全に分解し、洗浄する。 

注：すべてのプールダイブは、ソースシリンダー内の酸素濃度が最低40%（±1%）の状態で実施され

なければならない。 

 

オープン・ウォーター・スキル 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. メーカーのチェックリストを使用し、ダイブ前の一連のチェックを最低5回行うこと。 

3. 漏れのチェックと修理のシナリオを実演する。 

4. スクラバーキャニスターを最低2回、適切に詰めます。 

5. セットアップとブレークダウンを最低5回、適切に行う。 

6. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 
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a. システムのパフォーマンスについて。 

b. ミックスを使って予定深度で酸素曝露を行った場合。 

c. ミックスで計画した深さで窒素を吸収させる。 

7. 水深が6メートルまたはそれより浅い場合、オープンループまたはオープンサーキットに切り替わる

ことを実証する。 

8. 計画されたダイビングを、あらかじめ決められた制限の範囲内で適切に実行すること。 

9. 水中でカウンターラングシステムの適切な調整を実演する： 

a. ストラップの調整（取り外しと交換を含む）。 

b. まだ調整されていない場合は、カウンターラングバンジーを調整する。 

10. システム故障からのリカバリーを適切に実行し、1ダイブにつき最低2回はベイルアウト・ステーシ

ョナリーに切り替える。 

11. ベイルアウトシナリオのうち1回は、ダイバーがオープンサーキットに切り替え、オープンサーキッ

トでダイビングと安全停止を完了しなければならない（ダイバーがオープンサーキットに切り替え

た時点で、直接潜降を開始しなければならない。 

12. 各ベイルアウトシナリオの後、ホースクリアリングテクニックを正しく示すこと。 

13. すべてのダイブで適切なPO₂モニタリング。 

14. ガスロスを最小限に抑えることに重点を置き、マスククリアの練習を適切に行う。 

15. ユニットを快適にセットアップし、ダイビングすることを実演する。 

16. ダイビング中、浮力をうまくコントロールする。 

17. バディ・アウト・オブ・エアのシナリオを安全かつ適切に実行する。 

18. ダイバーはあらかじめ決められた水深で実際に安全停止を実演する。 

19. 呼吸ループの汚染除去を含む、GEMリブリーザーの洗浄とメンテナンスを適切に行う。 

 

このコースの修了条件： 

1. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. ダイバー最終試験に80％の正解率で合格し、100％の補習を受けること。 
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29. KISS GEM Sidekick ダイバー (KISS GEM 
Sidekick Diver) 

29.1 イントロダクション 

このコースは、レクリエーションダイビングでGEM Sidekick Semi-Closed-Circuit Rebreather 
(SCR)を使用したいレクリエーションダイバーのためのエントリーレベルの認定コースです。このコー

スの目的は、GEMサイドキックを使用したセミ・クローズド・サーキット・ダイビングの手順、利点、

危険性をダイバーに指導することです。 

29.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、卒業生はGEM Sidekick 
SCRを使用し、ナイトロックス混合率32％から40％で、最大深度30メートル/100フィートまで、シリ

ンダー内容に基づいてPO₂が1.4ATAを超えない無減圧潜水に従事することができる。 

29.3 指導できるインストラクター 

現役のTDI KISS GEM 
Sidekickインストラクターであれば、誰でもこのコースを教えることができます。 

29.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 講師1名につき、最大4名まで。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口）" 

1. インストラクター1人につき最大4人まで。状況に応じてこの人数を減らすことはインストラクター

の裁量による。 
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29.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 以下の資格を有すること： 

a. SDIアドバンス・ダイバー、またはインストラクターの判断により同等レベル。 

b. SDIまたはTDIナイトロックス・ダイバー、または同等のものを、インストラクターの判断

でプログラムに組み合わせることができる。 

29.6 コース構成と時間 

限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング： 

1. 最低1回の限定水域でのダイビングと、最低60分のボトムタイム。 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. ダイビングログ5回以上かつ合計潜水時間200分以上 

2. 2ダイブは15メートル以上でなければならない。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

2. 最大深度30メートル（ダイバーの現在の認定深度を超えないこと）。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上; コース期間は3日以上 

2. 最低2時間は機器の概要とメンテナンスに費やさなければならない。 

クロスオーバー 

1. TDIで認められるGEMの認定資格を過去3ヶ月以内に取得したダイバーは、以下の内容を除き、全

てのGEM Sidekickスタンダードを満たさなければならない。 

a. 3時間以上のブリーフィングを実施すること。これには、サイドキックに特化したパワーポ

イントの確認や、機材の準備も含まれる。 

b. 最低2回のオープンウォーターダイブ、最低80分のボトムタイム。 

2. TDI 
で認められるSCRのトレーニングを、過去3ヶ月以内に修了したダイバーは、以下の内容を除き、

全てのGEM Sidekickスタンダードを満たさなければならない。 
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a. 最低3回のオープンウォーターダイブ、最低120分のボトムタイム。 

b. 60分間の限定水域でのプレーは必要である。 

29.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

29.8 トレーニング教材 

必要な資料 

1. KISS GEM Sidekickの取扱説明書。 

2. TDI KISS GEM PowerPoint Slides. 

3. TDI KISS GEM Sidekick PowerPointスライド。 

オプションの素材： 

1. TDIプラスチックEADとPO₂表。 

29.9 必須器材 

候補生の必須器材は以下の通り： 

1. 完全なGEMサイドキックSCR。 

2. GEM Sidekickの取扱説明書からチェックリストを印刷。 

3. GEM Sidekick SCRオーナーズマニュアル。 
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4. 各GEM Sidekickに最低1台の統合PO₂モニタリング。 

5. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意することもある）。 

6. 実施するダイビングに十分なCO₂ 吸収剤（ExtendAir™ カートリッジまたは同等品）。 

7. 水中スレート。 

8. 水深計、オートマチックボトムタイマー、またはナイトロックスダイビングコンピューター。 

9. マスクとフィン。 

10. オープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

11. 適切な体重。 

12. 適切なスペアのツールキット（インストラクターが用意することもある）。 

13. 消毒液（インストラクターが用意することもある）。 

14. 1ラインカット装置。 

29.10 学科アウトライン 

KISS GEM Sidekick Owner's Manual と KISS GEM Sidekick PowerPoint Slides 
はこのコースで使用することが必須ですが、インストラクターはこれらのトピックの提示に役立つと思

われるテキストや資料を追加で使用することができます。 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットの比較。 

3. GEMサイドキックSCRシステムの実用的なメカニズム： 

a. GEM Sidekick SCRの組み立てと分解。 

b. レイアウトとデザイン。 

c. 肺活量コントロールシステム。 

d. スクラバーの交換。 

e. ダイブ前の安全確認シーケンス。 

f. システムのメンテナンスと保管 

g. ブリージングループの除染手順。 

4. ナイトロックスのレビュー 

a. ドルトンの法則（三角形）。 
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b. 最適なナイトロックスミックス。 

c. 酸素のトラッキング。 

d. ガスの調製と分析 

5. ガス生理学： 

a. 酸素中毒 

b. 高酸素症。 

c. 低酸素。 

d. 窒息。 

e. ハイパーカプニア（高炭酸症） 

f. 窒素の吸収。 

g. CO₂の毒性。 

h. ガス消費量。 

i. シリンダーサイズ。 

j. 深さと仕事量。 

6. 式作業／代謝消費： 

a. シリンダーサイズ/持続時間の方程式。 

b. 等価空気深度。 

7. ダイブテーブル 

a. インスパイアされたO₂テーブル。 

b. 等価空気深度。 

8. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. O₂統合された。 

c. PO₂モニタリング装置。 

9. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. 酸素の制限。 
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d. 窒素の制限。 

10. 問題解決： 

a. キャニスターの浸水。 

b. マウスピースの紛失。 

c. スクラバーの疲労。 

d. バッテリーまたはセンサーの故障。 

e. ブリージングバッグの破裂。 

f. オープンサーキットの救済措置。 

g. 高酸素シナリオ。 

h. 低酸素シナリオ。 

i. 過呼吸のシナリオ。 

j. ループの洪水復旧 

k. 供給ガスの遮断。 

l. 問題発生後の機器のメンテナンス 

29.11 スキル達成条件と修了条件 

最大水深は、PO₂ 
が1.4atmを超えない範囲であること。以下のスキルは、限定水域およびオープンウォーターダイブ中に

修了しなければならない。 

 

コンファインド・ウォーター・スキル 

1. GEM Sidekickのダイブ前チェックリスト。 

2. ダイビング前のチェック（最低1回）： 

a. スクラバーのパッキング。 

b. ユニット組み立て。 

c. ワンウェイバルブのチェック。 

d. 正圧および負圧テスト。 

3. 供給シリンダーを適切に分析する。 

4. 酸素センサーの校正と確認を適切に行う。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 188 of 264 

 

 

5. カウンターラングシステムの適切な装着と調整。 

6. マウスピースの始動方向を修正し、水中で再調整する。 

7. 水中でバブルチェックを行う。 

8. 適切なPO₂モニタリングを実証する。 

9. 静止ベイルアウトを1回行う。 

10. 1.5メートルより浅くない深度からベイルアウト上昇を1回行う。 

11. 肺活量調整システムの調整。 

12. 水中でのガス供給離脱と再接続 

13. 異なる姿勢で呼吸する練習をし、それぞれの姿勢で呼吸した時にもたらされる変化具合を把握する 

14. ユニットを完全に分解し、洗浄する。 

注：すべてのプールダイブは、ソースシリンダー内の酸素濃度が最低40%（±1%）の状態で実施され

なければならない。 

 

オープンウォータースキル： 

1. 混合ガスを適切に分析する。 

2. 酸素センサーの校正と確認を適切に行う。 

3. 各ダイブでメーカーのチェックリストを使用し、ダイブ前のチェックシーケンスを実行する。 

4. 漏れのチェックと修理のシナリオを実演する。 

5. スクラバーキャニスターを最低2回、適切に詰めます。 

6. 各ダイブのセットアップとブレイクダウンを適切に行う。 

7. 以下の内容に基づく適切なプレダイブプランニングをデモンストレーションする 

a. システム性能。 

b. ミックスによる予定深度での酸素曝露。 

c. 混合による計画深度での窒素吸収。 

8. 水深が6メートルまたはそれより浅い場合、オープンループまたはオープンサーキットに切り替わる

ことを実証する。 

9. 計画されたダイビングを、あらかじめ決められた制限の範囲内で適切に実行すること。 

10. 水中でカウンターラングシステムの適切な調整を実演する。 

11. 肺活量調整システムの調整。 
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12. 水中でのガス供給離脱と再接続 

13. システム故障からのリカバリーを適切に実行し、1ダイブにつき最低2回はベイルアウト・ステーシ

ョナリーに切り替える。 

14. ベイルアウトシナリオのうち1回は、ダイバーがオープンサーキットに切り替え、オープンサーキッ

トでダイビングと安全停止を完了しなければならない（ダイバーがオープンサーキットに切り替え

た時点で、直接潜降を開始しなければならない。 

15. 各ベイルアウトシナリオの後、ホースクリアリングテクニックを正しく示すこと。 

16. すべてのダイブで適切なPO₂モニタリング。 

17. ガス消費量を最小限に抑えた、適切なマスククリアの実施 

18. ユニットを快適にセットアップし、ダイビングすることを実演する。 

19. ダイビング中、適切な浮力コントロールとトリムを行う。 

20. バディ・アウト・オブ・エアのシナリオを安全かつ適切に実行する。 

21. ダイバーはあらかじめ決められた水深で実際に安全停止を実演する。 

22. パーシャルループのフラッドリカバリー手順を最低2回適切に実行する。 

23. ガスの切り替え手順を少なくとも3回は正しく実行すること。 

24. ブリージングループの汚染除去を含む、GEM Sidekick 
SCRのクリーニングとメンテナンスを適切に実施すること。 

 

このコースの修了条件： 

1. オープンウォーターに必要なすべての項目を安全かつ効率的にクリアすること。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. ダイバー最終試験に80％の正解率で合格し、100％の補習を受けること。 
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30. エアーディルエント・クローズドサーキットダイバ

ー(特定ユニット)(Air Diluent Closed Circuit 
Rebreather Diver, Unit Specific) 

30.1 イントロダクション 

クローズドサーキット・リブリーザー（CCR）を使用したエアーダイビングを希望するダイバーのため

のエントリーレベルの認定コースです。コースの目的は、CCRダイビングの利点、危険性、適切な手順

についてダイバーを訓練し、希釈剤として空気またはナイトロックスを使用し、最大深度30メートル/1
00フィートまでの基本的なCCRダイビングスキルを開発することです。このコースでは減圧潜水はでき

ません。 

30.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、修了者は次のことができる： 

1. 希釈剤として空気を使用し、最大深度30メートルまでCCRを使用した潜水活動に従事すること。 

30.3 指導できるインストラクター 

使用するユニットについてTDI Air Diluent CCR Instructorのレーティングを持つ現役のTDI 
Instructor。 

30.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. TDIインストラクター1名につき生徒は最大3名まで、リフレッシュやユニットクロスオーバーの場

合は1名まで追加可能。 

オープンウォーター（海、湖、採石場、泉、川、河口）： 
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1. アクティブステータスのTDI 
インストラクター１名に対し講習生は最大３名。リフレッシュダイバーやクロスオーバーの講習生

の場合は、もう1人の講習生を追加できる。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

30.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 海洋でのダイブログ20回以上ユニットのクロスオーバーを完了する場合は、過去12か月間にログに

記録されたCCRダイブ10回完了 

3. TDIナイトロックス・ダイバーであること、またはTDIが認める機関から同等の証明書を提出するこ

と。 * 

4. リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、生徒はTDIサイドマウント・ダイ

バー資格または同等の資格を保持し、10回のサイドマウント・ダイブを記録した証明を提出しなけ

ればなりません。 

注：ナイトロックス・ダイバーおよび/またはアドバンス・ナイトロックス・ダイバーは、このコースと

組み合わせることができます。 

30.6 コース構成と時間 

限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング： 

1. 最大9メートル（30フィート）までの限定水域訓練を60分以上行うこと。 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 器材設定セッションと限定水域セッションは、オープンウォーター・トレーニング・ダイブの前に

終了していなければならない。 

2. 420分以上のオープンウォータートレーニングを7ダイブ以上行い、水深を30メートルまで徐々に

深くする。 

3. 水中セッションは1日3回まで 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

2. 最終試験は、学生が理解できる言語がない場合、口頭で行われることがある。 

コース時間： 
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1. 最低6時間の学力向上ワークショップと2時間の機器メンテナンス・ワークショップ。 

2. 全コースの期間は最低5日間でなければならない。 

クロスオーバー 

すでにTDIエアダイリューエントCCRダイバーまたは同等の資格を持つ生徒が、TDIが認定する他のCCR
での資格取得を希望する場合、生徒はすべてのユニット別コース基準に従い、すべてのスキルパフォー

マンス要件を満たさなければならない。 

但し、別ユニットへのクロスオーバー中は次の点が変更になる： 

1. 最大9メートル（30フィート）までの限定水域訓練を60分以上行うこと。 

2. 240分以上のオープンウォータートレーニングを、最大水深30メートルまで4ダイブ以上行うこと

。 

3. 生徒がすでにキスプリット・エア・ダイバーの資格を持ち、サイドワインダーへ移行する場合、生

徒は次のことをしなければならない： 

a. ユニットの組み立て、ホースの取り回し、着脱を含むアカデミックセッションを修了するこ

と。 

b. 最低3ダイブで180分以上のオープンウォーター講習。 

30.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

30.8 トレーニング教材 

このコースには以下のものが必要である： 
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1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDI潜水用リブリーザーパワーポイント・プレゼンテーション 

3. メーカーのマニュアルと最新情報。 

4. メーカーのビルド・チェックリスト 

5. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

6. メーカーの最低トレーニング基準およびメーカーが要求する追加コースフォーム。 

オプション 

1. メル・クラーク-リブリーザー・シンプリファイド。 

2. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

3. Kenneth Donald - Oxygen& the Diver. 

4. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

5. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

6. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

7. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

30.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 完全な閉鎖式リブリーザー。ユニットに変更を加える場合は、メーカーの承認が必要です 

2. 最低1台のCCRダイブコンピューター、またはボトムタイマーと水深計。 

3. マスク、フィン、適切なラインカット器具。 

4. スレートと鉛筆。 

5. リールに最低40メートル／130フィートのライン。 

6. 潜水環境に適した揚力とサイズのリフトバッグ／遅延式水面マーカーブイ（DSMB）。 

7. トレーニングが行われるオープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

8. 酸素分析装置へのアクセス。 

9. 適切な体重。 

10. ベイルアウト用ガスの供給(通常の呼吸源とは別に持ち運ぶバックアップの空気源) 

注：講師と受講生は、コースの全行程において同じユニットに所属していなければなりません。インス

トラクターと認定されたアシスタントは、すべてのオープンウォーターセッションの間、生徒のために
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ベイルアウトガスを携帯しなければならない。この冗長なガス源は、インストラクターと認定アシスタ

ントのリブリーザー必要量より多くなければなりません。 

30.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDIダイビング・リブリーザーズ・スチューデント・マニュアルまたはeラーニング、

およびメーカーのマニュアルを使用することが必須であるが、インストラクターは、これらのトピック

の提示に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用してもよい。 

コース中に以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステム

の比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. CCRの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 

d. 呼吸ループの汚染除去手順。 

e. メーカーは、ベイルアウトバルブ、自動希釈バルブなどの追加アイテムをサポートした。 

f. ループ量 - 最小/最適。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素 (O2) のリスク:高酸素、毒性、低酸素。 

b. 窒素の吸収。 

c. 二酸化炭素（CO₂）中毒、過呼吸。 

d. ガス密度。 

5. 適切なスクラバーの梱包；メーカーの推奨に従うこと： 

a. ガス消費量。 

6. 電子または手動のシステム設計とメンテナンス： 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 燃料電池。 

c. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 
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7. ダイブテーブル 

a. 酸素分圧一定（PPO₂）理論。 

b. 中枢神経系（CNS）と酸素トラッキングユニット（OTU）のトラッキングの認識。 

8. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 一定のPO₂。 

c. 酸素（O₂）統合。 

d. 減圧保守性/勾配因子の選択。 

9. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. スクラバーの持続時間。 

d. 酸素の制限。 

e. 窒素の制限。 

f. 混合チームでのダイビング。 

10. 緊急時の手続き 

a. B.A.D.-D.A.Sの使用 - ベイルアウト、不安呼吸、決定 - 
希釈液フラッシュ、常にPO2を知る、問題を克服するスキル。 

b. スリーHの問題 

c. 浸水したループ。 

d. 細胞の警告 

e. バッテリーの警告と電子機器の故障。 

11. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 
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30.11 スキル達成条件と修了条件 

TDIとリブリーザー製造業者の両方が設定したすべての基準を満たさなければならないが、どちらの上

限も超えてはならない。 

以下のオープンウォータースキルは、受講生がオープンウォーターダイブ中に以下のコース制限で修了

しなければならない： 

1. すべての技能は、指導者がユニット別のCCRで証明しなければならない。 

2. すべてのオープンウォーター・ダイブは、6メートル／20フィートから30メートル／100フィート

の間で行わなければならない。 

3. 2本のダイブは少なくとも水深24メートル（79フィート）でなければならない。 

4. ユニット固有の製造元が必要とする追加のスキルを問題なく完了します。 

5. 呼吸ガスの制限： 

a. 最大PO2設定値は1.3 barを超えない。 

b. 6m/20ft以下での最大2分間を除き、最大1.4barの呼吸ループPO2。 

c. 最大深度でのPO2が1.6barを超えないようにする。 

d. 最大深度でのPO2が1.1barを超えないように希釈する。 

6. すべてのダイブは、PO₂のCNS制限の80％を上限とするCNSパーセンテージ制限内で完了すること

が推奨される。 

7. セーフティストップは6メートル/20フィートで最低3分間行うこと。 

8. 使用者がメーカーによる自動希釈液バルブ（ADV）を選択した場合、希釈液ゲージの定期的なモニ

タリングや添加コントロールなどの追加スキルが重視されなければならない。 

9. 生徒は、各ダイビング日の終わりにすべてのダイビングのログを取ること。 

 

オープン・ウォーター・スキル 

1. ダイビング前のチェック 

a. メーカーのユニットビルドチェックリストを使用したユニットビルドアップ。 

b. スクラバーキャニスターチェック。 

c. 呼吸ループのチェック。 

d. ポジティブ・チェックとネガティブ・チェック。 

2. 適切な場合、O₂分析器を使用して希釈剤と酸素（O₂）ボンベの内容物を確認する。 
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3. ダイブ前の正しいプランニングを行う： 

a. システム性能に基づく制限。 

b. 選択したPPO₂レベルでの酸素曝露に基づく限界値。 

c. 計画された深さでの窒素吸収とPO₂設定値に基づく制限。 

d. 計画されたダイビングの減圧度/勾配係数の適切な選択。 

e. 熱的制約。 

4. 緊急時の対応 

a. マウスピースに慣れるドリル 

b. 救済訓練 

c. ガスのシャットダウンとガスの喪失。 

d. ホースの破損。 

e. 浸水吸収キャニスター。 

f. 二酸化炭素（CO₂）のブレークスルー。 

g. 低酸素ドリル 

h. 高酸素ドリル 

i. 洪水のループ。 

j. 電子機器とバッテリーの故障。 

k. 反応しないリブリーザーダイバーを、少なくとも水深5メートルから水面まで救助するシミ

ュレーションを実演する。 

l. 水面でのBCDの経口インフレーション 

5. BCD/スーツの使用と、浮力コントロールのためのループ呼吸量の効果的な管理。手や足を動かさず

、水柱の定位置（±1m）で90秒以上ホバリングできることを示す。 

6. リーク・バブル・チェックのため、下降中に3～6メートル／10～20フィートで停止する。 

7. PO₂レベル(SETPOINT)の電子システム監視とセットポイントの切り替え。 

8. 電子制御式CCRを使用しない場合は、設定値を手動で制御する。 

9. ヘッドアップディスプレイとコンピュータの使用と調整。 

10. マスクの脱着。 

11. リフトバッグ/遅延水面マーカーブイとリールの使用。  

12. あらかじめ決められた潜水限界の範囲内で、ダイビングを適切に実施すること。 
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13. あらかじめ決められた深さでの安全停止のデモンストレーション。 

14. コンスタント・ループ・ボリューム・マネージメント。 

15. 希釈剤と酸素の適切な使用による細胞のバリデーションチェック。 

16. ダイビング後、ユニットを清掃： 

a. マウスピースとホース。 

b. ユニットを清掃し、消毒する。 

c. ユニットの構成部品を点検する。 

17. ダイバーによるユニットのメンテナンス： 

a. セルの取り外しと交換。 

b. マウスピースのストリップとリビルド。 

c. バッテリーの交換／充電  

 

コースを修了し、TDI Air Diluent CCR 
ratingを取得するためには、受講生は以下の条件を満たさなければなりません： 

1. 筆記試験を80％以上の得点で満足に修了すること。 

2. インストラクターが満足するよう、限定水域とオープンウォーターのスキルアップセッションをす

べて終了すること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. コース終了後、6ヶ月以上活動を休止した場合は、再講習を修了すること。 
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31. エアディルエント・クローズドサーキットリブリー

ザー減圧手順ダイバーコース(特定ユニット)( Air 
Diluent Closed Circuit Rebreather Decompression 
Procedures Diver, Unit Specific) 

31.1 イントロダクション 

クローズドサーキット・リブリーザー（CCR）を使用したエアーダイビングを希望するダイバーのため

のセカンドレベル認定コースです。コースの目的は、CCRダイビングの利点、危険性、適切な手順につ

いてダイバーを訓練し、正式な減圧潜水のために空気またはナイトロックスを希釈剤として使用し、最

大深度40メートル/130フィートまでの基本的なCCRダイビングスキルを開発することです。 

31.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでCCRダイビングを行うことがで

きる： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDI混合ガスCCRユニット専用コース。 

2. TDIレック上級コース。 

31.3 指導できるインストラクター 

講習生が使用する特定ユニットでの TDI 
エアディルエントCCR減圧手順インストラクター資格を有するアクティブステータスのTDI 
インストラクター 

31.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 
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1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. アクティブステータスのTDI 
インストラクター１名に対し講習生は最大3名。リフレッシュダイバーやクロスオーバーの講習生の

場合は、もう1人の講習生を追加できる。  

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. アクティブステータスのTDI 
インストラクター１名に対し講習生は最大3名。リフレッシュダイバーやクロスオーバーの講習生の

場合は、もう1人の講習生を追加できる。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

31.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. ダイブログ50回以上ユニットのクロスオーバーを完了する場合は、過去12か月間にログに記録され

たCCRダイブ10回完了 

3. TDIアドバンスド・ナイトロックス・ダイバーおよびデコ・プロシージャー・ダイバー、またはTDI
が認める機関による同等の資格を証明するものを提出すること。 

4. 最低水深30メートルまでの段階的減圧潜水を5回以上記録した証明を提出すること。 

5. リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、生徒はTDIサイドマウント・ダイ

バー資格または同等の資格を保持し、10回のサイドマウント・ダイブを記録した証明を提出しなけ

ればなりません。 

または 

1. 18歳以上。 

2. TDI Air Diluent CCRダイバー認定者、または同等の資格を有すること。 

3. CCRによる合計30時間と30ダイブログ 

4. 6ヶ月のCCRダイビング経験。 

31.6 コース構成と時間 

限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング： 

1. 最大9メートル（30フィート）までの限定水域訓練を60分以上行うこと。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 201 of 264 

 

 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. オープンウォーター・トレーニング・ダイブの前に、器材コンフィギュレーション・セッション、

限定水域セッション、50メートルの完全装備CCRダイバー水面曳航を完了しなければならない。 

2. 420分以上のオープンウォータートレーニングを7ダイブ以上行い、毎日徐々に深度を上げ、最大4
0メートル/130フィートまで潜ること。 

3. 水中セッションは1日3回まで、強制減圧潜水は1日2回まで。 

4. 1回のダイビングで最大減圧義務は10分（CCRから呼吸している間）。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

2. 最終試験は、学生が理解できる言語がない場合、口頭で行われることがある。 

コース時間： 

1. 最低6時間の学力向上ワークショップと2時間の機器メンテナンス・ワークショップ。 

2. 全コースの期間は最低5日間でなければならない。 

クロスオーバー 

1. 既にTDIエアディルエントCCR減圧手順ダイバー認定済みの講習生又は他教育機関の同等レベル認

定済みの講習生が、TDIが承認する別CCRユニットの認定を追加で受けようとする場合、講習生は

特定ユニットコーススタンダードを全て守り、スキル達成条件を全て満たさなければならない。但

し、別ユニットへのクロスオーバー中は次の点が変更になる： 

a. 最大9メートル（30フィート）までの限定水域訓練を60分以上行うこと。 

b. 最低240分のオープンウォータートレーニングを4ダイブ以上、最大40メートル（水深30メ
ートル）までのダイビングで修了すること。 

2. 生徒がすでにTDIキスピリット・エアーダイリュージェント減圧潜水士または同等の資格を持ち、

サイドワインダーへ移行する場合、生徒は次のことをしなければならない： 

a. ユニットの組み立て、ホースの取り回し、着脱を含むアカデミックセッションを修了する。 

b. 最低3ダイブで180分以上のオープンウォーター講習。 

アップグレード： 

1. 講習生が TDI 
エアディルエント認定を取得されていて、このコースの減圧パートを受講したい場合、オープンウ

ォーターで最小240分必要です。生徒は、スキル評価ダイブに加えて、最低4回のオープンウォータ

ーダイブを行い、そのうち2回は30メートル以上の深さに潜る。 
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2. デコ・コースに参加する前に、30ダイブ以上のログ付けが必要です。 

3. 6ヶ月のCCRダイビング経験。 

31.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. 講習生の全てのトレーニング中のログをダウンロードする 

2. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

31.8 トレーニング教材 

必要な資料 

1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. メーカーのマニュアルと最新情報。 

4. TDI減圧手順の学生マニュアルまたはeラーニング。 

5. TDI Advanced NitroxStudent Manual またはeラーニング。 

6. メーカーのビルド・チェックリスト 

7. メーカーの最低トレーニング基準 

8. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

オプションだ： 

1. メル・クラーク-リブリーザー・シンプリファイド。 
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2. スキル・プロンプトのスレート。 

3. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

4. Kenneth Donald - Oxygen& The Diver. 

5. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

6. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

7. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

8. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

31.9 必須器材 

以下の機材が必要である： 

1. 完全な閉鎖式リブリーザー。ユニットに変更を加える場合は、メーカーの承認が必要です 

2. 最低1台のCCRダイブコンピュータと、システム故障時のベイルアウト用バックアップOC/CCRコ
ンピュータ1台。 

3. マスク、フィン、適切なラインカット器具。 

4. スレートと鉛筆。 

5. リールに最低50メートル／165フィートのライン。 

6. ダイビング環境に適した揚力とサイズのリフトバッグ／遅延式水面マーカーブイ（DSMB）とバッ

クアップ。オープンウォーター環境でのみ必要 

7. トレーニングが行われるオープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

8. 酸素分析装置へのアクセス。 

9. 適切な体重。 

10. 最小容量5.7リットル／40立方フィートの空気またはナイトロックスのベイルアウトガス供給ボン

ベを使用することができる。 

注：講師と受講生は、コースの全行程において同じユニットに所属していなければなりません。インス

トラクターと認定アシスタントは、オープンウォータートレーニング中、講習生が利用できるベイルア

ウトガスを追加で携行しなければならない。この冗長なガス源は、インストラクターおよび認定アシス

タントのベイルアウト要件よりも大きくなければならない。 
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31.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDIダイビング・リブリーザーズ・スチューデント・マニュアルまたはeラーニング、

およびメーカーのマニュアルを使用することが必須であるが、インストラクターは、これらのトピック

の提示に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用してもよい。 

コース中に以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステム

の比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. ユニットの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 

d. 製造者の推奨に従って、キャニスターを適切に梱包すること。 

e. 呼吸ループの汚染除去手順。 

f. メーカーは追加アイテム（ベイルアウトバルブ、自動希釈バルブなど）をサポートした。 

g. ループ量 - 最小/最適。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素 (O2) のリスク:高酸素、毒性、低酸素。 

b. 窒素の吸収。 

c. 二酸化炭素（CO2）中毒、過呼吸。 

d. ガス消費量。 

e. ガス密度。 

5. 電子制御および手動によるシステムの構造とメンテナンス 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 燃料電池： 

i. メンテナンス 

ii. 交換。 

iii. 製造日。 

c. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 
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6. ダイブテーブル 

a. 酸素分圧一定（PPO₂）理論。 

b. 中枢神経系（CNS）と酸素追跡ユニット（OTU）の認識。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素の一定割合（PO₂）。 

c. 酸素（O₂）統合。 

d. 減圧保守性/勾配因子の選択。 

8. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. スクラバーの持続時間。 

d. 酸素の制限。 

e. 窒素の制限。 

f. 混合チームでのダイビング。 

9. 緊急時の手続き 

a. B.A.D.-D.A.Sの使用 - ベイルアウト、不安呼吸、決定 - 
希釈液フラッシュ、常にPO2を知る、問題を克服するスキル。 

b. スリーHの問題 

c. 浸水したループ。 

d. 細胞の警告 

e. バッテリーの警告と電子機器の故障。 

f. 救済ガスの要件  

10. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 
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31.11 スキル達成条件と修了条件 

TDI 
とリブリーザーメーカーの両方で設定されたすべてのスタンダードは満たされなければならないが、ど

ちらの最大制限を超えてもよい。 

以下のオープンウォータースキルは、オープンウォーターダイブ中に以下のコース制限で修了しなけれ

ばならない： 

1. すべての技能は、指導者がユニット別のCCRで証明しなければならない。 

2. すべてのオープンウォーター・ダイブは、6メートル／20フィートから40メートル／130フィート

の間でなければならない。 

3. 2ダイブとも水深27メートル以上であること。 

4. ユニット固有の製造元が必要とする追加のスキルを問題なく完了します。 

5. 呼吸ガスの制限： 

a. 最大PO2設定値は1.3 barを超えない。 

b. 6m/20ft以下で最大2分間を除き、呼吸ループのPO2が1.4barの場合 

c. 最大深度でのPO2が1.6barを超えないようにする。 

d. 最大深度でのPO2が1.1barを超えないように希釈する。 

6. すべてのダイビングは、PO₂のCNS制限の合計の最大80％を推奨するCNSパーセント制限内で完了

すること。 

7. セーフティストップは6メートル/20フィートで最低3分間行うこと。 

8. ユーザーがメーカーによる自動希釈バルブ（ADV）を選択した場合、希釈液ゲージの定期的なモニ

タリングや添加コントロールなどの追加スキルが重視されなければならない。 

9. ディープ・ベイルアウト・ガスは毎分50リットル/1.8立方フィート、デコ・ガスは毎分30リットル

/1.1立方フィートで計算する。 

10. すべてのダイビングは、適切な一定のPO₂減圧テーブルの範囲内で完了すること。 

11. 生徒は、特定のCCRユニットでの減圧潜水のみ認定される。 

12. 生徒は、模擬または実際の減圧を含むオープンサーキットで、深度からのベイルアウトを1回行わな

ければならない。 

13. 各ダイビング日の終わりに、すべてのダイビングのログを取ること。 

14.  
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オープン・ウォーター・スキル 

1. ダイビング前のチェック 

a. メーカーのユニットビルドチェックリストを使用したユニットビルドアップ。 

b. スクラバーのパッキング。 

c. ポジティブ・チェックとネガティブ・チェック。 

2. O₂アナライザーを用いて希釈液とO₂ボンベの内容を確認する。 

3. ダイブ前のプランニングを正しく行う： 

a. システム性能に基づく制限。 

b. 選択したPPO₂レベルでの酸素曝露に基づく限界値。 

c. 計画された深さでの窒素吸収とPO₂設定値に基づく制限。 

d. 計画されたダイビングの減圧度/勾配係数の適切な選択。 

e. 熱的制約。 

4. 緊急時の対応 

a. マウスピースに慣れるドリル 

b. 救済訓練 

c. ガスのシャットダウンとガスの喪失。 

d. ホースの破損。 

e. 浸水吸収キャニスター。 

f. 二酸化炭素（CO₂）のブレークスルー。 

g. セミクローズドモード。 

h. 低酸素ドリル 

i. 高酸素ドリル 

j. 洪水のループ。 

k. 電子機器とバッテリーの故障。 

l. 反応しないリブリーザーダイバーを、少なくとも水深5メートルから水面まで救助するシミ

ュレーションを実演する。 

m. 水面でのBCDの経口膨張。 
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5. BCD/スーツの使用と、浮力コントロールのためのループ呼吸量の効果的な管理。.手や足を動かさ

ず、水柱の定位置（±1m）で90秒以上ホバリングできることを示す。 

6. リーク・バブル・チェックのため、下降中に3～6メートル／10～20フィートで停止する。 

7. PO₂レベル(SETPOINT)の電子システム監視とセットポイントの切り替え。 

8. 電子制御式CCRを使用しない場合は、設定値を手動で制御する。 

9. ヘッドアップディスプレイとコンピュータの使用と調整。 

10. マスクの脱着。 

11. リフトバッグ/遅延水面マーカーブイとリールの使用。 

12. あらかじめ決められた潜水限界の範囲内で、ダイビングを適切に実施すること。 

13. コンスタント・ループ・ボリューム・マネージメント。 

14. 希釈剤と酸素の適切な使用による細胞のバリデーションチェック。 

15. 汚染や病気の蔓延を防ぐため、ダイビング後にユニットを清掃する。 

 

このコースがユニットで最初に受講するCCRコースである場合、以下を含めなければならない： 

1. ダイビング後、ユニットを清掃： 

a. マウスピースとホース。 

b. ユニットを清掃し、消毒する。 

c. ユニットの構成部品を点検する。 

2. ダイブメンテナンス 

a. セルの取り外しと交換。 

b. マウスピースのストリップとリビルド。 

c. バッテリーの交換／充電 

 

減圧に関する水中技術： 

1. ベイルアウト／減圧用ボンベ1本を携行し、水面および水深を快適に泳げることを示すこと。 

2. 水柱内の位置を保ちながら、1本のベイルアウト／減圧シリンダーを降下させ、回収する能力を示す

。 

3. SMBまたはリフトバッグを単独で、あるいはチームの一員として配備する能力を示す。 
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4. マニホールドまたはファーストステージ、SPG、プライマリーレギュレーターからのガス流出に対

する適切な反応を示すこと。 

5. 模擬的なフリーフロー式デコ・レギュレーターに対する適切な反応を示す。 

6. バディがデコガスを少なくとも1分間呼吸する。 

7. 酸素リブリーザーモードで6メートル/20フィート以下で停止。 

8. 深度でのベイルアウトシナリオを1つ完成させ、オープンサーキットでの減圧義務のシミュレーショ

ン、または実際の減圧義務を含む。 

 

コースを修了し、TDI Air Diluent Decompression Procedures CCR 
ratingを取得するためには、受講生は以下の条件を満たさなければならない： 

1. 筆記試験を80％以上の得点で満足に終了し、100％の補習を受けること。 

2. インストラクターが満足するように、限定水域とオープンウォーターのスキルアップセッションを

完了すること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. コース終了後、6ヶ月以上活動を休止した場合は、再講習を修了すること。 
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32. ヘリトロックスディルエント・クローズドサーキッ

トリブリーザーダイバー減圧手順コース(特定ユニッ

ト) (Helitrox Diluent Closed Circuit Rebreather 
Diver Decompression Procedures Course) 

32.1 イントロダクション 

このコースは、ヘリトロックス希釈剤を使用した混合ガスダイビングで、閉鎖循環式リブリーザー（CC
R）を使用したいダイバーのための2つ目のエントリーレベル認定コースです。コースの目的は、CCRダ
イビングの利点、危険性、適切な手順についてダイバーを訓練し、正式な減圧潜水のために空気/ナイト

ロックス/ヘリウム希釈剤を使用し、最大45メートル/150フィートまでの基本的なCCRダイビングスキ

ルを開発することです。生徒は、ヘリウム含有量35％以下（±5％）、酸素含有量20％以下の希釈剤と

ベイルアウトミックスを使用することが許可されており、減圧のために最大100％の酸素を使用するこ

とが許可されている。 

32.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、直接の監督なしにCCRを使用した減圧潜水活動に従事することができる。 

ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い： 

1. 活動領域はトレーニングに近い。 

2. トレーニングに近い環境条件。 

3. このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

4. TDI混合ガスCCRユニット専用コース。 

5. TDIレック上級コース。 

32.3 指導できるインストラクター 

講習生が使用する特定ユニットでの TDI 
ヘリトロックスディルエントCCR減圧手順インストラクター資格を有するアクティブステータスのTDI 
インストラクター 
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32.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. TDIインストラクター1名につき生徒は最大3名までとし、リフレッシュやユニットクロスオーバー

の場合は1名まで追加可能。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. アクティブステータスのTDI 
インストラクター１名に対し講習生は最大3名。リフレッシュダイバーやクロスオーバーの講習生の

場合は、もう1人の講習生を追加できる。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

32.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. ダイブログ50回以上ユニットのクロスオーバーを完了する場合は、過去12か月間にログに記録され

たCCRダイブ10回完了 

3. TDIアドバンスド・ナイトロックス・ダイバー、デコ・プロシージャー・ダイバー、ヘリトロック

ス・ダイバー、またはTDIが認める機関による同等以上の認定レベル。 

4. 最低水深30メートルまでの段階的減圧潜水を5回以上記録した証明を提出すること。 

5. リブリーザーがTDI認定のサイドマウント・リブリーザーの場合、生徒はTDIサイドマウント・ダイ

バー資格または同等の資格を保持し、10回のサイドマウント・ダイブを記録した証明を提出しなけ

ればなりません。 

または 

1. 18歳以上。 

2. TDI Air Diluent CCRダイバー認定者、または同等の資格を有すること。 

3. 特定のCCRユニットで30時間以上、30ダイブ以上。 

4. 6ヶ月のCCRダイビング経験。 
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32.6 コース構成と時間 

限定水域(コンファインドウォーター)トレーニング： 

1. 最大9メートル（30フィート）までの限定水域での60分以上のトレーニング  

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 器材設定セッションと限定水域セッションは、オープンウォーター・トレーニング・ダイブの前に

終了していなければならない。 

2. 420分以上のオープンウォータートレーニングを7ダイブ以上行い、毎日徐々に深度を上げ、最大4
5メートル（150フィート）まで潜ること。 

3. 水中セッションは1日3回まで、強制減圧が必要なダイビングは1日2回まで。 

4. 1回のダイビングで最大減圧義務は10分（CCRから呼吸している間）。 

 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

2. 最終試験は、学生が理解できる言語がない場合、口頭で行われることがある。 

コース時間： 

1. 最低6時間の学力向上ワークショップと2時間の機器メンテナンス・ワークショップ。 

2. 全コースの期間は最低5日間でなければならない。 

クロスオーバー 

1. TDIヘリトロックス・ダイリューエントCCRデコ・プロシージャー・ダイバー、または同等の資格

を既に取得している生徒が、TDIが認める他のCCRの資格を取得したい場合、生徒は全てのユニッ

ト別コース基準に従い、全てのスキルパフォーマンス要件を満たさなければなりません。但し、別

ユニットへのクロスオーバー中は次の点が変更になる： 

a. 最大9メートル（30フィート）までの限定水域訓練を60分以上行うこと。 

b. 最低240分のオープンウォータートレーニングを4ダイブ以上行い、最大45メートルまで潜

る。すべてのオープンウォーターダイブは、希釈剤としてヘリトロックスを使用して実施す

る。 

2. 生徒がすでにTDIキスピリットヘリトロックス減圧潜水士または同等の資格を持ち、サイドワイン

ダーへ移行する場合、生徒は次のことをしなければならない： 

a. ユニットの組み立て、ホースの取り回し、着脱を含むアカデミックセッションを修了するこ

と。 
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b. 最低3ダイブで180分以上のオープンウォーター講習。  

アップグレード： 

1. TDIエアダイリューエント、または同等の資格をお持ちの方が、ヘリトロックス減圧講習を希望さ

れる場合： 

a. 必要なオープンウォーターは240分のみ。 

b. 受講生はスキル評価ダイブに加え、最低4回のオープンウォーターダイブを行い、そのうち2
回は35メートル/115フィート以上の深さに潜る。 

c. ヘリトロックス・デコ・コースに登録する前に、30ダイブ以上のログ付けが必要です。 

d. 6ヶ月のCCRダイビング経験。 

2. TDIエアダイリューエント減圧の資格を持っている生徒が、このコースのヘリトロックス減圧パー

トを希望する場合： 

a. ヘリトロックスを希釈液として使用し、最低2回のダイビングで120分のオープンウォータ

ーを潜る必要がある。 

32.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. 講習生の全てのトレーニング中のログをダウンロードする 

2. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

32.8 トレーニング教材 

必要な資料 
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1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. メーカーのマニュアルと最新情報。 

4. メーカーのビルド・チェックリスト 

5. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

6. TDI減圧手順の学生マニュアルまたはeラーニング。 

7. TDI Extended Range and TrimixDiver Student ManualとKnowledge Questまたはe-
Learning。 

8. TDI Advanced NitroxStudent ManualとKnowledge Questまたはe-Learning。 

9. メーカーの最低トレーニング基準 

オプションだ： 

1. メル・クラーク-リブリーザー・シンプリファイド。 

2. スキル・プロンプトのスレート。 

3. リチャード・パイル - クローズド・サーキット・リブリーザー操作のための学習者ガイド。 

4. Kenneth Donald - Oxygen& The Diver. 

5. ジョン・ラム - ダイバーのための酸素測定。 

6. Barsky, Thurlow& Ward - The Simple Guide to Rebreather Diving. 

7. ボブ・コール - リブリーザー・ダイビング。 

8. ジェフリー・ボザニック - リブリーザーを使いこなす。 

32.9 必須器材 

以下の機材が必要である： 

1. 完全な閉鎖式リブリーザー。ユニットに変更を加える場合は、メーカーの承認が必要です 

2. 最低1台のCCRダイブコンピュータと、システム故障時のベイルアウト用バックアップOC/CCRコ
ンピュータ1台。 

3. マスク、フィン、適切なラインカット器具。 

4. スレートと鉛筆。 

5. リールに最低50メートル／165フィートのライン。 
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6. リフトバッグ／遅延式水面マーカーブイ（DSMB）は、潜水環境に適した揚力と大きさのもので、

予備もあること。オープンウォーター環境でのみ必要 

7. トレーニングが行われるオープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

8. 酸素/ヘリウム分析装置へのアクセス。 

9. 適切な体重。 

10. ベイルアウト・ガス供給ボンベは、計画されたダイビングに適切な容量のガスを供給すること。 

注：講師と受講生は、コースの全行程において同じユニットに所属していなければなりません。インス

トラクターと認定アシスタントは、オープンウォータートレーニング中、講習生が利用できるベイルア

ウトガスを追加で携行しなければならない。この冗長なガス源は、インストラクターおよび認定アシス

タントのベイルアウト要件よりも大きくなければならない。 

32.10 学科アウトライン 

このコースでは、TDIダイビング・リブリーザーズ・スチューデント・マニュアルまたはeラーニング、

およびメーカーのマニュアルを使用することが必須であるが、インストラクターは、これらのトピック

の提示に役立つと思われるテキストや資料を追加で使用してもよい。 

コース中に以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. リブリーザーの歴史と進化。 

2. オープンサーキット、クローズドサーキット、セミクローズドサーキットのリブリーザーシステム

の比較とそれぞれの利点／問題点。 

3. システムの実用的な力学： 

a. ユニットの組み立てと分解。 

b. ユニットのレイアウトとデザイン。 

c. 吸収キャニスターの設計とメンテナンス。 

d. 製造業者の推奨に従って、キャニスタを適切に梱包すること。 

e. 呼吸ループの汚染除去手順。 

f. メーカーが提供する追加装備(オートディルエントバルブ等) 

g. ループ量 - 最小/最適。 

4. ガス生理学： 

a. 酸素 (O2) のリスク:高酸素、毒性、低酸素。 

b. 窒素の吸収。 
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c. CO2中毒、過呼吸。 

d. ガス消費量。 

e. ガス密度。 

5. 電子およびマニュアルシステムの設計とメンテナンス： 

a. O₂代謝計算。 

b. 燃料電池： 

i. メンテナンス 

ii. 交換。 

iii. 製造日。 

c. システムエレクトロニクスの機能と較正手順。 

6. ダイブテーブル 

a. 酸素分圧一定（PPO₂）理論。 

b. 中枢神経系（CNS）と酸素追跡装置（アウト）の認識。 

7. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 一定のPO₂。 

c. O₂統合された。 

d. 減圧保守性/勾配因子の選択。 

8. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. 救済シナリオを含むガス需要。 

c. スクラバーの持続時間。 

d. 酸素の制限。 

e. 窒素の制限。 

f. 混合チームでのダイビング。  

9. 緊急時の手続き 

a. B.A.D.-D.A.Sの使用 - ベイルアウト、不安呼吸、決定 - 
希釈液フラッシュ、常にPO2を知る、問題を克服するスキル。 

b. スリーHの問題 
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c. 浸水したループ。 

d. 細胞の警告 

10. バッテリーの警告と電子的故障。ベイルアウトガスの要件。ヘリウムに関する考察： 

a. ヘリウムの吸収と排出。 

b. 減圧用高酸素ミックスの利点。 

c. ボトムガスにヘリウムを使う利点 

d. 低酸素。 

e. HPNSだ。 

f. 呼吸への影響。 

g. 絶縁体としての効果。 

h. ヘリウムの限界。 

11. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 

32.11 スキル達成条件と修了条件 

TDIとリブリーザー製造業者の両方が設定したすべての基準を満たさなければならないが、どちらの上

限も超えてはならない。 

以下のオープンウォータースキルは、受講生がオープンウォーターダイブ中に以下のコース制限で修了

しなければならない： 

1. すべてのオープンウォーターダイブは、6メートル/20フィートから45メートル/150フィートの間

で、少なくとも4回のオープンウォーターダイブで希釈剤としてヘリトロックスを使用しなければな

らない。 

2. すべての技能は、指導者がユニット別のCCRで証明しなければならない。 

3. ヘリトロックスを希釈剤として使用する2回のダイビングは、35メートル/115フィートより深くな

ければならない。 

4. ユニット固有の製造元が必要とする追加のスキルを問題なく完了します。 
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5. 呼吸ガスの制限： 

a. 最大PO2設定値は1.3 barを超えない計画 

b. 6m/20ft以下で最大2分間を除き、呼吸ループのPO2が1.4barの場合 

c. 最大深度でのPO2が1.6barを超えないようにする。 

d. 最大深度でのPO2が1.1barを超えないように希釈剤を搭載する。 

e. 推奨最大END：30メートル/100フィート 

6. すべてのダイビングは、PO₂のCNS制限の最大80％を推奨するCNS％制限内で完了すること。 

7. セーフティストップは6メートル/20フィートで最低3分間行うこと。 

8. 使用者がメーカーによる自動希釈液バルブ（ADV）を選択した場合、希釈液ゲージの定期的なモニ

タリングや添加コントロールなどの追加スキルが重視されなければならない。 

9. ベイルアウトガスは、ディープミックスの場合は毎分50リットル/1.8立方フィート、減圧ガスを別

に積んでいる場合は毎分30リットル/1.1立方フィートで計算する。 

10. すべてのダイブは、適切な固定PO₂減圧テーブルまたは減圧計画ソフトウェア内で完了すること。 

11. 受講生は、特定のCCRユニットでのヘリトロックス減圧潜水のみが認定されます。 

12. 生徒はO/Cで深度からのベイルアウトを1回、模擬または実際の減圧を含めて行わなければならない

。 

13. 各ダイビング日の終わりに、すべてのダイビングのログを取ること。 

 

オープン・ウォーター・スキル 

1. ダイビング前のチェック 

a. メーカーのユニットビルドチェックリストを使用したユニットビルドアップ。 

b. スクラバーのパッキング。 

c. ポジティブ・チェックとネガティブ・チェック。 

2. O₂アナライザーを用いて希釈液とO₂ボンベの内容を確認する。 

3. ダイブ前のプランニングを正しく行う： 

a. システム性能に基づく制限。 

b. 選択したPPO₂レベルでの酸素曝露に基づく限界値。 

c. 計画された深さでの窒素吸収量とPO₂設定値に基づく限界値。 

d. 計画されたダイビングの減圧度/勾配係数の適切な選択。 
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e. 熱的制約。 

4. 緊急時の対応 

a. マウスピースに慣れるドリル 

b. 救済訓練 

c. ガスのシャットダウンとガスの喪失。 

d. ホースの破損。 

e. 浸水吸収キャニスター。 

f. CO₂突破。 

g. セミクローズドモード。 

h. 低酸素ドリル 

i. 高酸素ドリル 

j. 洪水ループ。 

k. 電子機器とバッテリーの故障。 

l. 反応しないリブリーザーダイバーを、少なくとも水深5メートルから水面まで救助するシミ

ュレーションを実演する。 

m. 水面でのBCDの経口インフレーション 

5. BCD/スーツの使用と、浮力コントロールのためのループ呼吸量の効果的な管理。手や足を動かさず

、水柱の定位置（±1m）で90秒以上ホバリングできることを示す。 

6. リーク・バブル・チェックのため、下降中に3～6メートル／10～20フィートで停止する。 

7. PO₂レベル(SETPOINT)の電子システム監視とセットポイントの切り替え。 

8. 電子制御式CCRを使用しない場合は、セットポイントを手動で制御する。 

9. ヘッドアップディスプレイとコンピュータの使用と調整。 

10. マスクの脱着。 

11. リフトバッグ/遅延水面マーカーブイとリールの使用。 

12. 事前に定めた範囲内にて適切なダイビングをおこなう 

13.  コンスタント・ループ・ボリューム・マネージメント。 

14. 希釈剤と酸素の適切な使用による細胞のバリデーションチェック。 

15. 汚染や病気の蔓延を防ぐため、ダイビング後にユニットを清掃する。 
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このコースがユニットで最初に受講するCCRコースである場合、以下を含めなければならない： 

1. ダイビング後、ユニットを清掃： 

a. マウスピースとホース。 

b. ユニットを清掃し、消毒する。 

c. ユニットの構成部品を点検する。 

2. ダイブメンテナンス 

a. セルの取り外しと交換。 

b. マウスピースのストリップとリビルド。 

c. バッテリー交換／充電 

 

減圧に関する水中技術： 

1. ベイルアウト／減圧用ボンベ1本を携行し、水面および水深を快適に泳げることを示すこと。 

2. 水柱内の位置を保ちながら、ベイルアウト/減圧シリンダー1本を降下させ、回収する能力を示す。 

3. SMBまたはリフトバッグを単独で、あるいはチームの一員として配備する能力を示す。 

4. マニホールドまたはファーストステージ、SPG、プライマリーレギュレーターからのガス流出に対

する適切な反応を示すこと。 

5. 模擬的なフリーフロー式デコ・レギュレーターに対する適切な反応を示す。 

6. バディがデコガスを少なくとも1分間呼吸する。 

7. 酸素リブリーザーモードで6メートル/20フィート以下で停止。 

8. 深度でのベイルアウトシナリオを1つ完成させ、オープンサーキットでの減圧義務を含む。 

 

コースを修了し、TDIヘリトロックス・ダイリューエント減圧手順CCRレーティングを取得するために

は、受講生は以下のことが必要です： 

1. 筆記試験を合格点80%、補習率100%で修了すること。 

2. インストラクターが満足するように、限定水域とオープンウォーターのスキルアップセッションを

完了すること。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. コース終了後、6ヶ月以上活動を休止した場合は、再講習を修了すること。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 221 of 264 

 

 

33. ミックスガス・クローズドサーキットリブリーザー

ダイバー(Mixed Gas Closed Circuit Rebreather 
Diver, Unit Specific) 

* ディスカバリーMK VI/SE7EN/Se7enは、60M-エモジュールと手動追加バルブ付きカウンタ・ル 
ンクを含む、完全な60Mアップグレードを装備しなければならない。 

33.1 イントロダクション 

このコースは、閉鎖循環式リブリーザー（CCR）を使用したミックスガスダイビングを希望するダイバ

ーのための中級レベルの認定コースです。このコースの目的は、16％以上の酸素を含む混合ガス希釈剤

を使用し、ユニット固有のCCRでの混合ガスダイビングの利点、危険性、適切な手順についてダイバー

を訓練し、最大深度60メートル/200フィートのテクニカルダイビングに適した中級CCRダイビングスキ

ルを開発することです。 

33.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、卒業生は、16％以上の酸素を含む混合ガス希釈剤を使用し、最大60メートル

/200フィートまで、ユニット固有のCCRを使用したテクニカルダイビング活動に従事することができる

： 

1. ダイビングのアクティビティはトレーニングに近い。 

2. 活動領域はトレーニングに近い。 

3. トレーニングに近い環境条件。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. 特定ユニットについての TDI アドバンスドミックスガスCCRリブリーザーダイバー 

33.3 指導できるインストラクター 

特定ユニットの TDI ミックスガスインストラクター資格を有するアクティブステータスのTDI 
クローズドサーキットリブリーザーインストラクター  

33.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 
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1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 

1. アクティブステータスのTDI インストラクター１名に対し講習生は最大3名。 

2. この比率は、環境または運用上の制約により、適宜下げるべきである。 

33.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。  

2. 最低50時間のリブリーザー・ダイビングの検証されたログを提出すること。最低25ダイブ、25時
間は特定のリブリーザー・ユニットを使用し、最低10回は段階的減圧を必要とする30メートル/10
0フィート以上のリブリーザー・ダイビングを行うこと。ユニットのクロスオーバーを完了する場合

は、過去12か月間にログに記録されたCCRダイブ10回完了 

3. TDI Air Diluent Decompression Procedures Rebreather/ TDI CCR Helitrox Diluent 
Decompression Procedures 
Diverコースの認定を受けた者、またはTDIが認めた機関より同等の認定を受けた者。 

33.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 混合ガス希釈訓練ダイブを実施する前に、オープンウォータードリルによる空気希釈ダイブの練習

と、50mの完全装備のCCRダイバー水面曳航を完了していなければならない。 

2. 最低360分のオープンウォータートレーニングを、1回の器材コンフィギュレーションと最大20メ
ートル/66フィートまでの空気希釈ダイブ練習を含む、最低6回のダイブで修了すること。 

3. ミックスガスディルエントによるダイブログ5回以上 

4. すべての混合ガスダイブは、最大深度60メートル/200フィートまで、16パーセント以上の酸素を

含む混合ガス希釈剤を使用し、40メートル/130フィートより深く潜ること。 

5. 減圧停止を要するダイブログ4回以上少なくとも2ダイブは50メートル以上、少なくとも1ダイブは

55メートル以上潜ること。減圧は1回のダイビングで60分を超えてはならない。 

6. 水中セッションは1日3回まで、強制減圧潜水は1日2回まで。 

コース構成： 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 223 of 264 

 

 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

2. 口頭試問は、受験生が理解できる言語で試験が実施されていない場合に限り認められる。 

コース時間： 

1. 最低6時間のアカデミック・ディベロップメントと、さらに2時間の機器設定ワークショップ。 

クロスオーバー 

1. 既にTDIミックスガスCCRダイバー認定済みの講習生又は他教育機関の同等レベル認定済みの講習

生が、TDIが承認する別CCRユニットの認定を追加で受けようとする場合、講習生はエアディルエ

ント減圧手順CCRまたはヘリトロックス減圧手順CCRクロスオーバー要件を全て満たし、特定ユニ

ットコーススタンダードを全て守り、スキル達成条件を全て満たさなければならない。但し、別ユ

ニットへのクロスオーバー中は次の点が変更になる： 

a. 混合ガス希釈剤を使用し、最大60メートル/200フィートまでのダイビングを2回以上行い、

120分以上のオープンウォータートレーニングを修了すること。 

b. 混合ガス希釈剤レベルで要求されるすべての技能に習熟していること。 

33.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. 講習生の全てのトレーニング中のログをダウンロードする 

2. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

33.8 トレーニング教材 

必要な素材： 
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1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

3. TDI Extended Range and TrimixStudent Manual or eLearning. 

4. TDI Extended Range and TrimixInstructor Guide. 

5. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

6. ユニット別リブリーザー・マニュアル。 

7. メーカーが要求する場合は、リブリーザーのユニットごとの検査。 

8. メーカーのビルド・チェックリスト 

9. メーカーのマニュアルと最新情報。 

33.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. 製造者の推奨の範囲内で設定された完全な閉鎖循環式リブリーザー。 

2. CCRミックスガスコンピューター1台と、システム故障時のベイルアウト用バックアップOC/CCR
コンピューター1台。 

3. 計画されたダイビングに適した容量のベイルアウトガスシリンダー（最低2）。それぞれファースト

ステージとセカンドステージ、およびSPGを備えています。 

4. マスク、バックアップマスク、フィン、適切なラインカット器具。 

5. スレートと鉛筆。 

6. リールに最低60メートル／200フィートのライン。 

7. リールに最低30メートル／100フィートのライン。 

8. ダイビング環境に適した揚力とサイズのリフトバッグ／遅延式水面マーカーブイ（DSMB）2個。オ

ープンウォーター環境でのみ必要 

9. トレーニングが行われるオープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

10. 酸素分析装置へのアクセス。 

11. ヘリウム分析装置へのアクセス 

12. 適切な体重。 

注：インストラクターと生徒は、全員が同じタイプのリブリーザー（eCCRまたはmCCR）を使用し、1
回のトレーニングダイブで同じタイプのユニットを3つ以上使用してはならない。 
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33.10 学科アウトライン 

TDIダイビング・リブリーザースチューデントマニュアルまたはeラーニングは、復習/復習用資料とし

て使用するために必要です。また、インストラクターは、以下のトピックをすべて指導すること。 

コース中に以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 

b. 低酸素。 

c. 窒素の吸収。 

d. ヘリウムの吸収。 

e. HPNSだ。 

f. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

g. ガス消費量。 

h. ガスの混合。 

i. ガス密度。 

2. フォーミュラ・ワーク 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 手動制御の閉鎖式リブリーザー。 

c. 等価麻薬深度理論。 

d. 中枢神経系（CNS）の追跡。 

e. 酸素トラッキングユニット（OTU）。 

f. ガスマネジメント 

3. ダイブテーブル 

a. 潜水深度に適したカスタムダイブテーブルの作成。 

b. 深部でのループフラッシングとベイルアウトをサポートするため、より低い酸素割合（PO₂
）の希釈剤を作成。 

4. ダイブコンピューター： 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素分圧一定（PPO₂）。 
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c. 酸素（O₂）統合。 

d. 減圧保守性/勾配因子の選択。 

5. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. スクラバーの使用 

c. 救済シナリオを含むガス需要。 

d. CCRでの減圧。 

e. 酸素の制限。 

f. 窒素の制限。 

g. ヘリウムの限界。 

h. 混合チームでのダイビング。 

6. ユニット別のチェックリスト 

7. 機器のメンテナンス： 

a. 燃料電池の管理： 

i. 日付スタンプ。 

ii. 交換。 

b. ループの構成。 

c. 追加装備と改造： 

i. 希釈剤の自動添加 

ii. デュアルモードマウスピース。 

iii. ヘッドアップディスプレイ。 

iv. 手動インジェクターの追加。 

v. ダイブコンピューターに酸素モニターを統合。 

8. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 
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e. ベイルアウトシナリオ 

33.11 スキル達成条件と修了条件 

講習生は下記のオープンウオータースキルを海洋実習中に、コースの制限内で実施しなければならない

。 

1. 水深60メートル以上には潜らない。 

2. ダイブ要件には、1回の空気希釈コンフィギュレーション・ダイブを除き、40メートル／130フィ

ートより浅いダイブは加算されません。コース中、必要に応じて浅瀬でのトレーニングダイブを行

うことができる。 

3. 減圧の最初の10分間を含むボトムミックスと上昇段階には毎分50リットル/1.8立方フィートのベイ

ルアウトガスを使用し、最初の減圧停止終了後の減圧ガス(ses)には毎分25リットル/0.9立方フィ

ートのベイルアウトガスを使用する。 

4. 呼吸ガスの制限： 

a. 最大PO2設定値は1.3 barを超えない。 

b. 6m/20ft以下での最大2分間を除き、最大1.4barの呼吸ループPO2。 

c. 最大深度でのPO2が1.6barを超えないようにする。 

d. 最大深度でのPO2が1.1barを超えないように希釈する。 

e. 等価麻薬深度は30メートル／100フィートを超えない。 

f. 呼吸ガス濃度が6.3g/l未満。 

5. すべてのダイブは、適切な固定PO₂減圧テーブルまたは減圧計画ソフトウェア内で完了すること。 

6. すべてのダイブは、PO₂のCNS制限の80％を上限とするCNSパーセンテージ制限内で完了すること

が推奨される。 

7. 生徒は、各ダイビング日の終わりにすべてのダイビングのログを取ること。 

 

陸上ドリル： 

1. メーカーのマニュアル／組み立てチェックリストを使用し、メーカーの仕様に基づいてユニットを

組み立てる。 

2. 基本および中級のハンドシグナルに精通していることを示す。 

3. 長い減圧義務のあるソフト・オーバーヘッド環境に適した器材を選択し、準備する。 

4. リフトバッグの展開とベイルアウトの手順について、チーム指向の訓練を実施する。 
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5. バディ・レスキューの訓練 

6. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

7. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. システムの性能とスクラバーの持続時間に基づく制限。 

b. 救済ガス要件に基づく制限。 

c. 選択したPPO₂レベルでの酸素曝露に基づく限界値。 

d. 手動制御の閉鎖式リブリーザーに基づく制限値。 

e. 計画された深さでの窒素吸収量とPPO₂（設定値）レベルに基づく限界値。 

f. ヘリウム吸収に基づく限界値。 

g. 計画されたダイビングの減圧度/勾配係数の適切な選択。 

h. 目標深度での細胞洗浄を可能にするために、麻薬の深度計画および希釈剤の選択を正しく行

う（希釈剤は、最大計画深度でPO₂が1.2を超えないようにする）。 

 

ダイビング前のドリル 

1. TDIプレフライトチェックリストを使用し、ダイブ前のチェックを行う。 

2. すべてのダイビングの前にSTART *を使用します。 

3. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 

 

オープン・ウォーター・スキル 

1. すべての技能は、指導者がユニット別のCCRで証明しなければならない。 

2. コミュニケーション、距離の近さ、チーム指向のダイビングの実践を通じて、チームメンバーに対

する意識の高さを示す。 

3. 手や足を動かさず、水柱の一定位置（±1m 
）で90秒以上ホバリングできる浮力コントロール能力を証明する。 

4. 中性浮力を維持したまま、マスクの脱着と交換／バックアップマスクの展開。 



TDI スタンダード&プロシージャー 

パート2ダイバースタンダード 

 

 

Version:0124 Page 229 of 264 

 

 

5. システム故障からのリカバリーを適切に実施し、30メートル以上の深度からオープンサーキットの

ガスでダイビングと減圧を終了すること。 

6. 船外救済用ボンベの共有／交換を含め、船外ガスのプラグインと共有ができることを実証すること

。 

7. システム障害からの回復を適切に実行し、ユニットをマニュアルモードにしてダイビングと減圧を

終了する。 

8. ガスのシャットダウンと喪失、正しい選択とオフボードガスへの切り替え。 

9. ホースの破損、致命的な故障のシナリオ。 

10. 浸水吸収キャニスター。 

11. 細胞のエラー。 

12. SCRドリル（最低10分）。 

13. 水深6メートル未満での酸素リブリーザーモード。 

14. リーク・バブル・チェックのため、下降中に3～6メートル／10～20フィートで停止する。 

15. ベイルアウトシリンダー2本を、水柱内の位置を維持しながら、落下と回収を含めて管理する能力を

証明する。 

16. 水深と中層でのリフトバッグ／遅延水面マーカーブイ（DSMB）の展開。 

17. リフトバッグ/DSMBの展開に失敗した場合のシミュレーション。 

18. ダイブのうち2ダイブで、アセントリールとリフトバッグを使った上昇を実演し、段階的減圧を行う

。 

19. PPO₂レベルの電子システム監視。 

20. 希釈剤と酸素の適切な使用による細胞のバリデーションチェック。 

21. あらかじめ決められた潜水限界の範囲内で、ダイビングを適切に実施すること。 

22. あらかじめ決められた深度での減圧停止のデモンストレーション。 

反応しないリブリーザーダイバーを、水深6m以上から水面まで救助するシミュレーションを実演する。 

コースを修了し、TDIミックスドガスCCRレーティングを取得するためには、受講生は以下の条件を満

たさなければならない： 

1. インストラクターが満足するように、限定水域とオープンウォーターのスキルアップセッションを

完了すること。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. TDI Extended RangeとTrimixの試験を80％以上の成績で修了すること。 
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4. コース終了後、6ヶ月以上活動を休止した場合は、再講習を修了すること。 
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34. アドバンスドミックスガス・クローズドサーキット

リブリーザーダイバー(特定ユニット）(Advanced 
mixed Gas Closed Circuit Rebreather Diver, Unit 
Specific) 

34.1 イントロダクション 

このコースは、高度な混合ガスダイビングのために、ユニット固有の閉鎖循環式リブリーザー（CCR）
を使用することを希望するダイバーのための最高レベルの認定コースです。コースの目的は、CCRでの

高度な混合ガスダイビングの利点、危険性、適切な手順についてダイバーを訓練し、テクニカルダイビ

ングに適した高度なCCRダイビングスキルを最大深度100メートル/330フィート（または地域の法律で

義務付けられている場合はより浅い深度）まで開発することです。 

* 
ポセイドンSE7ENは、100Mモジュールと手動追加バルブ付きカウンターラングを含む、完全な100
Mアップグレードを装備しなければならない。 

34.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了すると、ダイビングプランに適した混合ガス希釈剤を使用し、最大深度100メートル

までのテクニカルダイビングを行うことができる。 

34.3 指導できるインストラクター 

TDIユニット別上級混合ガスCCRインストラクターの資格を持つ現役のTDIインストラクター。 

34.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

閉鎖水域（プールのような状態）： 

1. 該当なし。 

オープンウォーター(海、湖、採石場跡、泉、川、河口など)： 
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1. アクティブステータスのTDI インストラクター１名に対し講習生は最大3名。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

34.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDI認定CCR混合ガス希釈剤ダイバー、またはTDIが認める機関から同等の認定を受けた者。 

3. 最低100時間のリブリーザー時間を、最低100ダイブにわたって証明すること。また、混合ガス・

ダイバー・トレーニングの後、段階的減圧を必要とする深度50メートル以上の混合ガスCCRダイブ

を10本以上記録しなければならない。 

 

34.6 コース構成と時間 

オープンウォーター・エグゼキューション 

1. 420分以上のオープンウォータートレーニングを7ダイブ以上行うこと（1ダイブの器材コンフィギ

ュレーションとドリルを含む）。 

2. 最低6ダイブは混合ガス希釈液で実施しなければならない。 

3. すべての混合ガスダイブは水深40メートル以上、2ダイブは水深75メートル以上、1ダイブは水深8
5メートル以上でなければならない。混合ガスダイブのうち5ダイブは減圧ダイブでなければならな

い。計画的な減圧の義務は120分を超えてはならない。水中セッションは1日3回まで、強制減圧潜

水は1日2回まで。 

コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

2. 受験生が理解できる言語がない場合は、口頭で試験を行うこともある。 

期間 

1. 最低6時間のアカデミック・ディベロップメントと、さらに2時間の機器設定ワークショップ。 

クロスオーバー 

1. すでにTDIアドバンスド混合ガスCCRダイバーまたは同等の資格を持つ生徒が、TDIが認める他のC
CRでの資格取得を希望する場合、その生徒は次のことをしなければならない： 

a. Air Diluent DecoまたはHelitrox Deco CCRのすべてのクロスオーバー要件を満たす。 
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b. 混合ガス希釈剤CCRのすべてのクロスオーバー要件。 

c. すべてのユニット固有のコース基準に従うこと。 

d. すべてのスキル・パフォーマンス要件を満たす。 

2. 但し、別ユニットへのクロスオーバー中は次の点が変更になる： 

a. 最低120分のオープンウォータートレーニングを、60メートル/200フィートから100メー

トル/330フィートの間で2ダイブ以上行うこと。 

b. 混合ガス希釈剤上級レベルにおいて、必要とされるすべての技能に習熟していること。 

34.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. 講習生の全てのトレーニング中のログをダウンロードする 

2. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

34.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Diving RebreathersStudent Manual and Knowledge Quest or eLearning. 

2. TDIアドバンスド・トリミックスの受講者マニュアルまたはeラーニング。 

3. TDIダイビングリブリーザーPowerPointプレゼンテーション. 

4. TDI Advanced TrimixInstructor Guide. 

5. ユニット別リブリーザー・マニュアルとアップデート。 

6.  
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7. メーカーのビルド・チェックリスト 

8. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

34.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. クローズドサーキットリブリーザー 一式 
(講習生自身の所有器材であること)ユニットに変更を加える場合は、メーカーの承認が必要 

2. 最低1台のCCR混合ガスコンピュータと、システム故障時のベイルアウト用バックアップOC/CCR
コンピュータ1台。 

3. 計画されたダイビングに適した容量のベイルアウトガスシリンダー（最低3）。それぞれファースト

ステージとセカンドステージ、およびSPGを備えています。 

4. マスク、バックアップマスク、フィン、適切なラインカット器具。 

5. スレートと鉛筆。 

6. リールまたはスプールに最低100メートル（330フィート）のライン。 

7. リールに最低50メートル／165フィートのライン。 

8. ダイビング環境に適した揚力とサイズのリフトバッグ／遅延式水面マーカーブイ（DSMB）2個。 

9. トレーニングが行われるオープンウォーター環境に適した露出スーツ。 

10. 酸素分析装置へのアクセス。 

11. ヘリウム分析装置へのアクセス 

12. 適切な体重。 

注：インストラクターと生徒は、全員が同じタイプのリブリーザー（eCCRまたはmCCR）を使用し、1
回のトレーニングダイブで同じタイプのユニットを3つ以上使用してはならない。 

34.10 学科アウトライン 

TDIダイビング・リブリーザースチューデントマニュアルまたはeラーニングは、復習/復習用資料とし

て使用するために必要です。また、インストラクターは、以下のトピックをすべて指導すること。  

コース中に以下のトピックをカバーしなければならない： 

1. ガス生理学： 

a. 酸素（O₂）毒性。 
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b. 低酸素。 

c. 窒素の吸収。 

d. ヘリウムの吸収。 

e. HPNSだ。 

f. 二酸化炭素（CO₂）の毒性。 

g. ガス消費量。 

h. ガスの混合。 

i. ガス密度 

2. フォーミュラ・ワーク 

a. 酸素（O₂）の代謝計算。 

b. 手動制御の閉鎖式リブリーザー。 

c. 等価麻薬深度理論。 

d. 中枢神経系（CNS）の追跡。 

e. 酸素トラッキングユニット（アウト）。 

f. ガスマネジメント 

3. ダイブテーブル 

a. 潜水深度に適したカスタムダイブテーブルの作成。 

b. 深部でのループフラッシングとベイルアウトをサポートするため、低濃度酸素（PO₂）希釈

液を作成。 

4. ダイブコンピューター 

a. ミックスは調整可能。 

b. 酸素分圧一定（PPO₂）。 

c. 減圧保守性/勾配因子の選択。 

d. 酸素（O₂）統合。 

5. ダイブプランモード： 

a. 実行プランニング 

b. スクラバーの持続時間。 

c. 救済シナリオ、ガス管理、ガス消費を含むガス要件。 

d. 混合チームでのダイビング。 
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6. CCRでの減圧： 

a. 酸素の制限。 

b. 窒素の制限。 

c. ヘリウムの限界。 

7. 機器のメンテナンス： 

a. 燃料電池の管理： 

i. 日付スタンプ。 

ii. 交換。 

b. ループの構成。 

c. 追加装備と改造： 

i. 希釈剤の自動添加 

ii. デュアルモードマウスピース/ベイルアウトバルブ。 

iii. ヘッドアップディスプレイ。 

iv. 手動インジェクターの追加。 

v. ダイブコンピューターに酸素モニターを統合。 

8. チームダイビングの考察： 

a. ダイビングの目的 

b. ダイビング前のチェックリストの使用 

c. バディチェック 

d. ダイブプランニングとセットポイント 

e. ベイルアウトシナリオ 

34.11 スキル達成条件と修了条件 

講習生は下記のオープンウオータースキルを海洋実習中に、コースの制限内で実施しなければならない

。 

1. 100メートル以上の深度には潜らない。 

2. 空気希釈剤1本のコンフィギュレーション・ダイブを除き、40メートル／130フィートより浅いダ

イビングは禁止。 
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3. 減圧の最初の10分間を含むボトムミックスと上昇段階には毎分50リットル/1.8立方フィートのベイ

ルアウトガスを使用し、最初の減圧停止終了後の減圧ガス(ses)には毎分25リットル/0.9立方フィ

ートのベイルアウトガスを使用する。 

4. 呼吸ガスの制限： 

a. 最大PO2設定値は1.3 barを超えない。 

b. 6m/20ft以下で最大2分間を除き、呼吸ループのPO2が1.4barの場合 

c. 最大深度でのPO2が1.6barを超えないようにし、最低5％の酸素を供給する。 

d. 最大深度でのPO2が1.1barを超えないように希釈する。 

e. 等価麻薬深度は30メートル／100フィートを超えない。 

f. 呼吸ガス濃度が6.3g/l未満。 

5. すべてのダイブは、適切な固定PO₂減圧テーブルまたは減圧計画ソフトウェア内で完了すること。 

6. すべてのダイブは、PO₂のCNS制限の80％を上限とするCNSパーセンテージ制限内で完了すること

が推奨される。 

7. 生徒は、各ダイビング日の終わりにすべてのダイビングのログを取ること。 

 

ダイビング前のドリル 

1. TDIプレフライトチェックリストを使用し、ダイブ前のチェックを行う。 

2. すべてのダイビングの前にSTART *を使用します。 

3. ストレス分析と緩和 

* 
STARTは、Sドリル（OOAドリル、バブルチェック）、チーム（バディ器材チェック）、エアー（ガス

合わせ）、ルート（エントリー／エキジット、水中予定経路）、テーブル（深度、時間、ウェイポイン

ト、スケジュール）。 

 

陸上ドリル： 

1. メーカーのマニュアル／組み立てチェックリストを使用し、メーカーの仕様に基づいてユニットを

組み立てる。 

2. 基本および中級のハンドシグナルに精通していることを示す。 

3. 長い減圧義務のあるソフト・オーバーヘッド環境に適した器材を選択し、準備する。 

4. リフトバッグの展開とガスの切り替え手順について、チーム指向の訓練を実施する。 
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5. バディ・レスキューの訓練 

6. 使用するすべての混合ガスを適切に分析すること。 

7. ダイブ前の計画が適切であることを示す： 

a. システムの性能とスクラバーの持続時間に基づく制限。 

b. 救済ガス要件に基づく制限。 

c. 選択したPPO₂レベルでの酸素曝露に基づく限界値。 

d. 手動制御の閉鎖式リブリーザーに基づく制限値。 

e. 計画された深さでの窒素吸収量とPPO₂（設定値）レベルに基づく限界値。 

f. ヘリウム吸収に基づく限界値。 

g. 計画されたダイビングの減圧度/勾配係数の適切な選択。 

h. 目標深度での細胞洗浄を可能にするために、正しい麻薬深度計画および希釈液の選択を行う

（希釈液は、最大計画深度においてPO₂が1.1を超えないようにする）。 

 

オープンウォータースキル： 

1. すべての技能は、指導者がユニット別のCCRで証明しなければならない。 

2. コミュニケーション、接近、チーム指向のダイビング練習を通して、バディや他のチームメンバー

をよく意識すること。 

3. 手や足を動かさず、水柱の一定位置（±1m）で90秒以上ホバリングできる浮力コントロール能力

を証明する。 

4. 中性浮力を維持したまま、マスクの脱着と交換／バックアップマスクの展開。 

5. システム故障からのリカバリーを適切に実行し、携行したオープンサーキットのガスでダイビング

と減圧を終了すること。 

6. システム故障からのリカバリーを適切に実行し、ユニットをマニュアルモードにしてダイビングと

減圧を終了する。 

7. ガスのシャットダウンと喪失、正しい選択とオフボードガスへの切り替え。 

8. ホースの破損、災害のシナリオ。 

9. 浸水吸収キャニスター。 

10. 細胞のエラー。 

11. SCRドリル（最低10分）。 

12. 水深6メートル未満での酸素リブリーザーモード。 
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13. すべての減圧停止を含む1回のフルダイブのためにCCRユニットを手動でコントロールする。 

14. ベイルアウトシリンダー3本を、水柱内の位置を維持しながら、落下と回収を含めて管理できる能力

を示すこと。 

15. チーム・ベイルアウトの手順を正しく理解し、実施し、40メートル以上の深度からチーム・ベイル

アウトを実施する。 

16. オフボード・ベイルアウトのチーム共有／交換を含め、オフボード・ガスをプラグインし、共有す

る能力をチームで実証する。 

17. ダイブのうち2ダイブで、アセントリールとリフトバッグを使った上昇を実演し、段階的減圧を行う

。 

18. 希釈剤と酸素の適切な使用による細胞のバリデーションチェック。 

19. あらかじめ決められた潜水限界の範囲内で、ダイビングを適切に実施すること。 

20. 悪条件下で複数の故障を管理する能力。 

21. ベイルアウトシナリオに対処する際、水面サポート／サポートダイバーの使い方を実演する。 

反応しないリブリーザーダイバーを、水深6m以上から水面まで救助するシミュレーションを実演する。 

コースを修了し、ユニット別TDI上級混合ガスCCR等級を取得するためには、受講生は以下の条件を満

たさなければならない： 

1. インストラクターが満足するように、限定水域とオープンウォーターのスキルアップセッションを

完了すること。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. TDIアドバンスド・トリミックス筆記試験を80％以上の得点で修了すること。 

4. コース終了後、6ヶ月以上活動を休止した場合は、再講習を修了すること。 
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35. リブリーザーカバーンダイバー (Rebreather Cavern 
Diver) 

35.1 イントロダクション 

このコースでは、洞窟入口から光が差し込む範囲内でのオーバーヘッド環境におけるTDI認定のリブリ

ーザーを使用したダイビングに関して、最低限必要な知識とスキル、およびリブリーザーケーブダイビ

ングに関連した危険性について指導する。このリブリーザーカバーンダイバーコースは、ケーブダイビ

ング環境での講習を提供することを意図してはいない。このコースの目的は、リブリーザーによる洞窟

ダイビングの適切な計画、手順、技術、危険についてダイバーを訓練することである。 

35.2 修了者に与えられる資格 

このコースを無事修了すると、修了者は次の制限が守られている限り、直接監督なしでリブリーザーカ

バーンダイビングアクティビティに参加することができます: 

1. デイライトゾーン、つまり洞窟の入り口から自然光が入る範囲。 

2. ダイバーは、1分間に1立方フィートあたり30リットル以上のSACレートを使用するか、または生徒

が算出したCO₂イベントを考慮したSACレートの高い方のレートを使用し、最も遠いペネトレーシ

ョンポイントから安全に脱出するために十分なベイルアウトを携行する。 

3. 地表から60直線メートル／200直線フィート。 

4. 最大深度30メートル／100フィート。 

5. 減圧潜水はしない。 

6. 制限なし。2人のダイバーが並んで通れないほど狭いエリアはない。 

7. 必要に応じて安全停止を行う。 

8. 継続的なガイドラインを維持する。 

9. 適切な洞窟ダイビング器材は、TDI認定のリブリーザーと共に使用される。 

10. 頭上環境において、生命維持装置を取り外すことは許されない。 

11. 洞窟の中から出口を確認するためには、視界が十分でなければならない。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDIリブリーザー・ケーブ入門コース。 
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35.3 指導できるインストラクター 

このコースは講習で使用するリブリーザーユニットに関してアクティブステータスのTDIリブリーザー

フルケーブダイバーインストラクターが指導可能 

インストラクターは、TDI が承認したリブリーザーのダイビングのインストラクター、および TDI 
が承認したリブリーザーのダイビングのディルエントガスダイバー（または同等のもの）としての資格

が必要です。 

35.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

オープンウォーター 

1. アクティブステータスのTDI インストラクター１名に対し講習生は最大4名。 

洞窟だ： 

1. TDIインストラクター1名につき生徒3名までとする。 

35.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. TDIエアダイリューエントCCRダイバーまたは同等の資格の証明を提出すること。 

3. 最低25回のログ付けと25時間のダイビングを証明する書類を提出すること。 

35.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. 最低5本のダイビングを行うこと： 

a. オープンウォーターセッション1回 

b. 2つの異なる場所で、合計潜水時間120分以上の洞窟潜水を4回行った。 

2. 洞窟の中から出口を確認するためには、視界が十分でなければならない。 

コース構成： 
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1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 学科講習およびブリーフィングの合計時間は6時間以上。 

2. コースは最低2日間実施されなければならない。 

35.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. 講習生の全てのトレーニング中のログをダウンロードする 

2. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

35.8 トレーニング教材 

このコースには以下のものが必要である： 

1. TDI洞窟ダイバーマニュアルまたはeラーニング。 

2. TDI洞窟ダイバー・インストラクター・ガイド。 

3. TDI洞窟ダイバー ・インストラクター・リソース（オプション）。 

4. TDI Diving RebreathersStudent Manual or eLearning. 

5. TDIダイビング・リブリーザー・パワーポイント・プレゼンテーション（オプション）。 

6. リブリーザーメーカーのマニュアルと最新情報。 

7. メーカーのビルド・チェックリスト 

8. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 
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お勧めの読み物 

1. NACD Art of Safe Cave Diving. 

2. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

3. CDAA - 洞窟/シンクホールマニュアル。 

4. NSS-CDSキャバーンマニュアル。 

35.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. TDI公認の完全なリブリーザー。 

2. 最低1台のリブリーザー対応コンピュータまたはPO₂モニタリング装置。 

3. ダイビングに適した容量のベイルアウトシリンダー。 

4. 残圧計と低圧オフボード（クイックコネクト）ガス供給ホースを装備したベイルアウトレギュレー

ター 

5. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意する場合もある）。 

6. 浮力補償装置（BCD）。 

7. 洞窟の環境に適した露出スーツ。 

8. マスクとフィン。 

9. ラインカット装置。 

10. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

11. ダイビングに適した長さのプライマリーリール1個。 

12. 電池式ライト3個（プライマリ1個、バックアップ2個）。 

13. スレートまたはウェットノートと鉛筆。 

14. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

15. 3方向のライン矢印。 

16. ウエイトシステム 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 
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35.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 心理学的考察。 

3. 機器の検討： 

a. ベイルアウト・シリンダーの選択肢 

i. シングルベイルアウトシリンダーとリダンダントシリンダー。 

ii. ベイルアウトのロングホースとショートホース。 

b. リブリーザー設定オプション。 

c. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 

d. スクラバーのオプション。 

e. リールのオプション。 

f. 適正ウエイト 

g. 機器構成。 

4. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

5. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力コントロール。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

6. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

7. 洞窟の環境： 

a. 地質学： 
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i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

b. 現地でのアクセス要件。 

c. 地主との関係 

8. 洞窟の保護。 

9. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

10. 救済ガス量の要件。 

11. 事故分析。 

12. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

13. オープン・サーキット・ダイバーによる洞窟ダイビング： 

a. ベイルアウトの構成要件。 

b. 空気のない緊急事態。 

14. 洞窟ダイビングのエチケット 

35.11 スキル達成条件と修了条件 

どのような状況下であっても、講習生はループにおける PO₂ 
(酸素分圧)を監視することができなければならない。視界ゼロの訓練は、生徒が呼吸ループの状態をモ

ニターできる方法で行わなければならない。例えば、マスクはしていないがHUDをモニターできる、消

灯しているがディスプレイの照明を使ってPO₂を見ることができる、など。 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. 適切な方法： 

a. ガイドラインを配備する。 

b. ガイドラインに従う。 

c. ガイドラインに沿って、ガスシェアリングを含むベイルアウトを行う。 

d. ガイドラインに従いながら、ゼロ視界をシミュレートし、タッチコンタクトを使用したガス

シェアリングを含むベイルアウトエグジットを実施する。 
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2. タッチコンタクトを伝える。 

3. 方向指示器を正しく配置する。 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. デモンストレーション： 

a. ダイビング前の十分な計画。 

b. 機材チェックと機材合わせ。 

c. バブルチェック。 

d. 特殊な推進技術。 

e. 適切な浮力コントロール。 

f. 正しい姿勢。 

g. 適切なPO₂管理。 

h. リブリーザー機器全体の分析。 

i. 適切なストレス分析（検出と管理）。 

 

生徒は、洞窟に入る前に、頭上ではない環境で以下のスキルを完了しなければならない： 

1. 以下を適切におこなう： 

a. ガイドラインを配備する。 

b. ガイドラインに従う。 

c. ガイドラインに沿って、ガスシェアリングを含むベイルアウトを行う。 

d. ガイドラインに従いながら、ゼロ視界をシミュレートし、タッチコンタクトを使用したガス

シェアリングを含むベイルアウトエグジットを実施する。 

2. タッチコンタクトを伝える。 

3. 方向指示器を正しく配置する。 

 

生徒は洞窟ダイブ中、以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. 以下を適切におこなう： 

a. ガイドラインを配備する。 

b. 方向指示線マーカーを使用する。 

c. ガイドラインに従う。 
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d. 視界不良を想定したガイドラインに従う。 

2. チームメイトとのシリンダー交換をしつつベイルアウトエキジット 

a. ガイドラインに従う。 

b. ガイドラインに従って、視界ゼロをシミュレートし、タッチコンタクトを使用する。 

3. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

4. ライト/ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

5. 洞窟を探検する。 

6. 適切な保全と啓蒙の技術を実行する。 

7. バックアップ・ナビゲーションとしてリファレンスを使用する。 

8. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 

9. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックアップライトを配備し、ガイドラインに従って

洞窟を出る。 

10. 10.TDI 
コースカリキュラムで示されている現在の認定レベルを遵守した、特定リブリーザーユニットのス

キルをデモンストレーション 

注：頭上環境内での生命維持装置の撤去は認められない。 

 

このコースの修了条件： 

1. すべての陸上訓練とリブリーザーによる洞窟潜水を安全かつ効率的に行うこと。 

2. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

3. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

4. すべてのダイビングを記録する。 
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36. リブリーザーイントロケーブダイバー (Rebreather 
Introductory Cave Diver) 

36.1 イントロダクション 

このコースは、リブリーザー・ケーブ・ダイビングの基本原則の入門コースです。TDIリブリーザーイ

ントロケーブダイバーコースは、TDIリブリーザーカバーンダイバーコースの直接的な上位コースであ

り、リブリーザーによるケーブダイビングにおいて必要となる安全技術を習得するための2番目のステッ

プに位置する。このコースは、リブリーザーによるケーブダイビングに必要な要素を全てカバーしてい

るわけではない。このコースの目的は、TDI 
リブリーザーカバーンダイバーコースにて学んだスキルをさらに磨き、初級のリブリーザーケーブダイ

バーとして必要な技術や手順を習得する事である。 

36.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでリブリーザーケーブダイビング

を行うことができる： 

1. ダイバーは、1分間に1立方フィートあたり30リットル以上のSACレートを使用するか、または生徒

が算出したCO₂イベントを考慮したSACレートの高い方のレートを使用し、最も遠いペネトレーシ

ョンポイントから安全に脱出するために十分なベイルアウトを携行する。 

2. 最大深度40メートル／130フィート。 

3. 減圧潜水はしない。 

4. 継続的なガイドラインを維持する（ジャンプなし、ギャップなし）。 

5. 適切な洞窟ダイビング器材は、TDIが承認したリブリーザーと共に使用される。 

このコースを修了すると、修了者は以下のコースに参加することができる： 

1. TDIリブリーザー・フルケーブコース。 

36.3 指導できるインストラクター 

このコースは講習で使用するリブリーザーユニットに関してアクティブステータスのTDIリブリーザー

フルケーブダイバーインストラクターが指導可能 

インストラクターは、TDI が承認したリブリーザーのダイビングのインストラクター、および TDI 
が承認したリブリーザーのダイビングのディルエントガスダイバー（または同等のもの）としての資格

が必要です。  
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36.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

オープンウォーター 

1. TDIインストラクター1名につき生徒3名まで。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

洞窟ダイブ 

1. TDIインストラクター1名につき生徒3名まで。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

36.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 最低限必要な資格；TDI CCR Air Diluent Diverまたは同等の資格。 

3. 以下の資格を有すること： 

a. TDIリブリーザー・キャバーン・ダイバー、または同等の資格。 

または 

b. TDI入門ケーブダイバー、またはそれに相当するもの。 

4. 使用したリブリーザーユニットの最低50回のログ付けと30時間のダイビングの証明を提出すること

。 

36.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. インストラクターが初めての場合、または前回の洞窟ダイビングから6ヶ月以上経過している場合は

、オープンウォーター評価ダイブを1回実施する必要があります。 

2. 最低4回のシングルガイドライン・ケーブダイブを、2つの異なる場所で、合計160分のボトムタイ

ムで実施すること。 

3. TDIリブリーザー・ケーブ・ダイバー入門コースの2ダイブのみが、TDI CCR Air Diluent 
Decompression Proceduresコースに必要な総ダイブ数に加算されます。 
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コース構成： 

1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. クラスルームとブリーフィングの最低受講時間は4時間です。 

2. コースは最低2日間以上でなければならない。 

36.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 

3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

36.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Diving in Overhead Environmentsマニュアルまたはeラーニング。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

3. TDI Diving in Overhead Environments Instructor Resource CD（オプション）。 

4. TDI Diving Rebreathers Student Manual or eLearning. 

5. TDIダイビング・リブリーザー・パワーポイント・プレゼンテーション（オプション）。 

6. CCRメーカーのマニュアルとアップデート。 

7. メーカーのビルド・チェックリスト 

8. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 
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オプションの素材： 

1. NACD 安全な洞窟ダイビングの芸術。 

2. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

3. CDAA - 洞窟/シンクホールマニュアル。 

4. NSS-CDS洞窟ダイビングマニュアル。 

5. 闇は招く - マーティン・ファー 

6. 人間には計り知れない洞窟。 

36.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. TDI公認の完全なリブリーザー。 

2. 最低1台のリブリーザー対応コンピュータまたはPO₂モニタリング装置。 

3. 船外のベイルアウトシリンダー（1本または複数本） - 計画ダイビングに適した容量。 

4. 残圧計と低圧オフボード（クイックコネクト）ガス供給ホースを装備したベイルアウトレギュレー

ター 

5. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

6. 潜水環境に適した露出スーツ。 

7. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意する場合もある）。 

8. マスクとフィン。 

9. 最低2台の切断装置。 

10. スレートと鉛筆。 

11. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間

）。 

12. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

13. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

14. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

15. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

16. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

17. 3方向のライン矢印。 
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インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 

36.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 心理学的考察。 

3. 機器の検討： 

a. ベイルアウト・シリンダーの選択肢 

i. シングルベイルアウトシリンダーとリダンダントシリンダー。 

ii. ベイルアウトのロングホースとショートホース。 

b. リブリーザー設定オプション。 

c. スクラバーのオプション。 

d. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 

e. リールのオプション。 

f. 適正ウエイト 

g. 機器構成。 

4. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

5. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力制御とリブリーザーの加重。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

6. 生理学： 

a. 呼吸法。 
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b. ストレス管理。 

7. 洞窟の環境： 

a. 地質学： 

i. 一番下だ。 

ii. 天井だ。 

b. 現地でのアクセス要件。 

c. 地主との関係 

8. 保全 

9. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

10. 事故分析。 

11. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

12. オープンサーキットダイバーと洞窟ダイビング： 

a. ベイルアウトに必要な装備 

b. エア切れした緊急事態 

13. 洞窟ダイビングのエチケット 

36.11 スキル達成条件と修了条件 

どのような状況下であっても、講習生はループにおける PO₂ 
(酸素分圧)を監視することができなければならない。視界ゼロの訓練は、生徒が呼吸ループの状態をモ

ニターできる方法で行わなければならない。例えば、マスクはないがHUDをモニターできる、消灯して

いるがディスプレイの照明を使ってPO₂を見ることができる、など。あるいは、ベイルアウト時にドリ

ルを行う必要がある。 

 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. 適切な方法： 

a. ガイドラインを配備する。 
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b. ガイドラインに従う。 

c. ガイドラインに沿って、ガスシェアリングを含むベイルアウトを行う。 

d. ガイドラインに従いながら、ゼロ視界をシミュレートし、タッチコンタクトを使用したガス

シェアリングを含むベイルアウトエグジットを実施する。 

2. セーフティリール使用 

a. ロスト・ダイバーの処置 

b. ロスト・ライン・ドリル 

 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. デモンストレーション： 

a. ダイビング前の十分な計画。 

b. 機材チェックと機材合わせ。 

c. バブルチェック。 

d. さまざまなタイプの流れにおける特殊な推進技術。 

e. 以下を適切におこなう： 

i. 浮力コントロール。 

ii. 体の姿勢。 

iii. ストレス分析（検出と管理）。 

iv. 酸素分圧管理。 

v. リブリーザー機器全体の分析。 

 

生徒は、ケーブダイブ中に以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. 以下を適切におこなう： 

a. ガイドラインを配備する。 

b. ラインマーカーを使う。 

c. ガイドラインに従う。 

d. 視界不良を想定したガイドラインに従う。 

2. ガイドラインに従って、チームメイトとガスシェアの練習をしながら、ベイルアウト・エグジット

を行う。 
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3. ガイドラインに従い、チームメイトとガスシェアリングを行い、視界がゼロになったことを想定し

、タッチコンタクトでベイルアウト脱出の練習を行う。 

4. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

5. ライト/ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 

6. 保全と啓蒙技術。 

7. バックアップ・ナビゲーションとしてリファレンスを使う 

8. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 

9. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックアップライトを使って洞窟を出る。 

10. 計装照明のみを使用したロスト・ライン・ドリルを実演する。 

11. ロスト・ダイバー・ドリルを実演する。 

12. TDIコースカリキュラムに概説されているリブリーザー資格の現行レベルに準拠した、リブリーザ

ーユニットに特化したスキルを実証すること。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDI入門ケーブダイバーコースの筆記試験を十分に修了すること。 

2. すべての陸上訓練と洞窟潜水に必要なことを安全かつ効率的に行う。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

5. すべてのダイビングを記録する。 
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37. リブリーザーフルケーブダイバー 

37.1 イントロダクション 

このコースは、一連のTDIリブリーザーケーブダイバー開発プログラムにおける第3段階である。より上

級のダイブプランニング、ダイバーが遭遇するであろう異なる種類のケーブ環境やシナリオの実習をお

こなう。このコース単体でリブリーザーケーブダイビングに関わる全ての項目を取り扱う事は想定して

いない。このコースの目的は、TDI 
リブリーザーカバーンダイバーコースやリブリーザーイントロケーブダイバーコースで学んだ知識やス

キルをさらに発展させることである。このコースで重視することは実際の洞窟への進入を通じて、ダイ

ブプランニングやスキルを完璧にする事である。 

37.2 修了者に与えられる資格 

このコースを修了後、講習生は次のような条件下で直接的な監督なしでケーブダイビングを行うことが

できる： 

1. ダイバーは、ペネトレーションの最も遠い地点から安全に脱出し、毎分30リットル／1立方フィー

ト以上のSACレートを使用して減圧停止を完了するのに十分なベイルアウトを携行するか、または

生徒が計算したCO₂イベントを考慮したSACレートの高い方のレートを使用する。 

2. 最大深度45メートル／150フィート。 

3. 洞窟内は機材撤去禁止。 

4. 適切または必要に応じて、安全停止と減圧停止を行う。 

5. 継続的なガイドラインを維持する。 

6. 適切な洞窟ダイビング器材は、TDIが承認したリブリーザーと共に使用される。 

37.3 指導できるインストラクター 

このコースは講習で使用するリブリーザーユニットに関してアクティブステータスのTDIリブリーザー

フルケーブダイバーインストラクターが指導可能インストラクターは、TDI 
が承認したリブリーザーのダイビングのインストラクター、および TDI 
が承認したリブリーザーのダイビングのディルエントガスダイバー（または同等のもの）としての資格

が必要です。  
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37.4 講習生とインストラクターの人数比 

アカデミックだ： 

1. 講習を行うために必要な施設等が整っており、かつ、時間を十分に確保できる場合は、講習生数に

制限はない。 

オープンウォーター 

1. TDIインストラクター1名につき生徒3名まで。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

洞窟ダイブ 

1. TDIインストラクター1名につき生徒3名まで。 

2. この比率は、環境や運用上の制約により、必要に応じて下げる必要がある。 

37.5 講習生参加前条件 

1. 18歳以上。 

2. 公認TDI CCR Air Diluent Decompression Procedures Diver資格、または同等の資格。 

3. 以下の資格を有すること： 

a. TDIリブリーザー・ケーブ入門または同等のもの。 

または 

b. TDIフル・ケーブ・ダイバー、またはそれに相当するもの。 

4. 使用したリブリーザーユニットの最低50回のログダイブと50時間の使用時間の証明を提出すること

。 

37.6 コース構成と時間 

水の執行： 

1. 3カ所の異なる場所で6回の洞窟ダイビングを行い、最低420分の潜水時間が必要。 

2. これらの場所のうち少なくとも1つは、洞窟コースや入門コースでトレーニングに使われなかった場

所でなければならない。 

3. 少なくとも2ダイブは75分以上でなければならない。 

コース構成： 
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1. TDIでは、インストラクターは参加する生徒の人数やスキルレベルに応じてコースを構成すること

ができます。 

コース時間： 

1. 教室とブリーフィングの推奨時間数は6時間。 

2. コースは4日以上で行わなければならない。 

3. リブリーザー・キャバーン、イントロ・キャバーン、フル・キャバーンを組み合わせたコースは、7
日以上で行わなければならない。 

 

アップグレードだ： 

1. TDIフルケーブダイバーまたは同等のダイバーと、TDIエアーディルエントCCR減圧手順ダイバー

または同等のダイバーの両方を認定されているダイバーは、TDI 
リブリーザーフルケーブダイバーにアップグレードすることができますが、このコースに必要な条

件を除くすべてのコースを修了していることが条件です。： 

a. 2カ所で4回のケーブダイビングを行い、最低でも240分の累積潜水時間を確保する必要があ

ります。ダイブログ2回以上かつ、合計時間75分以上必要 

b. その他の受講条件はすべて満たしていなければならない。 

2. CCRをフルケーブダイビングに統合するために必要な水中スキル： 

a. 救済計画 

b. 複雑なダイビングプランニング（ハブ＆スポークダイビング）。 

c. 複雑なナビゲーション。 

d. SCRモードで洞窟を出る。 

e. ソレノイドの故障をシミュレートして洞窟を出る（該当する場合）。 

f. オープンサーキットのベイルアウトで洞窟を出る。 

g. TDIコースカリキュラムに概説されているリブリーザー資格の現行レベルに準拠した、リブ

リーザーユニットに特化したスキルを実証すること。 

37.7 事務手続き 

事務手続き項目： 

1. 全ての講習生からコース費用を徴収する 

2. 講習生が必須器材を所有していることを確認する 
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3. 講習生にスケジュールを伝える 

4. 講習生は以下の書類の必要事項を記入する： 

a. TDI責任免除および明示的危険負担同意書。 

b. TDIメディカル・ステートメント・フォーム 

コース修了後、インストラクターは次の項目を実施すること： 

1. TDIダイバー登録用紙をTDI本部に提出するか、TDIウェブサイトの会員エリアからオンラインで生

徒を登録することにより、適切なTDI認定証を発行する。 

37.8 トレーニング教材 

必要な素材： 

1. TDI Diving in Overhead Environmentsマニュアルまたはeラーニング。 

2. TDI頭上環境でのダイビングインストラクターガイド。 

3. TDI Diving in Overhead 
Environmentsデジタル・インストラクター・リソース（オプション）。 

4. TDI Diving Rebreathers Student Manual or eLearning. 

5. TDIダイビング・リブリーザー・パワーポイント・プレゼンテーション（オプション）。 

6. CCRメーカーのマニュアルとアップデート。 

7. メーカーのビルド・チェックリスト 

8. TDI CCRプレフライトチェックリスト。 

オプションの素材： 

1. CCR洞窟のほぼ単純化-メル・クラーク 

2. NACD 安全な洞窟ダイビングの芸術。 

3. 基本的な洞窟ダイビング - サバイバルのための青写真。 

4. CDAA - 洞窟/シンクホールマニュアル。 

5. NSS - CDS洞窟ダイビングマニュアル。 

6. 人間には計り知れない洞窟。 

7. 闇は招く - マーティン・ファー 
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37.9 必須器材 

各生徒に必要な用具は以下の通り： 

1. TDI公認の完全なリブリーザー。 

2. PO2モニタリング可能なリブリーザー対応コンピューターを少なくとも１つ、そしてバックアップ

用のPO2モニタリング装置を１つ。そのバックアップ用装置はリブリーザー対応コンピューターで

もHUDでもどちらでもよい。ユニットに変更を加える場合は、メーカーの承認が必要です 

3. 船外のベイルアウトシリンダー（1本または複数本） - 計画ダイビングに適した容量。 

4. 残圧計と低圧オフボード（クイックコネクト）ガス供給ホースを装備したベイルアウトレギュレー

ター 

5. パワーインフレーター付き浮力補償装置（BCD）。 

6. 潜水環境に適した露出スーツ。 

7. 酸素濃度計を使用できること（インストラクターが用意する場合もある）。 

8. マスクとフィン。 

9. 最低2台の切断装置。 

10. スレートと鉛筆。 

11. 電池式ライト3個（プライマリー1個、バックアップ2個、それぞれ予定潜水時間に適した燃焼時間

）。 

12. 最低37メートル／125フィートのガイドラインを備えた安全リール。 

13. 15メートル／50フィートのガイドライン付きギャップリール。 

14. ダイビングに適した長さの洞窟ダイビング用リール。 

15. コンピューター、時計またはボトムタイマー、水深計。 

16. 鉛筆でスレートまたはウェットメモ。 

17. 水中用ダイブテーブルまたはバックアップ用ダイブコンピューター。 

18. 3方向のライン矢印。 

19. 3つの無指向性マーカー。 

20. 段階的減圧シリンダーには適切なラベルが貼られていなければならない。 

インストラクターは、すべての水中エクササイズにおいて、完全なケーブダイビング器材を使用しなけ

ればならない。 
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37.10 学科アウトライン 

下記のトピックをコース中にカバーしなければならない： 

1. 洞窟ダイビングのポリシー。 

2. 心理学的考察。 

3. 機器の検討： 

a. ベイルアウト・シリンダーの選択肢 

i. シングルベイルアウトシリンダーとリダンダントシリンダー。 

ii. ベイルアウトのロングホースとショートホース。 

b. リブリーザー設定オプション。 

c. スクラバーのオプション。 

d. 浮力補償装置（BCD）/ハーネスのオプション。 

e. リールのオプション。 

f. 適正ウエイト 

g. 機器構成。 

4. コミュニケーション 

a. 手信号。 

b. ライトシグナル。 

c. 接触信号。 

5. 水泳のテクニック 

a. 体の姿勢／トリム 

b. 浮力制御とリブリーザーの加重。 

c. 次のライン。 

d. 推進技術。 

6. 生理学： 

a. 呼吸法。 

b. ストレス管理。 

c. 減圧理論と洞窟ダイビングへの応用。 

7. 洞窟の環境： 
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a. 地質学。 

b. 一番下だ。 

c. 天井だ。 

d. 現地でのアクセス要件。 

e. 地主との関係 

8. 自然保護。 

9. 問題解決： 

a. 緊急時の手順 

b. 機器の故障。 

c. シルトの状態。 

10. 事故分析。 

11. ダイブテーブルと減圧理論の復習。 

12. オープンサーキットダイバーと洞窟ダイビング： 

a. ベイルアウトの構成要件。 

b. 空気のない緊急事態。 

13. 洞窟ダイビングのエチケット 

37.11 スキル達成条件と修了条件 

ループ中にPO₂を監視できないようなことがあってはならない。視界ゼロの訓練は、生徒が呼吸ループ

の状態をモニターできる方法で行わなければならない。例えば、マスクはないがHUDをモニターできる

、消灯しているがディスプレイのバックライトでPO₂を見ることができる、など。 

 

このコースでは、以下の陸上訓練を必ずカバーしなければならない： 

1. 適切な方法： 

a. ガイドラインを配備する。 

b. ガイドラインに従う。 

c. ガイドラインに沿って、ガスシェアリングを含むベイルアウトを行う。 

d. ガイドラインに従いながら、ゼロ視界をシミュレートし、タッチコンタクトを使用したガス

シェアリングを含むベイルアウトエグジットを実施する。 
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2. セーフティリール使用 

a. ロスト・ダイバーの処置 

b. ロスト・ライン・ドリル 

 

生徒は、すべてのダイビングにおいて、以下のSドリルおよびスキルを実施しなければならない： 

1. ダイブ前の計画が適切であることを示す。 

2. 機材チェックと機材合わせ。 

3. バブルチェック。 

4. デモンストレーション： 

a. さまざまなタイプの流れにおける特殊な推進技術。 

b. 以下を適切におこなう： 

i. 浮力コントロール。 

ii. 体の姿勢。 

iii. ストレス分析（検出と管理）。 

iv. 酸素分圧管理。 

v. リブリーザー機器全体の分析。 

 

生徒は、ケーブダイブ中に以下の水中スキルを行わなければならない： 

1. 以下を適切におこなう： 

a. ガイドラインを配備する。 

b. 方向性と非方向性のラインマーカーを使用する。 

c. ガイドラインに従う。 

d. 視界不良を想定したガイドラインに従う。 

2. チームメイトとのシリンダー交換をしつつベイルアウトエキジット 

a. ガイドラインに従う。 

b. ガイドラインに従って、視界ゼロをシミュレートし、タッチコンタクトを使用する。 

3. ガイドラインに接触している間は、マスクを外して交換すること。 

4. ライト/ハンドシグナルとタッチコンタクトを実演する。 
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5. 保全と啓蒙のテクニックを実行する。 

6. バックアップ・ナビゲーションとしてリファレンスを使用する。 

7. 適切なアンチシルティング・テクニックを示す。 

8. プライマリライトの故障をシミュレートし、バックライトを使って洞窟を出る。 

9. 計装照明のみを使用したロスト・ライン・ドリルを実演する。 

10. ロスト・ダイバー・ドリルを実演する。 

11. サーキットやトラバースで必要なジャンプやギャップをリールを使って行い、オープンウォーター

への連続したガイドラインを維持することをデモンストレーションする。 

12. SCRモードでリブリーザーを飛ばして洞窟を出る。 

13. ソレノイドの故障をシミュレートして洞窟を出る（該当する場合）。 

14. 以下の高度なナビゲーションテクニックをデモンストレーションする： 

a. 4回のジャンプ。 

b. 2回路。 

15. TDIコースカリキュラムに概説されているリブリーザー資格の現行レベルに準拠した、リブリーザ

ーユニットに特化したスキルを実証すること。 

 

このコースの修了条件： 

1. TDIケーブダイバーコース筆記試験を満足に修了すること。 

2. すべての陸上訓練と洞窟潜水に必要なことを安全かつ効率的に行う。 

3. ダイブプランとその実行に関し適切な判断を行える。 

4. 洞窟の環境に対する適切な意識と敬意を保つこと。 

5. すべてのダイビングを記録する。 
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